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令和３年第１回大崎町議会定例会会議録（第１号） 
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について 
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次長兼調査係長 宮 本 修 一 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） これより、令和３年第１回大崎町議会定例会を開会いたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（宮本昭一君） これより、本日の会議を開きます。 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番、神﨑文男君、及び

６番、中倉広文君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（宮本昭一君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

   今期定例会の会期は、本日から３月１７日までの１５日間といたしたいと思いま

す。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から３月１７日までの１５日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（宮本昭一君） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

去る２月１６日に開催されました第７２回鹿児島県町村議会議長会定例総会に出

席いたしましたので、報告を申し上げます。第７２回定例総会は、県町村議会議長

会会長の東串良町議会議長、田之畑稔氏の挨拶で始まり、引き続き、来賓として、

塩田鹿児島県知事、外園鹿児島県議会議長、森田鹿児島県町村会会長から、それぞ

れ祝辞をいただきました。その後、自治功労者表彰が行われ、鹿児島県町村議会議

長会表彰と全国町村議会議長会表彰の伝達が行われました。このうち、鹿児島県町

村議会議長会表彰では、町村議会議員２５年以上在職者２名、同じく１５年以上在

職者４名、事務局職員１０年以上在職者１名の計７名となっております。また、全

国町村議会議長会表彰では、特別功労者２名、町村議会議長として７年以上在職者

１名、町村議会議長２７年以上在職者１名、同じく１５年以上在職者６名の計１０

名となっております。本町からは中倉広文議員が、町村議会議員として１５年以上

在籍し、功労のあった者として全国町村議会議長会から表彰を受けております。 
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議事に入り、私が田之畑会長から定期総会議長の一任を受けましたことから、議

長としての議事の進行をした次第であります。 

初めに、副会長及び理事の補充選任報告に続き、令和元年度決算の承認、令和３

年度事業計画案、同じく予算案の提案説明があり、審議の結果、いずれも原案のと

おり可決されました。なお、令和３年度鹿児島県町村議会議長会会計予算総額は

４,７５７万３,０００円であります。前年度と比較すると、令和２年度においては

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点からやむなく中止をした研修会、

各種会議が多く、歳入において繰越金を増額し、各町村の負担金が減額となってい

るところであります。 

最後に、住民の代表機関として町村の最終意思決定を担う議会の役割と責任を深

く自覚し、総力を結集して新型コロナウイルス感染症対策の万全実施、地方創生の

さらなる推進、新たな過疎対策法の制定と現行過疎地域の継続指定など、合わせて

１１項目の実現を期するための決議案が提案され、これを全会一致で採択いたしま

した。 

第７２回鹿児島県町村議会議長会定期総会については、以上のとおりでございま

す。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（宮本昭一君） 日程第４「行政報告」を行います。これを許可します。 

町長。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年第１回議会定例会に当たり、諸般の行政報告をいたし

ます。 

まず初めに、企画調整課関係でございます。 

現在、鹿児島県の魅力ある観光地づくり事業を活用して、横瀬古墳の北側に東

屋、トイレ、駐輪場、石碑を整備中でございます。これは、本町と東串良町、肝付

町の３町合同で申請し、横瀬古墳、東串良町の唐仁古墳群、肝付町の塚崎古墳群の

周辺に東屋やトイレ案内板を設置し、観光周遊につなげようとするものでございま

す。本町分は３月中に完成予定でございますが、町民の憩いの場としての利用はも

ちろん、サイクリング、イベントの休憩所としての活用や、古墳めぐりツアーを計

画するなど、施設を有効に活用し、交流人口の増加にも努めてまいります。 

次に、あすぱる大崎についてでございます。 

４月１日からの民間譲渡に向け、現在準備を進めているところでございます。譲

渡先である阿部商事有限会社から、あすぱる大崎の新たなオープンに向けて施設の
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全面改修工事を行うため、４月から数か月の間、おおむね６か月、７か月ぐらいだ

ろうと思いますが、その間、施設の全面休業を予定しているとの報告を受けており

ます。営業開始時期は、現在のところ未定でございますが、決定した場合には御報

告申し上げます。当分の間、利用者の皆様には御不便をおかけいたしますが、今

後、あすぱる大崎をより快適に御利用いただくための改修工事でございますので、

何とぞ御理解いただきますようお願い申し上げます。 

次に、保健福祉課関係でございます。 

新型コロナウイルスに対するワクチン接種について御報告いたします。国の接種

計画も刻一刻と変わってきている状況から、町におきましても、ワクチンの供給に

応じて随時対応しながら進めていく旨、御了承いただきたいと思います。 

まず、接種券配付時期と接種開始時期についてでございますが、ワクチンの供給

において、当初国が見込んでいた時期、量ともに変更が生じてきたことから、町に

おいてもワクチンの供給量、供給時期が確定した段階で町民への接種券配付及び接

種開始時期を決定していきたいと思っております。現在のところ、国からの情報に

おいては、４月の第４週目に全市町村へのワクチン供給が見込めるとのことから、

４月の中旬頃の接種券発送及び予約受付開始を予定しております。また、１回目の

ワクチンの供給量が少ない場合は、６５歳以上の中でも、さらにリスクの高い、よ

り年齢の高いほうから順次接種を進めていくことも考えております。 

続きまして、接種方法についてでございますが、当初予定していた集団接種会場

である曽於医師会病院と曽於医師会立有明病院から、２市１町におきましては市町

村ごとに会場を設けることといたしまして、町においては大崎町中央公民館と大崎

町野方農村環境改善センターを会場に予定しております。しかしながら、４月当初

は一定のワクチン供給量が見込めない状況から、まずは町内の医療機関による個別

接種から開始し、ワクチンの安定した供給量が見込めるようになった段階で、個別

接種と集団接種の併用で進めていく計画でございます。今後、ワクチンの供給時

期、供給量によって変更点が出てきた場合は、必要に応じて、防災無線やホームペ

ージ等で町民への案内・周知を随時していく予定でございます。 

以上で、報告を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（宮本昭一君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 報告第１号 専決処分の報告について 

（鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の減少及び同組合規約の変更について） 

○議長（宮本昭一君） 日程第５、報告第１号「専決処分の報告について（鹿児島県市
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町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約の変更につい

て）」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方自治報第２８６条第１項の規

定により、令和３年４月１日から、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体から大島農業共済事務組合の解散に伴い脱退させ、同組合規約の一部を変更

するものでございます。 

なお、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する団体数の増減及び同組合の変更に

つきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、専決事項として指定

がなされておりますので、これを専決し、同条第２項の規定に基づき御報告申し上

げるものでございます。 

○議長（宮本昭一君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第２号 令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第６、議案第２号「令和２年度大崎町一般会計補正予算

（第７号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ１２億２,８７７万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１４６億

５,８２６万５,０００円にするものでございます。歳出の主なものは、ポストコロ

ナ農業生産体制革新プログラム事業補助金やプレミアム商品券発行事業補助金など

の新型コロナウイルス感染症対策事業費の増減、及び災害復旧事業費の減などでご

ざいます。歳入は、国・県支出金及び繰入金、町債の減が主なものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。今回の補正予算は、人件費

をはじめ、事業費の決定や実績見込みによる調整が主なものでございますので、比

較的金額の大きいものと国の補正予算関連事業などについて説明させていただきま

す。 

まず、歳出から御説明いたしますので、２２ページをお願いいたします。 

款２総務費、目４財政管理費、節２４積立金５,００４万８,０００円は、今後の

公共施設整備等に備えるための施設整備事業基金への積立金が主なものでございま

す。目６財産管理費、節１３使用料及び賃借料１２７万６,０００円は、城内共有

墓地の移設進捗状況によりまして樹木の伐採作業等を早期に進めるための機械借上
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料でございます。 

２３ページをお願いいたします。目１４諸費、節２２償還金，利子及び割引料７

５２万５,０００円は、説明欄にございます各事業の過年度の実績に基づく返還金

等でございます。 

２４ページをお願いいたします。目１５新型コロナウイルス感染症対策事業費

は、合計で４９２万６,０００円の減でございますが、特別定額給付金事業の実績

に伴う減が主なものでございます。 

２９ページをお願いいたしまして、一番下の款３民生費、目１災害救助費は、合

計で８４９万７,０００円の減でございますが、７月豪雨災害に伴う被災者住宅の

修繕や貸付金の実績に伴う減でございます。 

３３ページをお願いいたします。款４衛生費、目９後期高齢者医療費、節１８負

担金，補助及び交付金４８７万４,０００円の主なものは、療養給付費の確定に伴

う負担金５２０万３,０００円の増でございます。項２清掃費、目１し尿塵芥処理

費は、合計で１,６７６万２,０００円の減でございますが、７月豪雨災害に伴う災

害廃棄物等の処理に係る経費や、被災者住宅の自主解体補助の実績に伴う増減でご

ざいます。 

３５ページをお願いいたします。款５農林水産業費、目１０農地費、節１８負担

金，補助及び交付金１６５万８,０００円は、県営農村地域防災・減災事業など、

説明欄にございます各事業費の確定に伴う負担金の増減でございます。 

３７ページをお願いいたします。目１４営農推進費、節１８負担金，補助及び交

付金のうち、農業者育成確保対策補助金１００万円は、新規就農者が見込みより５

名増加したことにより補助金を増額するものでございます。目１５新型コロナウイ

ルス感染症対策事業費、節１０需用費２０３万５,０００円は、菱田農村環境改善

センターのトイレの洋式化に伴うものでございます。節１８負担金，補助及び交付

金のうち、ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業補助金１,９８６万７,０

００円は、新たな生産・販売体制の構築に向けた先進的な取組を行う生産者に対し

て補助を行うものでございます。いずれも翌年度に繰り越して行うものでございま

す。 

３８ページをお願いいたします。款６商工費、目４新型コロナウイルス感染症対

策事業費、節１４工事請負費３２０万円は、くにの松原キャンプ場内のトイレ洋式

化に伴う工事費でございます。現在、プール等のトイレ洋式化を進めております

が、キャンプ場内のトイレなど未着工部分を早期に進めるためのものでございま

す。節１８負担金，補助及び交付金２,９４９万８,０００円の主なものは、切れ目

なく経済対策を実施するためのプレミアム商品券発行事業補助金でございます。い
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ずれも、翌年度に繰り越して事業を進めるものでございます。 

３９ページをお願いいたします。款７土木費、目１土木総務費、節１８負担金，

補助及び交付金は、地方特定道路整備事業市町村負担金２００万円の増が主なもの

でございます。これは、県道黒石串良線の改良事業費の確定に伴う増でございま

す。 

４４ページをお願いいたします。款９教育費、目３新型コロナウイルス感染症対

策事業費は、合計で２７１万４,０００円でございます。主なものは、節１０需用

費１９５万５,０００円や、節１７備品購入費３１４万５,０００円など、国の学校

保健特別対策事業を活用した感染症対策用品の購入等の費用でございます。なお、

国の３次補正予算に伴う事業であるため、繰り越して行うものでございます。 

次の４５ページをお願いいたします。項３中学校費、目３新型コロナウイルス感

染症対策事業費は、合計で７８万円でございますが、小学校費同様、学校保健特別

対策事業が主なものでございまして、こちらも翌年度に繰り越すものでございま

す。 

４６ページをお願いいたします。項４社会教育費、目７新型コロナウイルス感染

症対策事業費、節１７備品購入費１３５万円は、感染症対策としまして、図書を除

菌する器機の購入費でございます。 

４７ページをお願いいたします。項５保健体育費、目３新型コロナウイルス感染

症対策事業費、節１４工事請負費２９３万７,０００円は、総合体育館の感染予防

対策として、トイレの洋式化とトレーニング室の換気扇設置に係る工事費でござい

ます。いずれも、翌年度に繰り越して行うものでございます。 

款１０災害復旧費、項１農林水産業施設災害復旧費、目１現年災害復旧費は５億

４,９３３万３,０００円の減でございますが、年度内に執行が見込めなかった災害

復旧事業分を、令和３年度予算に組み替えるため減額するものでございます。な

お、今年度執行中の災害復旧工事のうち、一部は国の災害査定等に時間を要したこ

とから、翌年度に繰り越すものでございます。 

４８ページをお願いいたします。項２公共土木施設災害復旧費、目１現年災外復

旧費４億５,４７５万円の減は、先ほどと同様、橋りょう災害復旧に係る工事費等

を令和３年度に組み替えるため、減額するものでございます。また、今年度執行中

の災害復旧工事の一部は、翌年度に繰り越し、実施するものでございます。 

これで歳出を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明をいたします。 

１１ページをお願いいたします。款１町税は、これまでの実績と今後を見込みま

して増減するものでございます。 

款１３分担金及び負担金から款１６県支出金までは、説明欄に記載してございま
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す各事業等の実績見込み及び決定等に伴いまして補正をお願いするものでございま

す。 

１７ページをお願いいたします。款１９繰入金、目１財政調整基金繰入金２億

１,２００万円の減は、財源の調整でございますが、主な理由は、災害復旧費補正

の影響によるものでございます。目５ふるさと応援基金繰入金は、６,０００万円

の減でございます。当初予算等において、中沖小学校校舎棟大規模改造工事等の財

源として計上しておりましたが、事業費の確定に伴いまして、今回の補正で減額す

るものでございます。 

１８ページをお願いいたします。款２１諸収入、目１雑入の主なものは、説明欄

の下から６段目にございます肉用牛特別導入事業基金の廃止に伴う基金残高の一般

会計への受入分１,５５８万５,０００円でございます。 

１９ページをお願いいたします。款２２町債は、合計で２億９,６０８万２,００

０円の減でございますが、説明欄にございます各事業の事業実績等に伴い増減する

ものでございます。このうち、目８民生債７０万円は、７月豪雨災害の被災者に対

する援護資金の貸付事業でございますが、貸付金の確定に伴い、今回計上したもの

でございます。 

次の目９減収補填債２,３０１万８,０００円は、コロナの影響により減収が見込

まれる税目について、特例として減収相当分を起債できるもので、国が示す範囲内

で計上したものでございます。 

以上で、歳入の説明を終わりまして、次に、６ページをお願いいたします。第２

表でございますが、繰越明許費の追加でございます。今回の繰越明許費について

は、７月豪雨災害に伴う災害応急・復旧工事を優先して発注していることや、新型

コロナウイルス感染症の影響により人や物の移動が制限されていること、国の補正

予算による事業開始の遅れなどにより、事業が年度内に完了できないため、款２総

務費から款１０災害復旧費までの各事業を翌年度に繰り越すものでございます。 

次の７ページをお願いいたします。第３表債務負担行為補正でございます。

（１）追加でございますが、固定資産土地評価替業務委託料でございます。令和６

年度の固定資産評価替に向けた経費でございますが、公平な税負担を念頭に、適正

な宅地の評価業務を委託するものでございます。令和５年度までの限度額を７６０

万円と設定いたしまして、債務負担行為の限度額としてお願いするものでございま

す。 

次に、（２）変更でございます。大崎町老人福祉センター管理委託料でございま

すが、浴場の故障に伴い、管理委託料の見直しを行ったため、限度額を７５０万円

に減額するものでございます。次に、スクールバス運行業務委託料でございます。
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契約金額の実績に伴いまして、限度額を補正後の８５７万５,０００円に減額する

ものでございます。次に、廃止でございますが、災害援護資金利子補給金でござい

ます。災害援護資金の貸し付けに伴う利子相当分を助成できる制度のため、債務負

担行為としてお願いしておりましたが、借受人が連帯保証人を立てたことから利子

が発生しないこととなったため、廃止するものでございます。 

８ページをお願いいたします。第４表地方債補正でございます。（１）追加でご

ざいますが、まずは、災害援護資金貸付事業でございます。これは、７月豪雨災害

の被災者に対する援護資金の貸付事業として鹿児島県から借り受けるもので、正式

に貸付が決定したことから計上したものでございます。次に、減収補填債でござい

ますが、国のコロナ対策の一環として、減収相当分を起債するものでございます。 

次に、（２）変更でございますが、起債の目的欄の過疎対策事業及び現年発生補

助災害復旧事業の限度額を、事業費の確定等に基づき、補正前の額から補正後の額

に変更するものでございます。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきまして

は御覧いただきたいと思います。 

以上で説明を終わりますが、５０ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので御参照いただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 災害復旧費について、若干質問いたします。国の査定が遅れた

から繰越をというような話なんですが、この件について、現在災害が発生している

部分、こういったところの作付ができなかったり、もしくは２次災害が発生するよ

うな状況が非常に考えられると思うんですね。そういったところを行政としてはど

のように考えているんですか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問でございますが、既に水田等において事業の

発注をしている分等もございますので、ただいまの御質問につきましては、それぞ

れ担当課長のほうから答弁をさせていただきます。 

○耕地課長（竹本忠行君） ただいまの質問でございますけれども、現在、査定がやは

り１２月末頃まで遅れたことに伴いまして、工事発注関係につきましても計画どお

り実施しておりましたけれども、やはりちょっと間に合わない部分等もございまし

た。それで、そういった部分につきましては、各水利組合等の組合長さんとも話を

いたしまして、今後の工事計画と、それから作付等についても協議をさせていただ

いたところでございます。 

○建設課長（時見和久君） 建設課分の災害につきましては、順調に発注を行い、工事

を早期に終わらすために進めているところではございますけども、なかなか業者の
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作業員とかちょっと少ない面もありまして、若干、年度内に終わらないのがありま

した。その分については、そのまま繰越して作業を進めるようにしております。 

○８番（中山美幸君） 内容はよくわかっているんですけれども、２次災害ということ

を考えたときに、対応が非常に遅くなりますと、また、また災害が起きる可能性が

ございますので、早急に、そういったところを考えながら危険度の高いところとい

いましょうか、そういったところをよく把握されて事業の推進をされるよう要望申

し上げておきます。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第３号 令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第７、議案第３号「令和２年度大崎町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ４,８１７万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞ

れ２０億３８５万５,０００円とするものでございます。補正の主なものは、一般

被保険者に係る保険給付費の補正増及び県補助金の見込みに伴い補正するものでご

ざいます。 

よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、国民健康保険事業特別会計の主なものにつ

きまして御説明いたします。 

予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、９ページをお願いいたし

ます。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費１７万９,０００円の減額、項２

徴税費、目１賦課徴収費７万９,０００円の減額は、説明欄のとおり、それぞれ実

績により減額するものでございます。 

款２保険給付費、項１療養諸費は、目１一般被保険者療養給付費の６,２３２万
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３,０００円の増額は、入院等による医療費の増加によるものでございます。目２

一般被保険者療養費の２０万円の減額、目３審査支払手数料の１９万円の減額は、

実績見込みにより減額するものでございます。 

次に、１０ページをお願いいたします。項３移送費、目１一般被保険者移送費の

５万円の減額、項４出産育児諸費、目１出産育児一時金の２９４万円の減額、項３

葬祭諸費、目１葬祭費１０万円の増額は、実績見込みにより、それぞれ増減するも

のでございます。 

款３国民健康保険事業費納付金、目１一般被保険者療養給付費分は、国・県補助

金等の確定見込みによる財源変更でございます。 

次に、１１ページをお願いいたします。款４保険事業費、項１保険事業費、目１

保健衛生普及費の５３万５,０００円の減額は、節１報酬から節１１役務費まで、

実績見込みにより、それぞれ増減するものでございます。目２疾病予防費の５４万

円の減額は、人間ドック等への助成金で、実績見込みによる減額でございます。項

２特定健康診査等事業費は、９５２万６,０００円の減額で、節４共済費から節１

２委託料まで、実績見込みにより減額するものでございます。節１２委託料８３２

万１,０００円の減額は、特定健診業務委託料４７２万７,０００円を実績見込みに

より減額いたします。また、特定健診受診率向上共同事業委託料の３５９万４,０

００円の減額は、特定健診の未受診者に対して受診勧奨を行うものですが、コロナ

の影響により健診が１０月にずれ込んだため、この事業が実施できなかったことに

よるものでございます。 

次に、１２ページをお願いいたします。款５基金積立金、目１国保給付準備積立

基金積立金の１万３,０００円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

款６公債費、目１利子の２５万５,０００円の減額は、一時借入金利子の見込み

により減額するものでございます。 

款７諸支出金、目３保険給付費等交付金償還金の３０４万３,０００円の増額、

目４特定健康診査等負担金償還金の４２万４,０００円の増額、目５療養給付費等

負担金償還金の１７９万３,０００円の増額、これはそれぞれ説明欄にあります交

付金等の実績によります返還金でございます。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。６ページをお願いい

たします。 

款１国民健康保険税、目１一般被保険者国民健康保険税は、２,４７２万２,００

０円を増額するものでございます。節１保険給付費分現年課税分から節６介護納付

金分滞納繰越分まで、収入見込みによりそれぞれ増額するものでございます。目２

退職被保険者等国民健康保険税は、４万３,０００円を減額するものでございま
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す。節１医療給付費分滞納繰越分から節３介護納付金分滞納繰越分まで、収入見込

みによりそれぞれ増減するものでございます。 

款３国庫支出金、目２災害等臨時特例補助金１５万６,０００円の増額は、昨年

７月の豪雨及び新型コロナウイルス感染拡大による保険料減免分に対する補助金の

決定によるものでございます。 

次の７ページをお願いいたします。款４県支出金、目１保険給付費等交付金は、

７,４４９万５,０００円の増額でございます。節１保険給付費等交付金６,１４９

万１,０００円の増額は、保険給付費の実績見込額が増加したことによるものでご

ざいます。節２保険給付費等交付金１,３００万４,０００円の増額は、説明欄のと

おり、それぞれ交付決定額に基づいて増減するものでございます。 

次に、款６繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金２２１万８,０００

円の減額は、節３事務費等繰入金２５万８,０００円の減額と節４出産育児一時金

等繰入金１９６万円の減額は、それぞれ実績見込みによる減額でございます。項２

基金繰入金、目１国民健康保険給付準備積立基金繰入金の５,０１０万８,０００円

の減額は、保険税等の増額により国保事業費納付金等の財源が確保されたため、国

保積立基金から繰入金を減額するものでございます。 

次の８ページをお願いいたします。款８諸収入、項１延滞金,加算金及び過料、

目１延滞金９９万９,０００円の増額は、実績見込みにより増額、及び項３受託事

業収入、目１特定健康診査等受託料１,０００円の減額は、実績により減額するも

のでございます。項４雑入、目１一般被保険者第三者納付金２５万５,０００円の

減額、目２退職被保険者等第三者納付金１,０００円の減額、目３一般被保険者返

納金４４万６,０００円は、それぞれ実績見込みにより増減するものでございま

す。 

なお、１４ページ以降に給与費等明細書を添付しておりますので御参照いただき

たいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第４号 令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
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号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第８、議案第４号「令和２年度大崎町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１,９１３万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億９,３１３万

８,０００円とするものでございます。補正の主なものは、後期高齢者医療保険料

及び広域連合納付金等の見込みに伴い補正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、後期高齢者医療特別会計の主なものにつき

まして御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたします。７ペ

ージをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢者医療広域連合納付金１,９

１３万５,０００円の増額は、県広域連合へ納付いたします後期高齢者医療広域連

合納付金及び保険基盤安定分担金を実績見込みにより増額をするものでございま

す。 

以上で歳出を終わります。 

次に、歳入を御説明いたします。６ページをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療保険料は、実績見込みにより１,３６２万１,０００円を増額

するものでございます。 

次に、款３繰入金１２０万３,０００円の増額は、目１保険基盤安定繰入金１２

０万４,０００円の増額で、低所得者等に係る保険料の軽減分に対する保険基盤安

定分担金を見込みにより増額するものでございます。目２一般会計繰入金１,００

０円の減額は、実績見込みにより一般会計繰入金を減額するものでございます。 

次に、款４繰越金、目１繰越金４４１万１,０００円の増額は、繰越額の確定に

よるものでございます。 

次に、款５諸収入、目１還付金１０万円の減額は、保険料に係る還付金でござい

ます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 



 

－ 18 － 

ただいま議題となっております議案第４号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第５号 令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第９、議案第５号「令和２年度大崎町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ３５２万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１９億６７８万８,０

００円とするものでございます。補正の主なものは、地域密着型介護予防サービス

給付費及び高額介護サービス費の見込み増加に伴います補正増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、介護保険事業特別会計の主なものにつきま

して御説明いたします。予算書によりまして歳出から御説明いたします。９ページ

をお願いいたします。 

款２保険給付費、項１介護サービス等諸費は、財源変更によるものでございま

す。給付見込額の減少に伴いまして歳入減となるため、繰越金を充てるものでござ

います。項２介護予防サービス等諸費、目３地域密着型介護予防サービス給付費１

５０万円の増額は、実績見込みによるものでございます。項３その他諸費、目１審

査支払手数料の１７万円の減額は、国保連合会に対する支払手数料の実績見込みに

より減額するものでございます。項４高額介護サービス等費、目１高額介護サービ

ス費の５００万円の増額は、介護サービスを利用した際の利用者負担金が一定額以

上を上回った場合に給付する高額介護サービス費の実績見込みにより増額するもの

でございます。 

款３地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費は、財源変更によ

るものでございます。同じく、給付見込額の減少に伴い歳入減となるため、繰越金

を充てるものでございます。 

１０ページをお願いいたします。２つ目の表ですけれども、項２一般介護予防事

業費、目１一般介護予防事業費、節７報償費の１６４万１,０００円の減額は、高

齢者元気度アップポイント付与事業やころばん体操開催時の講師謝金の実績見込み

によるもの、節１２委託料の３０万円の減額は、介護予防教室の実績見込みにより

減額するものでございます。ともに、新型コロナウイルス感染拡大防止による事業

の縮小などでございます。 
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項３包括的支援事業・任意事業費、目１包括的支援事業費は、財源変更によるも

のでございます。同じく、事業費の減少に伴いまして歳入減となるため、繰越金を

充てるものでございます。目４在宅医療・介護連携推進事業３１万３,０００円の

減額は、曽於医師会に委託しております在宅医療・介護連携推進事業の実績見込み

により減額するものでございます。目５生活支援体制整備事業費は、国庫補助金の

確定による財源変更でございます。目６認知症総合支援事業費４５万の減額は、各

種会合の出席謝礼で、実績見込みにより減額をするものでございます。 

１１ページをお願いいたします。目７地域ケア会議推進事業費１０万円の減額

は、実績見込みによるものでございます。 

以上で歳出を終わります。 

次に、歳入をお願いいたします。６ページをお願いいたします。 

款１保険料、目１第１号被保険者保険料６４３万３,０００円の減額は、現年度

分の保険料の実績と見込みにより減額するものでございます。 

款３国庫支出金から、７ページをお願いいたします、款５県支出金まで、国・県

支出金等の交付見込みにより増減額するものでございます。 

款６繰入金、目１一般会計繰入金７８５万６,０００円の減額は、介護保険給付

費等に係る町の法定負担分の繰入れを、実績見込みにより減額するものでございま

す。 

８ページをお願いいたします。款７繰越金、目１繰越金１億３１９万５,０００

円の増額は、前年度からの繰越額の確定によるものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第５号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第６号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第１０、議案第６号「大崎町介護保険条例の一部を改正す

る条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、介護保険事業の健全かつ適正な運

営を図るための新しい大崎町介護保険事業計画が令和３年４月から実施されること
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に伴い、６５歳以上の被保険者に係る介護保険料率の条文の一部を改定するほか、

所要の改正をするものであります。 

介護認定者数の増加等に伴う介護給付費の上昇により、介護保険料率の引き上げ

は回避できない状況であり、介護保険事業計画策定員会において慎重に審議してい

ただいた結果をもとに、保険料を改正するものです。併せまして、介護保険条例の

普通徴収の特例条文に、租税特別措置法の規定条文を追加するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。本案は、大崎町介護保

険条例の一部を改正するものでございます。 

３年に１回実施しております介護保険事業計画策定に合わせまして介護給付費料

を見込み、介護保険料につきまして検討することとなっておりますが、介護認定者

数の増加に伴いまして、介護給付費は毎年増加している状況にございます。このこ

とから、御提案しております議案につきましては、介護保険料の見直しが主なもの

となっております。 

なお、介護保険料につきましては、介護給付費の増加や介護報酬改定引き上げに

伴いまして保険料を見直さざるを得ない状況となっていることを御理解いただきた

いと思います。 

それでは、本条例の改正内容につきまして御説明いたします。議案書の２枚目の

新旧対照表をお願いいたします。 

第２条、保険料率の改定でございます。第１項の新旧対照表のアンダーライン部

分でございますが、１行目は保険料率の適用期間を、現行の「令和２年度」を「令

和３年度から令和５年度までの各年度」に改めるものでございます。 

第１号でございますが、保険料を「３万９,０００円」から「４万２００円」に

改めるものでございます。第２号及び第３号は、同じく「５万８,５００円」を

「６万３００円」に、第４号は「７万２００円」を「７万２,３６０円」に、第５

号は「７万８,０００円」を「８万４００円」に、第６号は「９万３,６００円」を

「９万６,４８０円」に、第７号は「１０万１,４００円」を「１０万４,５２０

円」に、第８号は「１１万７,０００円」を「１２万６００円」に、第９号は「１

３万２,６００円」を「１３万６,６８０円」に、それぞれ改めるものでございま

す。 

なお、現行では、第５号の７万８,０００円を保険料の標準額としております。

月額６,５００円としていたものを、改定後は８万４,０００円が基準額となります

ので、月額保険料は６,７００円とするものでございます。 
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次に、第２項につきましては、低所得者の保険料軽減措置でございます。その適

用年度をアンダーラインのとおり、「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度

までの各年度」に改め、その保険料を「２万３,４００円」から「２万４,１２０

円」に改めるものでございます。 

次に、第３項につきましても、低所得者の保険料軽減措置でございます。その適

用年度をアンダーラインのとおり、「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度

までの各年度」に改め、その保険料を「３万９,０００円」から「４万２００円」

に改めるものでございます。 

なお、第４項につきましても、低所得者の保険料軽減措置でございまして、その

適用年度をアンダーラインのとおり、「令和２年度」を「令和３年度から令和５年

度までの各年度」に改め、その保険料を「５万４,６００円」から「５万６,２８０

円」に改めるものでございます。 

次に、第５条でございますが、普通徴収の特例の改正でございまして、地方税法

第２９２条第１項第１３号に規定する合計所得金額の注釈で、租税特別措置法の規

定条文を加えるものでございます。 

次に、議案書をお願いいたします。附則でございますけども、第１項におきまし

ては、本条例は、令和３年４月１日から施行するものとしております。第２項にお

きましては、保険料についての経過措置でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 値上げの条例ということでございますけども、先ほどの一般会

計の補正の中でも若干触れておりましたが、一般介護予防事業との兼ね合いという

ことを考えた場合にですね、この認定に至らないような状況をどうやってつくって

いくかというのをもう少し充実させる手法、そういったものを考えながら、この条

例改定に臨んでいらっしゃるのかどうか、そこら辺をお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 御質問は、認定に至らないような状況をつくるため、どのよう

な施策をやっているかという考え方を取っているかということでございます。非常

に高齢者が増加して、介護認定者が増えてきている中で、やはり健康な状態を維

持・増進させていくということが町政の方針でもなければならないわけであります

ので、おおむね、そういったことについては考えながらやってきているところであ

りますが、今回の介護保険料についても極力上昇するのを抑える形で実施してきた

ところでありますけど、御質問がありましたように、高齢者が非常に多くなってい

く中で、やはり健康な高齢者を輩出していくということを中心に考えていく必要が

あろうと思っております。 
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○８番（中山美幸君） 町長、今、答弁がありましたように、一般介護のそういった関

係の予防事業をやっていらっしゃるのはよくわかっているんですよ。ところが、今

回の値上げを見ますと、非常にかなりの比率で上がってきているというところを見

ますと、これは、まだ介護予防事業についてもうちょっと真剣に考えていただい

て、どのような効果が出ているのか、どのような実績が上がっているのか、どのよ

うにしたら認定に至らないような健康な高齢者をつくっていくかということは、も

う少し真剣に考えていかないといけない問題じゃないですか。 

そして、また次の改定の時期において、非常にまた住民に負担がかかってくると

いうようなことも私は危惧するわけですけれども、そういったところをもう少し真

剣に考えていただくように要望しますが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 御意見ありがとうございます。先ほども申し上げましたけれど

も、やはり６５歳、７０歳、そして８０歳ということで、ある程度は元気な高齢者

が高齢になっていくわけでありますけれども、やはり課題は、こういった介護とか

そういった部分をいかに予防するかということがありますので、究極の目的はそこ

にあると思っております。したがまして、やはり高齢者の皆さん方の健康に関する

意識の高揚とか、また我々の施策の中でもそういったことを十分働きかけていく施

策は当然やるべきことでありますので、今後努力してまいりたいと思います。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第６号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第７号 大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第１１、議案第７号「大崎町老人福祉センターの設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、大崎町老人福祉センター浴場設備

の老朽化に伴い浴場業務の廃止を提案するもので、業務を規定する大崎町老人福祉

センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 



 

－ 23 － 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。町老人福祉センター

は、昭和５８年３月に整備され、３８年が経過しようとしております。経年劣化が

進みつつあり、施設の使用に当たりましては、支障が出ている部分につきまして

は、その都度、修繕などで対応してまいりました。 

今回提案いたしました浴場につきましては、令和２年１２月に故障が判明し、た

だいま業務を停止している状況でございます。業務を継続するためには設備を更新

する必要がございますが、更新に係る費用、今後の維持費及び利用者数を考慮した

結果、浴場業務の廃止を提案するものでございます。 

それでは、本条例における今回の改正点について、新旧対照表で御説明いたしま

す。 

現行の条例中、第４条は、老人福祉センターの開館時間に関する規定でございま

す。「第２項老人福祉センターの浴場の使用時間は、午前１０時から午後４時まで

とする」と規定されている部分を、業務の廃止を提案することに伴いまして削除を

するものでございます。 

次に、第６条でございますが、これは、老人福祉センターの業務に関する規定で

ございます。第４号に、浴場の利用に関することと規定されている部分を、同様に

削除し、第５号を第４号とし、第６号を第５号とするものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○７番（吉原信雄君） この福祉センターの月の利用者は何人で、浴場を何人ぐらいが

利用されているかをお尋ねします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○保健福祉課長（相星永悟君） 前後いたしますけれども、浴場の利用者につきまして

は、１２月からやっていないわけですけれども、直近の３か月で見てみますと、実

際利用されている方は３７名ほどいらっしゃるようでございました。毎日利用され

ていらっしゃる方はいらっしゃらなくて、週１回から２回の利用の方が６割、週に

３回の方が２割、残りは月に数回程度の御利用の方の状況でございます。 

それから、福祉センター自体の利用状況ですけれども、令和元年度で申し上げさ

せていただきます。利用者が、令和元年度が６,５５３名となっております。 

以上でございます。 

○７番（吉原信雄君） 大体一日何人ですかね、そうしたら。 

○保健福祉課長（相星永悟君） 単純に計算いたしますと、一日平均１５名前後という

ことではないかと思われます。 
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以上でございます。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第７号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第 ８号 令和３年度大崎町一般会計予算 

日程第１３ 議案第 ９号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第１０号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１５ 議案第１１号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第１２号 令和３年度大崎町水道事業会計予算 

日程第１７ 議案第１３号 令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第１２、議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」、

日程第１３、議案第９号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」、日

程第１４、議案第１０号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」、日程

第１５、議案第１１号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算」、日程第１

６、議案第１２号「令和３年度大崎町水道事業会計予算」、日程第１７、議案第１

３号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」、以上６件を一括議題とい

たします。 

ここで、町長から提案理由の説明と合わせて令和３年度施政方針について説明を

求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年第１回大崎町議会定例会において新年度当初予算及び

関連諸議案の御審議をお願いするに当たり、私の所信表明と当初予算の概要を御説

明申し上げますとともに、議員各位をはじめ町民の皆様に町政への御理解と御協力

を賜りたいと存じます。 

まずは、全国的にふるさと納税寄附額が伸びている中、新聞報道にございました

とおり、本町も過去最高額を更新し、県内トップの寄附額となりましたことに対し

まして、寄附者をはじめ町議会の皆様や、関係する商工事業者並びに町民の皆様に

心から感謝申し上げます。このふるさと納税は、町内事業者の活力となるととも

に、子育て施策をはじめ本町の進める各種施策においても貴重な財源となっており

ますことから、今後も、これまで以上に関係各位と連携を図りながら、町政の貴重

な財源確保策として維持できるよう努力してまいります。 
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さて、新型コロナウイルス感染症は世界中に猛威を振るい、いまだにその収束は

見通せず、我が国の政治・経済、そして暮らしにも大きな影響を及ぼし続けており

ます。オリンピックをはじめとするイベントの延期や中止、緊急事態宣言や時短要

請など、様々な活動に制限が付され、身近な日常も大きく変化してまいりました。

また、経済的・心理的不安もあってか、婚姻数が低下する結婚危機も深刻化してい

る上、子育て環境も変化し、出生率の低下による少子高齢化はさらに加速している

といわれております。 

そのような中、国の新年度予算編成に当たり、政府は「経済あっての財政」との

考えのもと、経済財政運営と改革の基本方針２０２０に基づき、経済・財政一体改

革を推進を推進することとし、デフレ脱却と経済再生の道筋を確かなものにしつ

つ、歳出、歳入両面からの改革を推進するとしております。国民の命と暮らしを守

るためには、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図る必要があり、ポストコロナ

の新しい社会をつくるため、デジタル社会の実現を目指すとともに、新しい社会を

支える人、イノベーションの投資を強化するとしています。また、２０５０年カー

ボンニュートラルを目指し、経済と環境の好循環、グリーン社会の実現にも取り組

んでいくとしております。 

このような状況の中、本町においては、コロナ禍における地域経済を支援するた

めの商工業や農林漁業者への支援策をはじめ、学習活動を支援するためのＩＣＴ教

育環境整備を進めてまいりました。経済循環の期待が高かった東京オリンピックや

かごしま国体は延期されたものの、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅

を活用した合宿誘致は一定の成果が得られたものと考えております。また、第２次

総合戦略に続き、現在、第３次大崎町総合計画を策定中でございます。２０３０年

の大崎町の姿を想定し、まちづくりの「基本理念」と重点目標からなる「基本構

想」、分野を横断する取組となる重点プロジェクトと、分野ごとの個別施策からな

る「基本計画」を掲げ、その達成に向けて、令和３年度から取り組んでまいる予定

でございますが、そのほか、新年度における私の所信について幾つか述べさせてい

ただきます。 

まず、第１に、引き続き、新型コロナウイルス感染症対策に力を注いでまいりま

す。ワクチン接種を進めるための体制整備の充実や、計画的なワクチン接種の実

施、接種に関する相談支援など、国や県、医療機関との連携を図りながら進めてま

いります。また、コロナ禍での地域経済支援策や学校、公共施設の感染予防策、行

政手続の簡素化などについても、引き続き取り組んでまいります。 

２つ目は、人口施策の充実でございます。コロナ禍での少子化対策も重要な課題

になっておりますが、本町におきましても、出生数が想定以上に減少しておりま
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す。コロナの収束後にある程度回復するとの見方もありますが、少子化対策は地域

の活力、にぎわいはもちろんのこと、高齢化社会を支えるためにも重要な施策であ

ると考えております。そのためには、若者が働き、育てる環境を整えることが重要

であるとの考えから、定住施策や新規就農支援などの施策に取り組みます。定住施

策としましては、引き続き定住住宅取得補助金をはじめとする各種助成に加え、新

たに宅地分譲を進めてまいります。新規就農支援策としては、空きハウスの再利用

を図り、収益性の高いピーマンなどの施設園芸を推進し、担い手確保・支援事業を

進めてまいります。 

また、団塊の世代が後期高齢を迎えるに当たり、徘徊による事故や行方不明など

高齢者の認知症による問題が全国的に増加してきております。サロンやころばん体

操、生涯学習講座等を活用した高齢者が学び、触れ合う機会を広げ、地域住民が認

知症をもっと理解する機会をつくり、地域で見守り、助け合う社会を創りあげるよ

う進めてまいります。 

３つ目は、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅を活かしたスポーツ、

観光施設の充実でございます。東京オリンピックに向けた事前合宿施設としてはも

ちろん、国内トップレベルの競技者からも高い評価を受けている施設であります。

トップレベルの選手から地元の愛好家までが集える取組を行いながら、「陸上競技

の聖地」として、さらなる高みを目指してまいります。 

４つ目は、コロナ禍を踏まえた安全対策及び防災対策の充実でございます。近年

の異常気象は年々厳しさを増す中、令和２年７月豪雨災害は、本町の至るところに

爪痕を残しました。道路や農地、農道などの災害復旧工事を着々と進めているとこ

ろでございますが、橋りょうなどの本格的な工事はこれからでございます。これま

での生活を少しでも早く取り戻すために、計画的に災害復旧に努めてまいります。 

また、新たな課題となったコロナ禍での避難所における３密対策の検討や７月豪

雨災害などの過去の豪雨災害の経験をもとにした事前防災対策の視点に立った河川

の維持管理など、柔軟な対応を進めてまいります。併せて、本庁舎横にある急傾斜

地の防災対策も引き続き進めながら、住民の安全対策に努めてまいります。 

大きく４点ほど申し上げましたが、大崎町持続可能なまちづくり条例にあるよう

に、「美しいふるさと大崎町を持続可能なまちとして次世代に引き継ぐ」ために、

本年４月からの本格稼働を予定している大崎町ＳＤＧｓ推進協議会を核とした「Ｓ

ＤＧｓ未来都市」の実現に向けた取組を推進するとともに、ウイズコロナ、そして

ポストコロナに対応するための施策を一つずつクリアしてまいりながら、各般の施

策に全力で取り組んでまいる決意でございます。 

以上、私の所信について申し上げましたが、こうした考えのもと編成しました令
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和３年度当初予算につきまして、一般会計予算額は１０３億７,７７０万２,０００

円で、対前年比２４.７％の増となっております。 

目的別に歳出の主なものについて申し上げますと、商工費３０億８,９５４万円

で、予算総額に占める割合は２９.８％、民生費が１７億６,７５１万８,０００円

で１７.０％、衛生費が１２億９,１８５万円で１２.４％、総務費が８億６,３２４

万３,０００円で８.３％、農林水産業費が５億４,５７３万１,０００円で５.

３％、教育費が５億２,８５１万７,０００円で５.１％となっております。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策については、国や県の対応を踏まえ、予備

費充用など柔軟な対応に努めてまいりますので、予算措置に対しましては御理解の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

それでは、各課の施策等について御説明申し上げます。 

はじめに、農林振興課関係でございます。農業従事者の減少や高齢化の進行、国

際的な経済連携に象徴されるグローバル化の急速な進展、新型コロナウイルスの感

染拡大、地球温暖化など、農業環境も大きな変化に直面しております。このような

中、水田農業関係では、早期水稲の収益性の高く、安心安全な米づくりと品質向上

を推進し、農業経営の安定や生産性の向上を目的に、高収益作物や飼料作物等の転

換作物に対し各種交付金の支払いを行う経営所得安定対策等推進事業に、引き続き

取り組んでまいります。 

営農推進関係では、主要農産物の振興を図り、生産性と環境保全が調和する「環

境に優しい農業」を推進するとともに、病害虫対策については、関係機関と一体と

なって取り組んでまいります。また、町内の農業用遊休施設を把握し、情報提供を

行い、空きハウス等の遊休施設の有効活用を進め、次世代担い手確保支援事業を活

用し、新規就農者の育成に努めてまいります。 

畜産関係では、担い手や労働力の確保、農家の所得向上につながる生産基盤の強

化など、関係機関一体となって引き続き取り組んでまいります。また、２０２２年

に鹿児島で開催されます第１２回全国和牛能力共進会に、本町からの出品を果たす

ため、意欲の高い畜産農家の育成を図り支援を行ってまいります。 

家畜防疫におきましては、高病原性鳥インフルエンザが県内でも発生し、国内外

で依然として豚熱、口蹄疫等の家畜伝染病が発生している状況に鑑み、飼養衛生管

理基準に従い消毒等を徹底し、自衛防疫の認識を高めていくように、関係機関と連

携し防疫対策に取り組んでまいります。 

林業振興につきましては、「新たな森林経営管理制度」による森林整備を始め、

木材の安定供給体制の整備確立のため各種補助事業を導入し、健全な森林の育成と

間伐や主伐後の新植・下刈り等による林業の成長産業化を推進いたします。また、
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白砂青松の「くにの松原」の美しい景観の保全並びに飛砂防備保安林機能の維持・

向上を図ることを目的に、松くい虫等の森林害虫から松林を守る防除事業を引き続

き実施してまいります。 

有害鳥獣対策では、地域ぐるみによる農作物等への被害対策に取り組んでおりま

すが、自己防衛手法の啓発や関係団体との情報共有を図り、被害軽減の対策に努め

てまいります。 

水産振興につきましては、ウナギやヒラメ等の放流事業を実施し、継続した資源

管理型漁業を推進します。今後とも関係漁業団体と連携を図りながら、漁港整備等

漁業経営の安定化対策に努めてまいります。グリーンツーリズム関係では、教育旅

行や、町外からの農業体験等の受入など、農家民泊の推進により、地元食材、資源

のＰＲ活動と交流人口の増加に努めてまいります。 

次に、耕地課関係でございます。 

県営事業でございますが、農村地域防災事業につきましては、畑地帯の農地浸食

防止を図るため、現在、西中沖地区の排水施設整備事業を、県と連携をとりながら

進めており、さらに令和３年度からは東中沖地区を加えて実施し、農地の保全に努

めてまいります。 

畑地帯総合整備事業につきましては、第４曽於南部地区において畑作農業の持続

的発展を図るため、農道等の整備を引き続き実施してまいります。 

海岸保全施設整備事業につきましては、後背地の農地保全を図るために、高潮で

被災を受けた菱田海岸防潮堤の復旧工事を年次的に進めてまいります。 

水田ほ場整備事業につきましては、農業者の費用負担を求めない農地中間管理機

構関連農地整備事業により、益丸地区の水田ほ場整備を実施してまいります。ま

た、次期整備地区につきましても、計画的な事業推進に努めてまいります。 

町が実施する土地改良事業につきましては、農地耕作条件改善事業により、神領

池尻地区排水路及び中尾地区農道の整備を実施してまいります。近年の農村地域の

過疎化、高齢化、混住化等の進行に伴い集落機能が低下していることから、地域に

おいては適切な農地の保全管理が困難となってきており、このようなことから、今

後も多面的機能支払交付金を活用しながら各保全協議会と連携し、水田等の適切な

保全管理が図られるよう努めてまいります。 

農地・農業用施設災害復旧事業につきましては、令和２年度梅雨前線豪雨により

被災した農地・農業用施設について、一刻も早い復旧に向けて計画的に進めてまい

ります。 

次に、建設課関係でございます。 

道路は、地域の社会・経済活動を支えるとともに、私たちの日常生活を支える社
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会基盤として大変重要な役割を担っております。この基盤を、より長く、安全に利

用していただくために、道路の適切な維持補修、改善を行い、快適な道路環境の保

全に努めてまいります。準用河川におきましても、防災・減災の観点から、出水期

に向けた維持補修や寄州除去を行い、適切な維持管理に努めてまいります。 

道路改良工事につきましては、社会資本整備総合交付金事業により、本年も引き

続き町道永吉菱田線仮宿工区の工事を行い、児童・生徒の通学路や地震・津波時の

避難路及び緊急輸送道路確保を図るための整備を行う予定でございます。 

橋りょう整備につきましては、橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、社会資本整

備総合交付金事業により、橋りょうの修繕工事と修繕設計委託を行います。 

住宅整備につきましては、公営住宅等長寿命化計画に基づき、住民の安全で快適

な住まいを長期的に確保するため、適切な住宅環境の維持改善に努めてまいりま

す。 

災害復旧事業につきましては、昨年度の７月豪雨被災箇所の復旧を引き続き行

い、早期完成に努めてまいります。 

東九州自動車道関係でございますが、１２月議会において御説明いたしましたと

おり、（仮称）志布志インターチェンジから鹿屋串良ジャンクション区間の供用開

始時期が、令和３年夏頃の予定となりましたことから、一日でも早い開通に向け、

整備促進に努めてまいります。 

次に、国・県営事業関係でございますが、国営事業につきましては、国道２２０

号益丸地区と菱田地区の自歩道整備が実施されます。県営事業につきましては、地

方特定道路整備事業県道黒石串良線と急傾斜地崩壊対策事業西迫地区の工事が継続

して実施されます。また、県道大崎輝北線仮宿地区の歩道整備事業も実施予定とな

っております。 

次に、保健福祉課関係でございます。 

新型コロナウイルス感染症への対策は、危機管理上、重大な課題でございます。

この感染拡大を食い止めるための切り札として期待されるワクチンを、希望する全

町民が安心して接種できる体制整備を引き続き行います。 

子育て支援につきましては、子どもが健やかに生まれ育つための環境づくりを目

指し、妊産婦健康診査、産後ケアなど、妊娠期から子育て期にわたる、切れ目のな

い支援を担う子育て世代包括支援センターのより一層の充実を図ります。また、新

たに、子ども医療費窓口無料対象を住民税非課税世帯の高校生まで拡充すること

で、経済的理由による医療受診控えを防ぎ、疾病の早期発見・早期治療につなげる

とともに、新生児の誕生を祝う「こんにちは赤ちゃんギフト事業」や不妊治療助成

も引き続き行ってまいります。併せて、認定こども園・保育園の保育事業や子育て
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支援センターなど、子ども・子育て支援等の充実に取り組んでまいります。 

健康増進対策につきましては、特定健康診査や保健指導の取組を強化し、人間ド

ックの助成のほか、保健師等による未受診者や糖尿病重症化予防対象者及び重複・

頻回受診者への訪問を重ねて、住民の健康意識の向上を図ってまいります。 

高齢者福祉につきましては、住み慣れた地域において安心して暮らせる支援策と

して、配食サービス、介護手当及び介護用品支給事業を引き続き実施いたします。

また、社会的つながりを持つことにより、生きがい・やりがいづくり支援策として

老人クラブ育成に力を入れてまいります。 

障害者福祉につきましては、住みなれた地域で生活するための環境づくりを行う

ため、引き続き障害福祉サービスの充実や地域生活支援事業に取り組んでまいりま

す。また、「育ちにくさをもつ子ども」や、「障がい児」とその家族が安心して暮

らせる町を目指して、療育施設の親子登園や、病院通いの際に未就園の兄弟児を預

けるための一時預かり事業を行い、療育環境の充実に努めます。 

次に、住民環境課関係でございます。 

窓口業務につきましては、コロナ禍の中、除菌とソーシャルディスタンスを保ち

つつ、笑顔と丁寧なあいさつを心がけ、町民は基より、年々増加傾向にあります外

国人技能実習生等に対し、迅速かつ正確な事務処理に努め、適切な窓口サービスの

提供を図ってまいります。また、マイナンバー制度に係るマイナンバーカード取得

のための支援や交付事務については、個人情報の適正な管理に基づく業務の遂行に

努めてまいります。 

環境関係につきましては、住民の皆様をはじめとする衛生自治会など関係団体の

共生・協働の取組により、高いごみリサイクル率を継続しております。今後も、リ

サイクルの取組を維持できるよう努めてまいります。令和３年度においては、使用

済み紙オムツ再資源化施設の本稼働に向け、引き続き、本年も試験回収を継続して

行い、リサイクル実現に向けた調整をすることとなってございます。また、ごみ出

しが困難な高齢者世帯等の増加に対応するため、ごみ出しサポート等事業の継続を

図ることで、安否確認を含めた生活支援対策につながるものと捉えております。 

次に、税務課関係でございます。 

町税は、町財政の根幹をなす重要な財源であります。住民と地域の特色に応じた

行政を自主的に進めるための重要な自主財源であり、住民にとっては行政サービス

に応じた負担でもあり対価でもございます。町税の税収については、昨年からの新

型コロナウイルス感染症の影響が大きく、特に個人町民税及び法人町民税につきま

しては減額を見込んでおりますが、鹿屋大崎ソーラーヒルズの本稼働に伴う固定資

産税につきましては、本年度におきましても太陽光発電関係分の増額を見込んでい
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るところでございます。他の税目につきましては、横ばいあるいは減収の傾向でご

ざいます。このようなことから、固定資産税の伸び以上に、新型コロナウイルス感

染症に伴う減額が大きいことから、町税全体では３.５％の減額を見込んでいると

ころでございます。本年度におきましては、新型コロナウイルス感染症対策を重点

に、適正な賦課、公平な納税を念頭に、引き続き町税徴収率の向上にも努めてまい

ります。 

次に、企画調整課関係でございます。 

東京オリンピック・パラリンピック開催が２０２１年に延期されたことに伴い、

本町と事前合宿に関する協定を締結した台湾とトリニダード・トバゴ共和国の事前

合宿も延期となっております。ＩＯＣや東京オリンピック・パラリンピック競技大

会組織委員会の判断によっては変更も予想されますが、無事に東京オリンピックが

開催され、両チームの合宿が実現すれば、合宿期間はもとより、本大会での活躍が

本町の合宿環境のアピールにつながりますことから、選手たちが最高のパフォーマ

ンスを発揮できるよう全力でサポートすることとしております。 

先日、２月２８日に開催いたしました室内陸上大会「Japan Athlete Games in 

Osaki」を引き続き今年度も開催するための関連予算を、「陸上競技の聖地創り実

行委員会補助金」として計上いたしました。この大会は、「ジャパンアスリートト

レーニングセンター大隅」のＰＲはもとより、今後の陸上合宿誘致活動にも資する

と思われますので、継続的な開催を考えております。 

また、日本代表クラスの陸上選手が頻繁に合宿に来られている機会を活用して、

小中学生を対象に陸上教室を開催し、「陸上競技の聖地」の機運の醸成を図ってま

いります。 

次に、くにの松原キャンプ場についてでございます。 

昨年の施政方針でも申し上げましたとおり、バンガローの増設及びトイレの洋式

化を、繰越予算と併せて計画的に行うこととしております。 

次に、菱田中学校跡地の活用についてでございますが、昨年、菱田地区で開催さ

れました「菱田の明日を語る会」において出された御意見及び、国道２２０号の歩

道改良の進捗状況も踏まえながら、現在休止しております株式会社ＯＴＣとの協議

を再会し、検討を進めてまいります。 

次に、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）についてでございますが、地球温暖化を

はじめとする世界規模の課題解決に向け、世界各国が脱炭素化に向けて様々な取組

を進めております。日本においても菅首相が２０５０年温室ガスゼロに向けた宣言

を行い、ＳＤＧｓ達成に向けた取組が加速しています。これまで２０年以上にわた

って本町が取り組んできたリサイクルの取組は高く評価され、２０１８年にはジャ
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パンＳＤＧｓアワード内閣官房長官賞を受賞、翌年には、先進的な取組自治体とし

て、ＳＤＧｓ未来都市に選定されております。このような高い評価を受ける中、自

治体としての役割を果たすべく、本町以外の団体・企業と連携することでＳＤＧｓ

達成の動きを加速させることとし、南日本放送をはじめとする県内４企業ととも

に、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会の設立を昨年１１月に発表したところです。この協

議会では、企業版ふるさと納税を活用し、様々な企業との連携において人材等を受

け入れ、脱プラスチックなどの新たな社会システムの構築に取り組むとともに、循

環型社会に求められる人材育成機会の創出、ＳＤＧｓの普及啓発などに努めてまい

る予定です。 

さらに、この取組を通じて、本町にこれまでなかった「新しいしごと」を創出

し、この「しごと」に就く若者を増やすことで関係人口の増加など、本町の地方創

生の実現に取り組んでまいります。 

次に、定住促進についてでございます。 

これまで定住住宅取得補助や賃貸住宅家賃補助をはじめとする各種助成事業を実

施してまいりましたが、これらの取組に加え、新たに分譲事業に取り組み、定住人

口の増加を図ってまいります。 

新型コロナ感染拡大に伴う地域の経済対策については、国の動向を見極めなが

ら、町内事業者の持続化を念頭に置きつつ、適切な時期に随時支援策等を進めてま

いりたいと考えております。 

ふるさと納税については、法改正後も、全国より多くの御寄附をいただいており

ます。令和２年度は５０億円に迫る御寄附をいただき、地域産業に与える影響がさ

らに大きくなってきており、今後も魅力ある返礼品の開発に努めながら、趣旨に合

った健全な形でふるさと納税寄附の充実を図っていきたいと考えております。な

お、寄附金は、「地域を応援したい」という寄附者の意思に応えられるよう、寄附

金の使い道についての情報発信に努め、寄附者に共感が得られるような施策を地域

一体となって取り組み、町の活性化につなげてまいります。 

次に総務課関係でございます。 

消防防災関係につきましては、住民の生命と財産を守るため、継続的に対策を取

ってまいりますが、新年度は持留分団の小型動力ポンプ積載車を更新するととも

に、町内２箇所に防火水槽を新設し、消防水利の確保に努めてまいります。また、

異常気象等により全国的に災害が多発しておりますことから、避難場所における新

型コロナウイルス感染症防止対策に十分配慮をしたうえで避難所運営を図るととも

に、津波浸水区域や土砂災害警戒区域、防災に関する情報等を掲載した総合的な防

災マップを作成し、住民の安全安心を守る取組を進めてまいります。 
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防犯対策につきましては、近年、目を覆いたくなるような事件や事故が相次いで

おりますことから、大崎町子ども見守り協議会を中心に、関係機関・団体の意見や

要望などを踏まえながら、下校時等の見回りパトロール活動を継続してまいりま

す。 

交通安全対策につきましては、大崎地域交通安全活動推進協議会や警察などの関

係機関と連携を図りながら、交通安全意識のマナーの向上など、交通安全施策の推

進に努めるとともに、カーブミラーやガードレールなどの施設を計画的に整備して

まいります。 

町有地管理につきましては、城内共有墓地に隣接する町有地が、昨年の７月豪雨

により土砂が崩壊した経緯があります。安全対策工事を行うために、令和２年度

は、同墓地の墓石を町有地へ移設いたしました。引き続き、通学路や飲食店へ影響

を及ぼさないよう安全対策を講じてまいります。 

情報通信関係につきましては、引き続き、情報セキュリティ対策に努め、窓口で

の住民サービスに支障がないよう十分な対策を取ってまいります。また、職員の出

勤退勤の管理及び業務の効率化を目的に、勤怠管理システムを導入し、行政のスリ

ム化を図ります。 

次に、教育委員会関係でございます。 

管理課におきましては、「おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育」を合い

言葉に、引き続き、学力や体力の向上、道徳教育や人権教育の充実、特別支援教育

の推進、教職員の資質向上、地域の中の学校づくりなど、学校・家庭・地域の教育

力を様々な方向から総合的に高める取組を継続して推進してまいります。特にＳＤ

Ｇｓを踏まえた学校教育の充実や、ＩＣＴを活用した教育の推進に取り組んでまい

ります。さらに、新型コロナウイルスの影響は今後も続くことを考慮し、感染対策

の継続と学習機会の保障を確保する取組の充実を図ってまいります。 

まず、ソフト面では、各学校においてＩＣＴ環境が整備されていくことから、引

き続きＩＣＴ支援員を配置し、ＩＣＴ教育が円滑に進められるよう器機の操作支援

や機器のメンテナンス及びトラブル対応等を行う体制を整えてまいります。また、

児童の国語と算数の学力向上のため、まとめテスト等による振り返り学習に支援を

してまいります。 

ハード面については、学校施設等整備計画に基づき、安全性の確保を図るため、

遊具点検や学校施設整備に取り組んでまいります。本町では、ＳＤＧｓ推進協議会

が設立され、リサイクルを中心とした町づくりが一層推進されます。このことを踏

まえ、子どもたちが郷土の特色、「ひと・もの・こと」に触れることを通して、郷

土への理解と愛着を深める学習活動を充実してまいります。また、教職員の研修や
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支援体制等を整え、ＩＣＴ活用促進を図ることで子どもたちの学力向上を図るとと

もに、教職員の業務改善にも取り組んでまいります。 

次に、社会教育課でございますが、コロナ感染が懸念される間におきましては、

感染予防に十分配慮した上で各事業の実施を慎重に進めてまいりたいと考えており

ます。地域活動の拠点としての中央公民館は、利用しやすい、地域に開かれた施設

としての環境整備を図ります。そして、地域協働活動事業の実施と併せまして、各

公民館と連携しながら、地域の活性化や社会教育の充実を図るために家庭教育の推

進、青少年の健全育成の推進に努めてまいります。 

生涯学習等につきましては、外国人を含めた全ての住民が豊かな人生を送ること

ができるよう、多様な生涯学習をはじめ、生まれながらに享有する基本的人権の啓

発の推進に努めます。また、青少年の貴重な思い出として残る「サマーアドベンチ

ャー」や「遊びの学校」などの青少年活動事業を引き続き実施することにより、青

少年が夢に向かって挑戦していけるような環境づくりに努めてまいります。 

文化振興関係では、町内の遺跡や郷土資料展示室を、児童生徒の教材及び観光資

源として有効活用を図るとともに、文化財保護審議会や歴史探学会おおさきの支援

に努めることと併せまして、大崎町史の編さんに着手してまいりたいと考えており

ます。また文化協会との連携によりまして、文化芸術活動の推進並びに人材の発掘

を進めてまいります。 

図書館関係でございますが、ふれあいお話会やブックスタート事業により、保護

者をはじめ、より多くの幼児や児童が本に親しむ習慣の定着を図るとともに、大隅

広域図書館ネットワーク事業活用により、住民が多くの本に触れることのできるよ

う、機会の提供に努めてまいります。 

生涯スポーツ関係につきましては、生涯にわたって運動に親しむことができるよ

う社会の実現を目指し、体育施設の維持管理に努めます。また、スポーツ推進委員

会や関係団体と連携し、軽スポーツの普及を進めることで、スポーツに親しむ機会

の提供に努め、マイライフ・マイスポーツ運動の定着を図ってまいります。併せま

して、スポーツを通じて豊かな地域コミュニティの創造を育むために、総合型地域

スポーツクラブとの連携や活動を支援し、スポーツにかかわる環境整備に努めてま

いります。２０２３年に開催が延期されました「かごしま国体」につきましては、

開催年までに万全の体制づくりに努めますとともに、住民への周知・啓発活動に努

めてまいります。 

次に、特別会計について御説明いたします。 

まず、水道事業会計でございますが、企業会計原則に基づく、地方公営企業法上

の財務規定が適用されるため、独立採算で運営されております。水道は住民生活に
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おいて重要なライフラインであり、常に安全・安定性を確保しなければなりませ

ん。現在、本町の水道事業は、水道施設等の老朽化に伴う更新費用、維持管理費の

増大、人口減少に伴う水道料金収入の減少により公営企業としての経営環境は厳し

い状況ではありますが、漏水調査等を行うことで有収率を高め、またコスト削減に

努めることにより経営の安定化を図ってまいります。 

本年度の予定としましては、収益的収入は２億２,３９５万８,０００円を見込

み、このうち水道料金は２億９０６万５,０００円を計上いたしました。なお、収

益的支出は１億９,８８２万５,０００円を計上いたしました。また、資本的収入と

しまして５８２万４,０００円、資本的支出としまして１億８,８１０万８,０００

円を計上しております。 

主な事業としまして、中山第二水源地調整槽築造工事、国道２２０号益丸地区配

水管布設替工事などを計画しております。 

次に、公共下水道事業特別会計でございますが、公共下水道は快適で豊かな生活

環境を確保するための施設であり、河川等の公共用水域の水質を保全していくうえ

で重要な役割を担っております。近年は、少子高齢化に伴う人口減少や地域社会の

構造変化など、下水道を取り巻く環境は大きく変化しており、公共性を踏まえなが

ら経済性を考慮し、持続可能な下水道事業経営が求められております。本町におい

ても、令和２０年頃には人口が３０％以上減少することが推測され、下水道使用料

の減少による財源不足が懸念されたことから、令和３年１月１日以降の下水道使用

料単価を改定したところでございます。また、令和５年度末までに地方公営企業法

を適用することが義務づけられたため、引き続き移行業務を遂行してまいります。 

このような状況を踏まえ、大崎クリーンセンターやマンホールポンプ場の適正な

運転管理及び修繕に努めながら、管路施設の清掃・点検や下水道使用料収入の確保

に努め、財政の健全化を図ってまいります。 

令和３年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ１億９,６３０万６,０００円でござ

います。 

次に、国民健康保険事業特別会計でございますが、予算総額は１９億８,６５３

万９,０００円でございます。国民健康保険制度を取り巻く環境は、少子高齢化、

医療の高度化により医療費の増大等、依然として厳しい状況にあります。国保財政

の責任主体として国保運営の中心的役割を担う県や国保連合会と連携を図り、安定

的・効率的な事業運営の確保と財政基盤の強化を努めるとともに、保険税の賦課方

式を、現行の４方式から３方式に移行するために必要な協議を関係機関と進めてま

いります。また、特定健診の受診率の向上、早期発見・早期治療の推進や、保健師

等による保健指導を強化することで、医療費の適正化及び健康的な生活習慣に対す
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る意識向上に努めてまいります。 

次に、後期高齢者医療特別会計でございますが、予算総額は１億８,３２６万６,

０００円でございます。後期高齢者医療制度は、県内全市町村が加入する鹿児島県

後期高齢者医療広域連合が保険者となり運営しております。町は、被保険者の身近

な窓口といたしまして、各種申請を受け付けるとともに、長寿健診等の保健事業を

強化し、住民の健康の保持増進に努めることで安定的な事業の運営に努めてまいり

ます。 

次に、介護保険事業特別会計でございますが、予算総額は１９億１,０４３万３,

０００円でございます。本事業では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その

有する能力に応じ自立した生活を営めるよう、医療・介護・予防・生活支援が一体

的に確保される地域包括ケアシステムを深化推進していくことが求められておりま

す。そのため、地域全体で支える体制として、在宅医療介護連携推進事業、認知症

施策の総合的な推進事業、生活支援体制整備事業、地域ケア会議の推進を図ってま

いります。また、自立支援・重度化防止のため、ころばん体操などの介護予防に力

を注ぎ、介護給付費や保険料を抑制できるよう適正な運営に努めてまいります。 

以上、新年度の施政方針と各会計の施策等につきまして御説明いたしましたが、

これらすべての会計で編成いたしました予算総額は１４８億７,８２０万４,０００

円で、対前年度比１６.８％の増となっております。 

一般会計、特別会計予算の詳細につきましては担当課長等が説明いたしますの

で、よろしく御審議いただき、御可決賜りますよう重ねてお願い申し上げます。あ

りがとうございました。 

○議長（宮本昭一君） まず、議案第８号について、補足説明を求めます。税務課長。 

○税務課長（本松健一郎君） それでは、税務課関係の主なものについて説明をさせて

いただきます。 

予算書３８ページをお願いいたします。下の欄になります。款２総務費、項１総

務管理費、目１４諸費のうち、税務課関係分は一番下の節２２償還金，利子及び割

引料で、６６１万２,０００円を計上いたしました。これにつきましては、法人町

民税等の決算時確定申告等による還付金及び還付加算金に係る分でございます。 

その次から３９ページにかけてお願いいたします。項２徴税費、目１税務総務費

に７,４３８万９,０００円を計上いたしました。前年度対比１,９５２円の減額で

ございますが、これは主に職員の人件費等に係っているもので、人事異動に伴う職

員数の減によるものでございます。 

次に、目２賦課徴収費でございますが、特に新規の事業はありませんで、１,９

５３万４,０００円で、前年度対比１２１万３,０００円の減額となっております。
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減額の要因といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、予算書の

４０ページ等にありますが、委託料等の事業費を、必要な状況を見極めた上で、一

部を補正対応で考えたものが主な要因でございます。 

以上で、税務課関係の説明を終わります。 

○住民環境課長（小野厚生君） 続きまして、住民環境課関係の主なものにつきまして

御説明いたします。 

予算書の３４ページをお願いいたします。款２総務費、中ほどになりますが、目

７支所費は、野方支所の維持管理や事務処理に必要な経費でございます。 

次に、４１ページをお願いいたします。このページの一番下から４２ページの上

の欄まででございますが、目１戸籍住民基本台帳費は、前年度比１,２４３万７,０

００円の減となっております。減の主な要因は、異動等に伴う人件費と戸籍情報シ

ステム保守委託料、通知カード・個人番号カード関連事務交付金などでございま

す。 

次に、５３ページをお願いします。３段目でございますが、目３環境衛生費は、

ごみ分別などの環境衛生と海岸環境保全に要する経費等で、海岸漂着物地域対策推

進事業委託料と、５４ページをお願いいたします、曽於南部厚生事務組合火葬場負

担金などでございます。 

次に、５７ページをお願いいたします。一番下の欄から５８ページの上になりま

すが、目１し尿塵芥処理費は前年度比１,３１４万１,０００円の増となっておりま

す。増の主な要因は、補正でお願いしておりました炭素循環事業化可能性調査委託

料を当初予算に計上したこと等によるものでございます。 

以上で住民環境課関係の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） 続きまして、保健福祉課関係の主なものにつきまして

御説明いたします。 

予算書の４６ページをお願いいたします。款３民生費、目１社会福祉総務費の主

なものは、厚生調査委員の報酬や研修等の費用弁償、保健福祉課職員７名に係る人

件費のほか、４７ページをお願いいたします、町社会福祉協議会への運営補助金の

ほか、各種福祉団体への補助金、ひとり親家庭医療費助成金でございます。 

目２老人福祉費は、高齢者を対象にした施策に係る経費で、主なものは、長寿祝

い金、４８ページをお願いいたします、曽於南部厚生事務組合養護老人ホームの負

担金、シルバー人材センター事業運営補助金でございます。 

目３老人福祉センター管理費は、前年度比で２６０万円の増額でございますが、

老人福祉センターの屋上の雨漏り防水改修のため３６０万円と、管理委託料２５０

万円でございます。 
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次に、４９ページをお願いいたします。目６食の自立支援事業費は、前年度比で

７０万１,０００円の減額で、利用者の減少によるものでございます。目７障害者

福祉費は障害者支援に係る経費で、前年度比で８６１万１,０００円の増額でござ

います。要因は、各種サービス費などの扶助費の増加でございます。主なものは、

相談支援事業、日中一時支援事業に係る委託料、次に５０ページをお願いいたしま

す、施設や居宅等のサービスに係る経費であります障害福祉サービス費などの扶助

費でございます。目８老人措置費は、前年度比で３１７万５,０００円の減額で、

養護老人ホーム入所者数の減少によるものでございます。 

次の項２児童福祉費、目１児童福祉総務費は、保育園や認定こども園の運営に係

る経費でございます。前年度比で１,９８７万円の増額でございますが、要因とい

たしましては大丸保育園建設の保育園等緊急整備事業補助金でございます。主なも

のとしましては、特別保育事業等の委託料や延長保育事業補助金、各施設に対する

施設型給付費でございます。 

目２児童措置費は、前年度比で７８０万円の減額でございますが、これは児童手

当に係る経費で、対象児童の減少によるものでございます。 

次の款４衛生費、目１保健衛生総務費は、５２ページをお願いいたします、主な

ものは、保健福祉課は１３名、住民環境課が３名の、合計１６名分の人件費と、大

隅地域や曽於地域におけます医療確保対策事業の負担金、補助金でございます。５

３ページの説明欄の下から２番目の二次救急医療体制整備事業負担金５３５万９,

０００円で、令和３年度からの計上になりますが、事業内容は、大隅４市５町で各

市町村の重症救急患者の医療を確保するため、大隅地域内の二次救急医療機関に対

して救急体制の確保に要する経費等を補助するものでございます。なお、特別交付

税措置におきまして、その８割が交付されるとのことでございます。 

目２予防費の保健福祉課関係分は、主なものとしましてはインフルエンザや各種

予防接種に係る業務委託料でございます。 

５４ページをお願いいたします。目４健康増進費は、主に健康診断に係る経費

で、各種健診委託料及びがん検診等の委託料でございます。 

目５保健指導費は、主に母子健診に係る経費で、妊産婦健診診査等の委託料や子

ども医療費助成金の扶助費でございます。 

５５ページをお願いいたします。目６介護保険費は、前年比で７５９万５,００

０円の増額でございます。介護保険事業特別会計への繰出金が、増加の要因でござ

います。主なものとしましては、高齢者元気度アップ・ポイント付与の報償費、曽

於地区介護保険組合負担金、次に、５６ページをお願いいたします、介護保険事業

特別会計に、町の法定負担金分を繰り出すものでございます。 
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目７国民健康保険事業総務費は、国民健康保険特別会計への繰出金として計上い

たしました。目９後期高齢者医療費は、前年度比で１,１６０万４,０００円の増額

でございます。要因は、療養給付費等負担金の増加によるものでございます。主な

ものとしましては、長寿健診としての各種健診委託料、５７ページをお願いいたし

ます、後期高齢者医療広域連合への負担金、後期高齢者医療特別会計への法定負担

分の繰出金でございます。 

次に、目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費は、６,０３９万円を計上い

たしました。町民に対して実施いたします新型コロナウイルスワクチン接種の委託

料が主なものでございます。 

以上で保健福祉課関係を終わります。よろしくお願いいたします。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは水道課所管の事業につきまして御説明いたしま

す。５６ページをお願いします。目の２段目でございます。款４衛生費、項１保健

衛生費、目８合併処理浄化槽整備費に３,０６８万８,０００円を計上しておりま

す。対前年度比９万９,０００円の増でございます。合併処理浄化槽補助金が主な

ものでございます。合併処理浄化槽につきましては、４３基の整備予定でございま

す。 

次に、５８ページをお願いいたします。目の２段目になります。款４衛生費、項

３水道費、目１水道費５４１万７,０００円でございますが、対前年度比７万５,０

００円の減でございます。これは、水道事業特別会計の簡易水道の企業債返還等に

対する補助でございます。 

続きまして、７６ページをお願いいたします。２段目になります。款７土木費、

項４都市計画費、目１都市計画総務費、節２７繰出金１億３,５５８万２,０００円

は、４９３万２,０００円の減でございます。公共下水道事業特別会計への繰出金

でございます。 

以上で説明を終わります。 

○農委事務局長（川畑定浩君） それでは、農業委員会関係の主なものについて御説明

いたします。 

予算書の５８ページをお願いいたします。下のほうになります。款５農林水産業

費、項１農業費、目１農業委員会費は、農地法や農業経営基盤強化促進法等に基づ

く各種申請に対する現地調査や、案件の審議をはじめとする農業委員会としての業

務運営管理等に係るものでございます。主なものは、農業委員及び農地利用最適化

推進委員の活動に対して支払う報酬、事務局職員の人件費等でございます。 

５９ページをお願いいたします。下のほうになります。目２農地流動化推進費８

万円は、農地の売買申出による農地斡旋会開催時の報償費でございます。 
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目３農業者年金業務委託費でございますが、これが５９ページの下から６０ペー

ジの上のほうにかけてでございますが、これは、農業者年金制度への加入促進や経

営移譲年金受給資格者の経営移譲を促進するための経費であります。会計年度任用

職員報酬及び当該業務の推進に対する活動謝礼が主なものでございます。 

以上で農業委員会関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） ただいま１１時５８分ですので、昼食のため休憩いたします。

午後は１時から再開をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 再開いたします。 

○農林振興課長（中村富士夫君） それでは、農林振興課関係の主なものについて御説

明いたします。 

予算書の６０ページをお願いいたします。款５農林水産業費、項１農業費、目４

農業総務費１億６,３０５万２,０００円は、農林振興課等職員の給与等の人件費で

ございます。 

目５農業振興費は、６１ページになりますが、病害虫防除対策連絡協議会負担金

や大崎産米なつほのかＰＲ補助金など、各種協議会等への負担金、補助金でござい

ます。 

目６特産振興費は、カバークロップなどに取り組む農業者に対する環境保全型農

業直接支払交付金等の負担金，補助及び交付金であります。 

目７園芸振興費は、町野菜・花き振興協議会負担金など、各種協議会への負担金

でございます。 

目８農業機械維持管理費は、前年比２０９万９,０００円の減となっておりま

す。主な要因は、燃料費等の減によるものでございます。主なものにつきまして

は、農業機械に係る燃料費、修繕料などの需用費と、次のページのオペレーター委

託料及び基金への積立金でございます。 

目９畜産業費に１,５２１万５,０００円を計上いたしました。前年度比７,７２

０万５,０００円の減となっておりますが、減額の主な要因は、畜産クラスター事

業、活動火山周辺地域防災営農対策事業などの補助事業がなかったことによるもの

でございます。主なものは、町畜産振興協議会負担金、県畜産共進会出品奨励事業

補助金、全国和牛能力共進会対象牛導入保留事業補助金をはじめとする各種協議会

等への負担金、補助金でございます。 
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６５ページから、次の６６ページでございます。目１２農業研修施設管理費は、

需用費など、町内５箇所の農業研修施設の燃料費、光熱水費と施設管理委託料が主

なものであります。 

目１３水田再編対策費は、大崎町農業再生協議会への補助金でございます。この

主なものは、転作関係の事務に要する経費でございます。 

目１４営農推進費は、前年度比１８８万１,０００円の減となっております。減

額の主な要因は、農業次世代人材投資事業補助金の減によるものでございます。主

なものは、会計年度任用職員３名の報酬や、負担金，補助及び交付金の、空きハウ

ス等の活用を図ります次世代担い手確保・支援事業補助金、農業経営収入保険加入

推進事業補助金及び農業次世代人材投資事業補助金であります。 

項２林業費、目１林業振興費は、前年度比１８１万１,０００円の減となってお

ります。主な要因は、里山林総合対策事業の事業終了による機械借上料の減による

ものでございます。 

６８ページになります。主なものは、委託料の松くい虫防除並びに駆除に関する

ものや、森林所有意向調査委託料に係る委託料や有害鳥獣捕獲事業補助金、大崎町

緊急間伐対策事業奨励金などであります。 

項３水産業費、目１水産振興費は、対前年比１７８万６,０００円の増となって

おります。主な要因は、種子島周辺漁業対策事業補助金の増でございます。これ

は、東串良漁協が令和３年度に整備いたします船を掃除整備するときに使いますレ

ールが腐植しておりますので、それに対するものでございます。 

少し飛びますけれども、９７ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、項

１農林水産施設災害復旧費、目１施設災害復旧費の節１２委託料１,４０２万円の

うち、農林振興課関係は、３番目の町有林災害崩落法面補修工事設計委託料でござ

います。これは、持留改善センターの裏山が崩落しておりますので、それの工事に

伴う委託設計料でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○耕地課長（竹本忠行君） それでは、耕地課関係の主なものについて御説明いたしま

す。 

予算書の６３ページをお願いいたします。款５農林水産業費、目１０農地費は、

野方地区活性化センターの維持管理に係る経費のほか、未登記処理や施設の清掃業

務などの委託料及び農道等の維持管理補修用材料を支給する原材料費や、各種負担

金等でございます。前年比で１１１万３,０００円の増額となっておりますが、要

因は、土地改良事業等の負担金の増によるものでございます。 

６４ページをお願いいたします。項１農業費、目１１土地改良事業費は、主にせ
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せらぎ公園の維持管理業務委託料のほか、農道水路等の維持管理補修のための機械

借上料や、農道や農業用施設の工事請負費でございます。前年比で２,０７３万６,

０００円の増となっておりますが、増額の主な要因といたしまして、農地耕作条件

改善事業で整備いたします神領池尻地区排水路の測量設計委託料と中尾地区農道の

工事請負費の増によるものでございます。 

次に、９６ページをお願いいたします。９６ページから９７ページにかけてでご

ざいますが、款１０災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧費は、梅雨前線豪雨や

台風災害時の工事請負費や農道などの応急工事に対処するための機械借上料や原材

料費が主なものでございます。対前年比で１億４,８５１万２,０００円の増となっ

ておりますが、増額の主な要因といたしまして、令和２年７月豪雨で発生いたしま

した災害の復旧事業に関係する登記委託料、機械借上料及び工事請負費の増による

ものでございます。 

以上で耕地課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○建設課長（時見和久君） 建設課関係について御説明いたします。 

７３ページをお願いいたします。款７土木費、目１土木総務費は７,９２１万５,

０００円でございます。これは、職員の人件費及び県事業負担金に係るものが主な

ものでございます。 

７４ページをお願いいたします。目１道路維持費は、町道等の年間を通して良好

な状態に保つための委託料と工事請負費等の維持管理に係る経費として６,２５６

万７,０００円を計上いたしました。 

次のページをお願いいたします。目２道路改良費は１億１,５７６万円でござい

ます。主なものは、社会資本総合整備事業に係る測量設計委託料及び道路橋りょう

の工事請負費が主なものでございます。 

７６ページをお願いいたします。目１河川維持費は、準用河川の維持管理に係る

経費として、前年度とほぼ同額の２０５万８,０００円を計上いたしました。 

目２公園費は、ふれあいの里公園及び中央公園の清掃業務委託料などの年間を通

した維持管理に係る経費として１,８２７万８,０００円を計上いたしました。 

項５住宅費は、公営住宅１８３戸、町営住宅２７戸、特定優良賃貸住宅シャルム

文化通り、定住促進住宅なのはなタウンの維持管理費等に係る経費と、住宅借上料

等として３,７９８万８,０００円を計上いたしました。 

９７ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、目１公共土木施設災害復旧

費は、台風災害等の応急対策経費や、昨年の７月豪雨災害に伴う橋りょう２橋と単

独災の復旧費として３億８,５９３万８,０００円を計上いたしました。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
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○教委管理課長（上野明仁君） それでは、管理課関係につきまして御説明いたしま

す。８０ページをお願いします。款９教育費、目１教育委員会費は、教育委員４名

分の報酬や研修会等の費用弁償でございます。 

８１ページから８３ページにかけてになりますが、目２事務局費は、教育長並び

に事務局職員の人件費のほか、外国語指導業務委託料、ＩＣＴ支援業務委託料、各

種団体等への負担金、奨学金貸付金、リサイクル未来創生奨学基金積立金などが主

なものでございます。 

次に、８３ページの中ほどになりますが、目３研修費は、陸上記録会や集団宿泊

学習など学校行事用送迎バスの借上料や、教職員の資質向上を図るための研修補助

金が主なものでございます。 

目４学校給食センター管理費は、前年度比で７１４万９,０００円の増となって

おります。増額の主な要因は、食器・食缶洗浄機更新に係るリース料であります。

ここでは、職員の人件費のほか、学校給食センターの維持管理に必要な経費と調理

配送に係る学校給食業務委託料、公用車リース料、学校給食費補助金が主なもので

ございます。 

次に、８５ページの下のほうから８７ページにかけまして、項２小学校費、目１

学校管理費は、前年度比で４億８,０４４万円の減となっております。減の主な要

因は、中沖小学校校舎等大規模改造工事の完了によるものとなっております。ここ

では、職員の人件費、各小学校の維持管理に要する経費のほか、学校ネットワーク

サーバー更新機器等のリース料、小学校ＩＣＴ校務支援システム設備等リース料な

どが主なものでございます。 

８７ページの中ほどになります。目２教育振興費は、前年度比で１,０４４万５,

０００円の減となっております。減額の主な要因は、小学校ＩＣＴ教育施設整備等

リース料の減によるものであります。ここでは、小学校６校分の各教材用備品と要

保護・準要保護児童就学援助費が主なものでございます。 

項３中学校費、目１学校管理費は、職員の人件費、中学校の維持管理に要する経

費のほか、校医委託料や不登校支援業務委託料、パソコンリース料、ソフト使用料

が主なものでございます。 

次に、８９から９０ページになりますが、目２教育振興費は、前年度比で２３５

万円の減となっております。減額の主な要因は、中学校ＩＣＴ教育整備等リース料

の減によるものであります。ここでは、スクールバス運行業務委託料や要保護及び

準要保護児童就学援助費、中学校入学援助金などが主なものでございます。 

以上で管理課関係の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○社会教育課長（今吉孝志君） それでは、社会教育課関係の主なものにつきまして御
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説明申し上げます。 

９０ページをお願いいたします。款９教育費、項４社会教育費、目１社会教育総

務費は、職員等の人件費のほか、成人教育、人権教育等を推進するための経費及び

町ＰＴＡ連絡協議会等への活動補助金等でございます。 

次に、９１ページをお願いいたします。目２公民館費は公民分館の充実及び公民

館の維持管理費でございます。 

９２ページをお願いいたします。この公民館費の委託料に、老朽化が進んでおり

ます大崎町研修センター解体等工事設計業務委託料を新たに計上しております。 

次に、目３図書館費は、会計年度任用職員の報酬や図書館の維持管理に関する経

費、及び図書購入費等でございます。 

次の目４文化振興費は、町内遺跡等の文化財の保護や維持管理及び文化振興に係

る経費でございます。 

次に、９４ページをお願いいたします。目５青少年教育費は、青少年の健全育成

に係る経費としましての青少年活動事業補助金や社会教育団体３団体への活動補助

金が主なものでございます。 

次の目６生涯学習振興費は、生涯学習講座及び視聴覚教育に関する経費でござい

ます。 

次に、９５ページをお願いいたします。目１保健体育総務費は、生涯スポーツの

振興等や各種スポーツの競技力向上を図るための経費でございます。なお、前年度

から７,７５９万５,０００円減額になっておりますのは、国体の開催延期によるも

のが主な要因でございます。 

次に、９６ページまででございますが、 

目２体育施設費は、学校開放事業を推進するための経費や体育施設の整備充実と

維持管理の経費でございます。この中で、雨天時に来訪者等の転倒が危惧されます

ことから、工事請負費に総合体育館玄関前滑り止め工事請負費を、また、備品購入

費に、故障により使用できなくなりました総合体育館２階会議用エアコンの購入費

用を新たに計上しております。 

終わりに、９８ページをお願いいたします。このページの中段でございますが、

款１０災害復旧費、項３文教施設災害復旧費、目１文教施設災害復旧費に、立小野

ふれあい館敷地の災害復旧に係る経費を計上いたしました。 

以上で、社会教育課関係を終わります。よろしくお願いいたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、企画調整課関係の主なものについて御説明

いたします。 

まず、３２ページをお願いいたします。款２総務費、目３広報費に４１６万９,
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０００円を計上いたしました。前年度と比較して７６万２,０００円の増となって

おりますが、広報紙作成に係る印刷製本費の単価増が主な理由でございます。 

次に、３５ページをお願いいたします。目１０企画費に４,６３１万４,０００円

を計上いたしました。前年度と比較して６５６万７,０００円の増となっておりま

すが、主な理由は、東九州自動車道大崎インター、仮称でございますが、供用開始

のプレイベント実施委託料及び、定住促進策の一環として登記委託料１５万円と機

械借上料４５０万円を計上したことによるものでございます。 

３６ページをお願いいたします。目１１青少年女性費に２８万２,０００円を計

上いたしました。今年度は男女共同参画推進計画を策定する予定となっております

ので、出会謝礼と関連経費を計上しております。 

続きまして、３８ページをお願いいたします。目１３地方創生費でございます。

１億２,２０１万８,０００円を計上しております。前年度と比較いたしまして９,

１２５万円の増となっておりますが、主な理由は、企業版ふるさと納税を活用した

大崎町ＳＤＧｓ推進協議会に関する負担金等の経費を計上したものによるものでご

ざいます。 

続きまして、４４ページをお願いいたします。一番下の目１統計調査総務費、そ

の次のページ、４５ページの目２委託統計調査費は、経済センサス等の関連経費を

計上いたしました。 

ちょっと飛びまして、６９ページをお願いいたします。一番下の款６商工費、目

１商工総務費４,０８２万６,０００円は、企画調整課職員人件費のほか、かごしま

産業支援センター負担金の経費が計上してございます。 

続きまして、７０ページをお願いいたします。目２商工業振興費でございます。

３０億１,４１３万２,０００円を計上いたしました。２０億１６６万２,０００円

の増となっておりますが、主な理由は、ふるさと納税目標額を、前年度の当初予算

額よりも２０億円増額し３０億円としたものによるものでございます。 

７１ページをお願いいたします。目３観光費に３,４５８万２,０００円を計上い

たしました。主なものといたしまして、スポーツ合宿を推進するための奨励金や、

プール、キャンプ場、芝生広場等の観光施設管理委託料のほか、道の駅関係の管理

委託料を計上しております。また、７３ページまでわたりますが、７３ページの一

番上のほうになります、大崎町陸上競技の聖地創り実行委員会補助金３００万円を

計上しております。 

以上で企画調整課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 総務課関係の主なものにつきまして御説明いたします。 

２９ページをお願いいたします。款２総務費、目１一般管理費は、前年度比で
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１,５１８万９,０００円の増となっております。増額の主な要因は、一般管理費に

計上した職員数の増によるものでございます。ここでは、主として町長等の特別職

のほか、職員に係る人件費や自治公民館へ交付いたします運営補助金及び、がんば

る地域応援交付金を計上しております。 

３１ページをお願いいたします。目２文書費は納付書等の発送に係る郵便料や、

電話料などの通信運搬費のほか、電話交換業務、例規類集データベースシステムの

更新に係る委託料などでございます。 

３２ページをお願いいたします。目４財政管理費は、財政事務に要する経常経費

でございますが、主なものは財政調整基金等への積立金でございます。 

次に、目６財産管理費には、主に庁舎等の維持管理に係る経費でございますが、

前年度比で２,７３２万９,０００円の増となっております。増額の主な要因は、城

内共有墓地の移転に伴う関連事業費でございます。城内共有墓地の移転関連事業は

令和２年度から実施しておりますが、令和３年度は城内共有墓地に隣接する飲食店

への災害防止対策を最優先して、墓地敷地内外の樹木伐採と一部の土砂撤去などを

実施する予定でございます。 

３４ページをお願いいたします。目８交通安全対策費でございますが、主なもの

はカーブミラーやガードレール等に係る交通安全施設の工事費でございます。 

３５ページをお願いいたします。目９防犯対策費は、前年度比で４４６万４,０

００円の減でございます。主な要因は、前年度に実施した防犯カメラ設置事業の減

でございます。ここでは、志布志地区防犯協会への負担金などを計上しておりま

す。 

３６ページをお願いいたします。目１２電算情報管理費でございます。こちらは

電算システムの維持管理費が主なものとなっておりますが、新規事業としてＷＥＢ

勤怠管理システム導入業務委託料１９２万２,０００円を計上しております。 

次に、４２ページをお願いいたします。こちらは、選挙管理委員会関係でござい

ます。項４選挙費、目１選挙管理委員会費と目２明るい選挙推進費につきまして

は、選挙事務に係る経常的な経費でございます。 

目３衆議院議員選挙費及び、次の４３ページをお願いいたしまして、目４町長選

挙費は、本年執行予定のそれぞれの選挙に要する経費を計上しております。なお、

今回の町長選挙から、選挙運動用の自動車及びビラ・ポスター作成に係る経費を公

費負担とすることになっておりますので、関連経費を計上させていただいておりま

す。 

少し飛びまして、７８ページをお願いいたします。款８消防費でございます。目

１常備消防費は、大隅曽於地区消防組合負担金でございます。目２非常備消防費
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は、前年度比で５２５万５,０００円の増となっております。主なものは、次の７

９ページをお願いいたしまして、防火水槽２基を整備するための工事請負費と、持

留分団に導入予定の小型動力ポンプ積載車の備品購入費でございます。 

目３防災対策費は、主に防災行政無線等の維持管理費でございますが、前年度比

で６１５万６,０００円の増となっております。増額の主な要因は、総合防災マッ

プ作成委託料でございます。今回、津波浸水区域や土砂災害特別区域、防災に関す

る情報等を掲載した総合的な防災マップを作成し、住民の方々へ配付する予定でご

ざいます。 

９８ページをお願いいたします。款１１公債費でございますが、目１元金と目２

利子の合計額で、前年度比７１０万７,０００円の増となっております。これは、

平成２９年度の過疎対策事業等に伴う地方債借入の元金償還が始まることが主な理

由でございます。 

以上で歳出の説明を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたしま

すので、８ページをお願いいたします。款１町税でございますが、前年度比で４,

４６３万３,０００円の減を見込んでおります。新型コロナウイルス感染症拡大に

よる経済への影響により所得の落ち込みを見込みまして減額するものでございま

す。款１１地方交付税は、前年度比で４,４００万円の減を見込んでおります。 

款１５国庫支出金は、前年度比で３億９３５万２,０００円の増でございます。

増額の主な要因は、昨年の７月豪雨災害に伴う公共土木施設災害のうち、令和３年

度予算に組み替えることになった災害復旧事業に係る国庫負担金や、新型コロナウ

イルスワクチン接種に係る国庫負担金でございます。 

款１８寄附金は３１億４,０００円でございます。主なものは、ふるさと納税寄

附金３０億円、企業版ふるさと納税寄附金１億円でございます。 

次に、款１９繰入金は前年度比で１億３,７１４万円の減でございます。主なも

のはふるさと応援基金繰入金の減でございますが、子育てや教育、観光、まちづく

りに関する予算に充当する予定でございますが、昨年度実施した中沖小学校校舎等

大規模改造工事の完了に伴い、総体として減額となっております。 

以上で歳入の説明を終わりまして、次に７ページをお願いいたします。第２表地

方債でございますが、起債の目的欄の過疎対策事業から臨時財政対策債まで、合計

で４億３,８２０万円を計上しております。なお、限度額、起債の方法、利率、償

還の方法につきましては御覧いただきたいと思います。また、９９ページ以降に給

与費明細書、地方債関係資料等を添付してございますので御参照いただきたいと思

います。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 



 

－ 48 － 

○議長（宮本昭一君） 次に、議案第９号について補足説明を求めます。保健福祉課

長。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、国民健康保険事業特別会計の主なものにつ

きまして御説明いたします。予算書によりまして御説明いたしますので、まず歳出

から、１１ページをお願いいたします。 

款１総務費、項１総務管理費は、４６３万８,０００円を計上いたしました。主

なものは、目１一般管理費、節１１役務費の２７４万３,０００円で、国保連合会

に支払う手数料などでございます。 

１２ページをお願いいたします。款２保険給付費、項１療養諸費は、一般被保険

者の療養給付費及び療養費、そしてレセプト審査支払手数料などでございます。合

計で１２億９,３１６万６,０００円を計上いたしました。前年度に対しまして８,

８１５万円の増額でございますが、これは医療費の実績により増加が見込まれるこ

とが要因でございます。 

次の項２高額療養費は、一般被保険者と退職被保険者等の高額療養費及び高額介

護合算療養費でございまして、次の１３ページをお願いいたします、合計で２億

１,４６５万円を計上いたしました。前年度に対しまして４４１万４,０００円の増

額となっております。項１出産育児諸費４２０万３,０００円を、項３葬祭諸費は

７６万円を、１４ページをお願いいたします、項６傷病手当諸費は９２万７,００

０円を、それぞれ計上いたしました。 

款３国民健康保険事業費納付金は、県への納付金に係るものでございます。ま

ず、項１医療給付費分は３億２５９万８,０００円を、その下、項２後期高齢者支

援金等分は９,８４６万６,０００円を、次の１５ページをお願いいたします、項３

介護納付金分には３,３４１万８,０００円を計上いたしました。以上、納付金の合

計額は４億３,４４８万２,０００円となっております。この財源は、国民健康保険

税及び保険基盤安定繰入金が主なものでございます。 

款４共同事業拠出金、目１共同事業拠出金１,０００円は、退職者医療制度の対

象者の把握に係る経費でございます。 

次の款５保健事業費、項１保健事業費は７６４万６,０００円を計上いたしまし

た。目１保健衛生普及費６２４万６,０００円は、被保険者指導業務に従事します

会計年度任用職員の人件費及びレセプト点検共同事業手数料などが主なものでござ

います。また、目２疾病予防費１４０万円は、人間ドック等の受診に係る健康診断

費助成金でございます。 

次の１６ページをお願いいたします。項２特定健康診査等事業費２,１９０万３,

０００円の主なものは、会計年度任用職員の人件費及び特定健康診査業務委託料な
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どでございます。 

次に、款６基金積立金、目１国民健康保険基金積立金として９万６,０００円を

計上いたしました。 

次の１７ページをお願いいたします。款８諸支出金、項１償還金及び還付加算金

は１６９万円を計上いたしました。これは、保険料の過誤納付金等に伴います還付

金でございます。 

予備費は、９０万円を計上いたしました。 

次に、歳入を御説明いたしますので７ページをお願いいたします。款１国民健康

保険税は、一般被保険者分、退職被保険者分を合計いたしまして２億６,７９１万

５,０００円を計上いたしました。前年度に対しまして２７１万６,０００円の減額

となっております。 

次に、８ページをお願いします。款３国庫支出金、目１社会保障・税番号システ

ム整備費補助金は廃目でございます。 

款４県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金は、１５億３,７６８万

２,０００円を計上いたしております。前年度に対しまして９,１７３万３,０００

円の増額となっております。歳出で御説明いたしました医療給付費に対応するもの

でございます。節１保険給付費等交付金１５億４１０万２,０００円は、歳出でも

御説明いたしましたとおり、医療費給付費に対応するものでございます。節２保険

給付費等交付金３,３５８万円は、保険者努力支援分及び県繰入金の２号分等でご

ざいます。 

次に、款６繰入金、項１他会計繰入金は、１億４,４４９万円を計上いたしまし

た。主なものは、節１及び節２の保険基盤安定繰入金が合計で１億５４３万５,０

００円及び、９ページをお願いいたします、節５財政安定化支援事業繰入金の３,

０８４万８,０００円でございます。項２基金繰入金は、主に事業費納付金の財源

として２,４００万円を基金から繰り入れるものでございます。前年度に対しまし

て５,２００万円の減額でございますが、この繰入金は、国民健康保険税とともに

歳出の国民健康保険事業費納付金の財源に充てるものでございますけれども、歳出

で説明いたしましたが、令和３年度は県に納める事業費納付金がマイナス５,６０

０万円と減少したことによるものでございます。なお、２月末現在の基金の残高

は、１億９,０７７万８,３３３円となっております。 

款７繰越金、項１繰越金に１,０００万円を計上いたしました。 

次の款８諸収入、項１延滞金、加算金及び過料は、目１延滞金として１２０万

１,０００円を計上いたしました。 

１０ページをお願いいたします。項２預金利子及び項３受託事業収入は、頭出し
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の１,０００円をそれぞれ計上いたしました。 

次の項４雑入は、合計で１００万４,０００円を計上いたしました。主なもの

は、目１一般被保険者第三者納付金の１００万円でございます。目２から目８まで

は、頭出しでございます。 

なお、１８ページ以降に給与費明細書を添付しておりますので、御参照いただき

たいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） 次に、議案第１０号について補足説明を求めます。保健福祉課

長。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、後期高齢者医療特別会計の主なものにつき

まして御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、

８ページをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金は１億８,２９９万３,０００円を計上いたし

ました。前年度に比較しまして９２６万１,０００円の増額となっております。被

保険者から徴収した保険料と低所得者等に係る保険料軽減分に対する保険基盤安定

分担金を、県の広域連合に納付するものでございます。 

次に、款２諸支出金、目１後期高齢者保険料還付金２５万円を計上いたしまし

た。前年度に比較しまして１５万円の増額でございます。過誤納に係る保険料の還

付金で、県の広域連合から受け入れた分を被保険者へ返還するものでございます。 

次に、款３予備費は、２万３,０００円を計上いたしました。 

以上で歳出を終わります。 

次に、歳入を御説明いたします。６ページをお願いいたします。款１後期高齢者

医療保険料１億２３５万８,０００円は、目１特別徴収保険料６,５６７万１,００

０円と目２普通徴収保険料３,６６８万７,０００円は、被保険者に係る保険料でご

ざいます。 

次に、款２使用料及び手数料、目１督促手数料は、普通徴収分に係る保険料の督

促手数料として２万円を計上いたしました。 

次に、款３繰入金、目１保険基盤安定繰入金８,０６３万２,０００円は、低所得

者に係る保険料軽減に対して、県と町の負担分を繰り入れるものでございます。目

２一般会計繰入金１,０００円は、一般会計からの繰入金で、頭出しでございま

す。 

款４繰越金、目１繰越金は、頭出しの１,０００円を計上いたしました。 

款５諸収入、項１延滞金,加算金及び過料、目１延滞金につきましては、現年度

分、滞納繰越分それぞれ頭出しの１,０００円の合計２,０００円を計上いたしまし
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た。 

７ページをお願いいたします。２段目の表になりますが、項２償還金及び還付加

算金、目１還付金は２５万円を計上いたしました。項３預金利子、目１預金利子及

び、その次の項４雑入、目１雑入につきましては、それぞれ頭出しで１,０００円

を計上いたしました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） 次に、議案第１１号について補足説明を求めます。保健福祉課

長。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、介護保険事業特別会計の主なものにつきま

して御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、１

０ページをお願いいたします。 

款１総務費、目１一般管理費４８万３,０００円は、介護保険事務に係る電算共

同処理のための国保連合会へ支払います手数料及びシステム保守委託料でございま

す。 

次に、款２保険給付費、項１介護サービス等諸費は、１１ページの上の表までで

ございますが、合計で１６億４,８２７万５,０００円を計上いたしました。前年度

に対しまして６,０００万円の増額でございます。主なものは、目１居宅介護サー

ビス給付費の増加によるものでございます。 

次に、下の表、項２介護予防サービス等諸費は、１２ページまでの表でございま

すが、５,４９９万円を計上いたしました。主なものは、介護予防サービス給付費

などでございます。 

１３ページをお願いいたします。次に、項３その他諸費、目１審査支払手数料は

１６８万円を計上いたしました。介護給付費明細書の審査支払事務に係る国保連合

会への手数料でございます。 

次に、款４高額介護サービス等費は、合計で５,０５２万円を計上いたしまし

た。利用者負担が一定額を上回った場合に給付する保険給付費でございます。 

次に、項５高額医療合算介護サービス等費は、合計で６７２万円を計上いたしま

した。これは、介護分と医療分の自己負担を合算して、当該負担が一定額を上回ら

ないように、利用者の負担の軽減を図るための保険給付費でございます。 

次の１４ページをお願いいたします。項６特定入所者介護サービス等費は、合計

で８,４２５万５,０００円を計上いたしました。これは、特別養護老人ホーム、老

人保健施設等におきまして介護サービスを受けた場合に、その所得段階に応じて、

利用者の居住費、食費の負担の軽減を図るための保険給付費でございます。 

次に、款３地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費は、合計で
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３,０１１万１,０００円を計上いたしました。要支援者のサービスのうち、訪問介

護及び通所介護サービスに係る経費でございます。 

次の１５ページをお願いいたします。項２一般介護予防事業費として６２９万

３,０００円を計上いたしました。高齢者元気度アップ・ポイント事業の実施やふ

れあいサロン活動事業、ころばん体操マスターズプロジェクトなど、介護予防事業

などに係る報償費や委託料が主なものでございます。 

次の１６ページをお願いいたします。項３包括的支援事業・任意事業費、次の１

７ページまででございますが、合計で２,５１１万４,０００円を計上いたしまし

た。これは、地域包括支援センター運営事業の委託料や、認知症対策、生活支援コ

ーディネーター設置に係る経費が主なものでございます。 

次の１８ページをお願いいたします。款６諸支出金、目１第１号被保険者保険料

還付金は７０万円を、次の款７予備費は１００万円を計上いたしました。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。 

６ページをお願いいたします。それぞれ、款で御説明を申し上げます。款１保険

料は、１号被保険者の保険料でございますが、３億１,７４１万６,０００円を計上

いたしました。昨年度に対しまして１,５５１万１,０００円の増額でございます。

第８期介護保険料の見直しによるものでございます。 

次に、款３国庫支出金は、項１国庫負担金に３億１,３５６万２,０００円を、項

２国庫補助金として、７ページの上の表まで、合計で２億８４万９,０００円を計

上いたしました。 

次に、款４支払基金交付金は４億９,３２７万７,０００円を計上いたしました。 

款５県支出金、項１県負担金は２億６,８２５万８,０００円を、項２県補助金

は、８ページの上の表まででございますが、合計で９９９万７,０００円を計上い

たしました。 

次に、款６繰入金は、一般会計からの繰入金として２億７,６９２万３,０００円

を計上いたしました。 

次に、款７繰越金は２,９８５万５,０００円を、次の款８諸収入は、９ページま

ででございますが、頭出しで２,０００円または１,０００円を計上いたしておりま

す。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） 次に、議案第１２号について補足説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、水道事業会計予算について御説明いたします。 

２３ページをお願いいたします。収益的収入及び支出の主なものにつきまして,

収入から御説明いたします。 
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第１款水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益は水道料金でございますが、

２億９０６万５,０００円を計上しております。対前年度比２５１万９,０００円の

減でございますが、使用料の実績に基づきました見込みでございます。項２営業外

収益、目２補助金９１万３,０００円は、簡易水道企業債償還金の利息相当分及び

児童手当に要する経費の一般会計からの補助金でございます。目４長期前受金戻入

１,２５５万４,０００円でございますが、負債に計上してあります過去に受けまし

た補助金で、令和２年度減価償却金額分を長期前受金から振り替えて収益化するも

のでございます。 

２５ページをお願いいたします。支出の主なものについて御説明いたします。款

１水道事業費用、項１営業費用、目１原水及び浄水費３,６７９万９,０００円は、

対前年比４４万２,０００円の増でございます。主なものは、水質検査に必要な手

数料及び水源地等の維持管理に必要な修繕費、送水施設の運転のために必要な動力

費等でございます。増の要因は、上水の基準５１項目検査箇所の増、それと消火剤

等の検査項目の増であります。 

目２配水及び給水費３,６３８万９,０００円は、対前年比７０万２,０００円の

減でございます。主なものは、職員２名の人件費と、２６ページをお願いいたしま

して、中継ポンプ場の運転に必要な通信運搬費や動力費、配水施設の維持管理に必

要な委託料及び修繕費等でございます。減の要因は、職員給の手当の減でございま

す。 

下の目３総係費４,２０２万１,０００円は、対前年比５３万６,０００円の減で

ございます。水道事業運営に必要な一般的な経費でございますが、職員３名分の人

件費と、２７ページをお願いいたしまして、会計年度任用職員の報酬及び量水器検

針業務等の委託費が主なものでございます。減の要因は、職員給の減でございま

す。目４減価償却費７,０３６万１,０００円は、有形固定資産の減価償却費でござ

います。目５資産減耗費４０７万８,０００円は、固定資産の除却費とたな卸資産

減耗費でございます。 

２８ページをお願いいたします。項２営業外費用の目１支払利息及び企業債取扱

諸費７３万７,０００円は、企業債の償還利息でございます。目２消費税及び地方

消費税６００万円は、消費税の納付予定額でございます。 

２９ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入でございます。款１

資本的収入、項１負担金、目１他会計負担金１３２万円は、消火栓設置工事の負担

金でございます。項２補助金、目１補助金４５０万４,０００円は、簡易水道企業

債償還金の元金償還金分について、一般会計からの補助金でございます。 

３０ページをお願いします。支出でございます。款１資本的支出、項１建設改良
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費、目１建設改良事業費１億６,９１５万５,０００円で、対前年比６,３５１万７,

０００円の増でございます。職員１名分の人件費と配水管布設替工事の請負費等が

主なものでございます。令和３年度では中山第二水源地調整槽の築造工事を計画し

ておりますので、工事費増の要因となっております。目２営業設備費５５４万５,

０００円を計上いたしました。主なものは、機械及び装置の購入費、非常用発電機

購入費でございます。項２企業債償還金、目１元金償還金８４０万８,０００円

は、水道企業債の元金償還金でございます。 

以上で説明を終わりますが、７ページ以降に予定キャッシュフロー計算書、給与

費明細書、予定貸借対照表を添付してございますので参照を願いたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（宮本昭一君） 次に、議案第１３号について補足説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、公共下水道事業特別会計について御説明いたし

ます。事項別明細書で、歳出から説明いたしますので、９ページをお願いいたしま

す。款１公共下水道事業費、項１公共下水道事業費、目１下水道総務費２,１９１

万５,０００円で、１３０万３,０００円の減でございます。主なものは、職員２名

分の人件費と公課費でございます。減の主な要因は、職員給の減でございます。 

１０ページをお願いいたします。目２維持管理費は３,０９０万６,０００円で、

３５６万９,０００円の増でございます。大崎クリーンセンターとマンホールポン

プ場等の維持管理に必要な消耗品費、光熱水費及び管理委託料が主なものでござい

ます。増の主な要因は、クリーンセンターにございます汚泥脱水機等の修繕費用で

ございます。 

次に、目３下水道整備費は８９６万５,０００円を計上いたしました。公共下水

道事業の公営企業法適用支援業務委託料でございます。業務委託につきましては２

年目になりますが、内容は、決算書の整理、下水道資産の調査・整理・評価でござ

います。 

その下の款２公債費、項１公債費、目１元金１億１,５１０万４,０００円は、地

方債の償還元金でございます。目２利子１,８４１万６,０００円は、地方債の償還

利子と一時借入金の支払利息でございます。 

続きまして、歳入を説明いたしますので、７ページをお願いいたします。款１分

担金及び負担金、項１負担金、目１下水道費負担金６６万円は、受益者負担金でご

ざいます。 

款２使用料及び手数料、項１使用料、目１下水道使用料は３,７６２万３,０００

円を計上いたしました。対前年比７６１万７,０００円の増でございますが、下水

道使用料金の改定によるものでございます。 
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款４繰入金、項１他会計繰入金、目１他会計繰入金１億３,５５８万２,０００円

は、一般会計からの繰入れでございます。対前年比４９３万２,０００円の減でご

ざいますが、款２の使用料金の増に伴いまして減額するものでございます。 

８ページをお願いいたします。最後の、款７町債、項１町債、目１公共下水道事

業債２,２４０万円は、公共下水道事業債で資本費平準化債と公営企業会計適用債

の借入でございます。 

前に戻りまして、４ページをお願いいたします。第２表でございます。ただいま

説明いたしました歳入の地方債でございます。起債の目的は、資本費平準化債が

１,３５０万円と公営企業会計適用債が８９０万円となっております。起債の方

法、利率、償還の方法については、各欄のとおりでございます。 

以上で説明を終わりますが、１２ページ以降に給与費明細書等が添付してござい

ますので、御参照いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

まず、議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」歳入歳出全般について質疑

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第９号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」歳入歳出

全般について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１０号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」歳入歳出

全般についての質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１１号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算」歳入歳出全

般について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１２号「令和３年度大崎町水道事業会計予算」収入支出全般につい

て、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１３号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」歳入歳出
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全般について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第９号、議案第１０号、議案第１１号は、会

議規則第３９条第１項の規定により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第１２号、議案第１３号は会議規則第３９条第１項の規定により、文

教経済常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第８号の審査方法についてお諮りいたします。議案第８号「令和３年

度大崎町一般会計予算」については、令和３年度大崎町一般会計予算審査特別委員

会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」は、令和３年度大崎町一

般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしま

した。 

さらにお諮りいたします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条

第１項及び第４項の規定により、議長を除く１１名の諸君を指名いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました１１名の諸君を、令和３年度大崎町一般会計

予算審査特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は特別委員会に

おいて互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定によ

り、委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及び場所を

定めてその互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員

長及び副委員長の互選を議員控室でしていただきます。 

これより暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０４分 

再開 午後２時１０分 



 

－ 57 － 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ただいま、特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告

いたします。 

委員長に１１番、諸木悦朗君、副委員長に５番、神﨑文男君が選任されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第１４号 大崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（宮本昭一君） 日程第１８、議案第１４号「大崎町国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、新型インフルエンザ等対策特別措

置法の一部改正に伴い、大崎町国民健康保険条例の一部を改正するものでございま

す。改正の内容は、新型インフルエンザ等対策特別措置法に記載されていた新型コ

ロナウイルス感染症の定義の関する文言が削られたことに伴い、大崎町国民健康保

険条例にその定義を新たに記載するものです。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が御説明申し上げます。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、ただいま町長の提案理由にありましたように、令和３年２月施

行の新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正により、新型コロナウイルス

感染症に関する定義が削られましたことから、新型コロナウイルス感染症に関する

定義を改めて条例中に記載するものでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので議案書の

２枚目をお願いいたします。改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお

示ししております。 

附則第３項中、アンダーライン「新型インフルエンザ等対策特別措置法附則第

１条の２に規定する」を削り、「新型コロナウイルス感染症に関する定義として、

「病原体がベーダコロナウイルス属のコロナウイルス、令和２年１月に中華人民共

和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告され

たものに限る」である感染症をいう。以下、同じ。」を新たに加えるものでござい

ます。 

議案書にお戻りいただきまして、附則といたしまして、この条例は、公布の日

から施行するものでございます。 
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以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１４号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１４号「大崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例の

制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１４号「大崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第１５号 大崎町国民健康保険給付準備積立基金の設置，管理及び

処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第１９、議案第１５号「大崎町国民健康保険給付準備積立

基金の設置，管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、大崎町国民健康保険給付準備積立

基金の設置，管理及び処分に関する条例の一部を改正ものでございます。 

改正の内容は、当該基金の処分について、保険事業全般に取り崩しができるよう

に改め、併せて題名を改めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 
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なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、ただいま町長の提案理由にありましたように、現行の大崎町国民

健康保険給付準備積立基金の目的は、保険給付に要する費用に不足が生じた場合に

取り崩しができるよう規定されているところでございますが、国保新制度におきま

しては、保険給付費につきまして、県が全額負担することとなっておりますことか

ら、国民健康保険事業全般に充てることができるよう見直しを行うものでございま

す。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の

２枚目をお願いいたします。 

改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお示ししております。 

まず、条例の題名を、「大崎町国民健康保険基金条例」へと改めるものでござい

ます。第１条は、設置目的を国民健康保険事業の円滑な運営に資するためとするも

のと定めるものでございます。第５条は、基金の処分について、国民健康保険事業

費納付金及び保険事業に要する費用に充てるものと定めるものとし、以下、順次繰

り下げるものでございます。 

附則第２項は、大崎町国民健康保険条例の後に、制定年、条例番号を加えるもの

でございます。 

議案書にお戻りいただきまして、附則といたしまして、この条例は、公布の日か

ら施行するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１５号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 
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よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１５号「大崎町国民健康保険給付準備積立基金の設置，管

理及び処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１５号「大崎町国民健康保険給付準備積立基金の設置，管理及び

処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第１６号 大崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第２０、議案第１６号「大崎町後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方税法の一部改正に伴い、大崎

町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正するものでございます。 

改正の内容は、地方税法における延滞金等の割合等の見直し等に伴い、用語の見

直しが行われたことから整理を行うものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、ただいま町長の提案理由にありましたように、令和３年１月施行

の地方税法の改正により、特例準備割合の引き下げ及び用語の見直しが行われたこ

とにより改正するものでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の

２枚目をお願いいたします。 

改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお示ししております。 

附則第２項は、延滞金の割合の特例の規定となっておりますが、アンダーライン

の部分、「特例準備割合、当該年の前年に租税特別措置法（昭和３２年法律第２６

号）第９３条第２項の規定により告示された割合に、年１％の割合を加算した割合

を割合という。」を、「「延滞金特例準備割合、平均貸付割合、租税特別措置法

（昭和３２年法律第２６号）第９３条第２項に規定する平均貸付割合という。」
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に、年１％の割合を加算した割合をいう。以下、この法において同じ。」に改め、

以下、この項において、「特例準備割合適用年という」を削除し、以下、「特例基

準割合」を「延滞金特例基準割合」と改めるものでございます。 

議案書にお戻りいただきまして、附則といたしまして、この条例は、公布の日か

ら施行するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１６号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１６号「大崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１６号「大崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第１７号 大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第２１、議案第１７号「大崎町老人福祉センターの指定管

理者の指定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方自治法第２４４条の２第３項

の規定に基づき、大崎町老人福祉センターの指定管理者を指定したいので、同条第
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６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

指定管理者は、大崎町仮宿１８７０番地、社会福祉法人大崎町社会福祉協議会。

指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間とするもの

でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。 

まず、指定に至りましたこれまでの経緯について御説明いたします。現在、大崎

町老人福祉センターは、平成３０年４月１日から令和３年３月３１日までの３年間

の指定期間となっております。このことから、大崎町社会福祉協議会から申請を受

けました。令和３年４月１日から、この施設の指定管理を選考するため、選定委員

会の委員を選定いたしました。委員の構成は、指定委員会設置要綱に基づきまし

て、副町長を委員長とし、内部から、総務課長、担当課長として私が、また、外部

からの委員として、決算財務諸表経営状態等の把握ができる方１名と、高齢者福祉

活動に自ら参画し活動しておられる方１名にお願いし、以上の５名で選定委員会を

開催いたしました。 

そして、昨年１２月２４日に役場庁舎内で開催いたしまして、応募方法、指定の

期間、指定管理の基準等について審議をいただきました。その結果、指定管理者制

度に係る運用の指針並びに指定管理の指定の手続に関する条例に基づきまして、前

回同様、応募の方法につきましては非公募で、期間については３年間ということに

決定されました。 

その後、指定管理候補予定者の大崎町社会福祉協議会の職員から管理運営等の説

明を受け、内容等の確認、質疑をいたしまして、全委員でそれぞれの項目について

採点を行いました。その結果、委員会で事前に決めておりました基準をクリアした

ことから、委員会といたしましては、大崎町社会福祉協議会を施設の指定管理の候

補者として決定を見たところでございます。 

これを受けまして、選定委員会から町長に報告した後、町長の決裁が完了しまし

たことから、大崎町社会福祉協議会に結果の通知をしたところでございます。 

そして、本日、最後の手続でございます議会の議決をいただきまして、その後、

協定の締結、告示を経まして、令和３年４月１日から、指定管理者としてお願いす

るという手順になっておるところでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１７号「大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定につ

いて」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１７号「大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定について」

は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第１８号 大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定につい

て 

○議長（宮本昭一君） 日程第２２、議案第１８号「大崎町シルバーワークプラザの指

定管理者の指定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方自治法第２４４条の２第３項

の規定に基づき、大崎町老人福祉センターの指定管理者を指定したいので、同条第

６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

指定管理者は、大崎町仮宿１８７０番地、公益社団法人大崎町シルバー人材セン

ター。指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間とす

るものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（相星永悟君） それでは、御説明いたします。 
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指定に至りましたこれまでの経緯につきまして御説明いたします。現在、大崎町

シルバーワークプラザは、平成３０年４月１日から令和３年３月３１日までの３年

間の指定期間となっております。このことから、大崎町シルバー人材センターから

申請を受けました。選定委員会の開催、委員の構成、応募方法等、また、質疑など

から採点に及ぶ過程につきましては、先ほどの議案第１７号と重複いたしますので

省略させていただきたいと思います。 

その結果、委員会で事前に決めておりました基準をクリアしましたことから、委

員会といたしましては、大崎町シルバー人材センターが施設の指定管理の候補者と

して決定を見たところでございます。 

これを受けまして、選定委員会から町長に報告しました後、町長の決裁が完了し

ましたことから、大崎町シルバー人材センターに結果の通知をしたところでござい

ます。 

そして、本日、最後の手続でございます議会の議決をいただきまして、その後、

協定の締結、告示を経まして、令和３年４月１日から、指定管理者としてお願いす

るという手順になっておるところでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１８号「大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定

について」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１８号「大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定につい

て」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 議案第１９号 大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第２３、議案第１９号「大崎町くにの松原キャンプ場の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたしま

す。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、現在、くにの松原キャンプ場の常

設テントサイトに整備中の４人用バンガローを、令和３年４月１日から供用開始す

ることに伴い、大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部を

改正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださるようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは御説明いたします。 

議案の後ろのほうの３枚目と４枚目にございます新旧対照表を御覧いただきたい

と思います。 

アンダーラインの部分が改正部分でございます。現行は表の右側のとおりとなっ

ておりまして、今回、左側のように改正をお願いするものでございます。 

町長の提案理由にもございましたとおり、現在整備中のバンガローを、令和３年

４月１日から供用を開始する予定であること、また、現在の常設テントゾーンを今

後利用する予定がないことから、設置条例の別表に規定しております使用料のう

ち、常設テント部分を削除し、新たにバンガロー（４人用）を追加するものでござ

います。また、この改正に合わせて、バンガロー大をバンガロー８人用に、バンガ

ロー小を６人用に改正するものでございます。 

使用料につきましては、既存のバンガローが１人当たり２,０００円で設定して

おりますことから、４人用ですので８,８００円、加算額につきましても、既存の

バンガロー同様、１,６００円で設定してございます。 

なお、施行日は、令和３年４月１日でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１９号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第２０号 大崎町過疎地域自立促進計画の一部変更について 

○議長（宮本昭一君） 日程第２４、議案第２０号「大崎町過疎地域自立促進計画の一

部変更について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、過疎地域自立促進特別措置法第６

条第７項の規定に基づき、大崎町過疎地域自立促進計画のうち、第３節事業計画の

一部を変更するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、変更の詳細につきまして御説明いたしま

す。 

議案の２枚目、変更一覧表をお願いいたします。表の左側が変更前、右側が変更

後となっております。また、アンダーラインを引いている部分が変更箇所でござい

ます。 

令和２年度の予算において、変更後の欄に示しております「ごみ収集運搬・処理

業務」を、過疎対策事業債のソフト分の対象事業とするために、（７）過疎地域自

立促進特別事業の欄に追加するものでございます。また、これに伴いまして、その

他の番号を、（７）から（８）に変更するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２０号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 
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これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２０号「大崎町過疎地域自立促進計画の一部変更につい

て」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２０号「大崎町過疎地域自立促進計画の一部変更について」は、

可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。御苦労さまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時３５分 
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令和３年第１回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和３年３月１０日 

午前１０時００分開議 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（７番，８番） 

日程第２ 一般質問 

日程第３ 議案第２号 令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第４ 議案第３号 令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第５ 議案第４号 令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第６ 議案第５号 令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１１名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 児 玉 孝 德 ９番 上 原 正 一 

４番 稲 留 光 晴 １１番 諸 木 悦 朗 

５番 神 﨑 文 男 １２番 宮 本 昭 一 

６番 中 倉 広 文  

 

３．欠席議員は次のとおりである。（１名） 

１０番 小 野 光 夫 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 
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教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 川 畑 定 浩 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 小 野 厚 生 社会教育課長 今 吉 孝 志 

保健福祉課長 相 星 永 悟 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 宮 本 修 一 

次長兼議事係長 垣 内 吉 郎 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（宮本昭一君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、７番、吉原信雄、及び８

番、中山美幸君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（宮本昭一君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。まず、４番、稲留光晴君の質問を許

可します。 

○４番（稲留光晴君） 皆さん、おはようございます。日本共産党の稲留です。通告書

に基づき、質問をいたします。 

まず、施政方針についてでありますが、町長の施政方針には、国の考えも、町長

が文書として示されていらっしゃいますので、町長の考えはどうなのかを併せてお

答えいただきたいと思います。 

それでは、施政方針は７項目に分けて質問いたしますので、１ページに入ります

が、１、ポストコロナの新しい社会をつくるため、デジタル社会の実現を目指すと

ともに、とありますが、ポストコロナ社会をつくるため、なぜ、デジタル社会の実

現を目指すのかをお尋ねをいたします。また、関連性は何かを質問します。 

最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） ポストコロナ社会をつくるためのデジタル社会の実現とは何か

という御質問でございます。 

国では、新型コロナウイルス感染症の拡大により浮き彫りとなった行政サービス

などの様々な課題に対応するために、テレワークの推進や押印、対面主義からの脱

却、行政手続のオンライン化など、新しい働き方や暮らし方改革を進め、コロナ危

機を克服し、ポストコロナとして新たな日常を構築するための原動力となるデジタ

ル化への集中投資と、規制改革を含めた環境整備によりデジタル社会の実現を目指

すとされております。 

本町におきましても、国が進めるデジタル化に対応できるよう、各種申請書等の

押印廃止や行政手続のオンライン化を進めるなど、住民の方がコロナ禍において、

そしてコロナ後におきましても、安心して行政サービスを受けることができるよう
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進めるものでございます。 

以上です。 

○４番（稲留光晴君） 今、町長の答弁をお聞きしましたけれども、やはり住民のニー

ズに合ったものかどうかというのが、私は一番の大事な、このコロナ禍における大

事な点ではないかと思います。今、デジタル庁をつくりまして、改革法案が審議入

りをしておりますが、やはり、そういった中でですね誰でも役所に行かずとも、あ

らゆる手続ができる、地方でも、都会でも同じような仕事や生活ができるというふ

うに述べているわけですね。スマートフォンを使って面倒な行政手続を簡単に済ま

せられることを想定していると、こういうことを言っているわけですね。ですか

ら、今、大崎町の実態を考えれば、オンライン化というのは従来どおり、行政と

県、県と国ということでやっていると思いますけれども、やはり、真実は何かとい

うのは、私たち国民は見極めなければならない。役所に行かなくてもスマートフォ

ンでできるんだという、こういう社会というかですね、やはり、住民は窓口に行っ

ていろんな相談をする、スマートフォンでできる、役所に行かなくてもできるんだ

と、こういう考え方について、町長のお考えをお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） 菅総理が誕生されてから、デジタル庁を設置するという方向

で、こちらのほうは急速に進んでいるという状況であります。その発端となったの

が、定額特別給付金、そういったのがオンラインでできるような、そういうことが

なかなか、できることができていないという我が国のデジタル化の遅れというのを

痛切に感じられた上でのそういう判断であっただろうと思います。 

本来なら、役場等で手続をとらずに直接申請できるということが、その方向は出

されておりましたけど、現実にはそういったことができていないということであり

ますので、そのほか、やはりデジタル化を進めていって、もろもろの手続等をスピ

ーディにできるようにやっていく、改革していくということは現在の流れでありま

す。 

御質問されていらっしゃるのは、役所に行かずともということの質問があります

けど、やはり、地方の自治体においては、地方においては、やはり少子高齢化、高

齢者もたくさんいらっしゃる、あるいはそういった手続等も不得手の方がいらっし

ゃるわけでありますから、そういったところの相談の窓口とか、そういった方々へ

の対応とか、また、なかなかデジタル化等になじめない方々に対してのそういう対

応は必要だと認識しております。 

○議長（宮本昭一君） 町長も質問者もマスクは取って、発音がよくはっきりしない部

分もありますので、マスクは取って質問なり答弁なりされて結構です。 

○４番（稲留光晴君） 今、町長の御意見を伺いましたが、定額給付金に関してはそう
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いったトラブルとかですねそういった案件が出たことは、私も承知しております。

町長のお考えをお聞きいたしました。 

それでは、２番目の、３ページになりますが、ジャパンアスリートトレーニング

センター大隅を活かしたスポーツ、観光施設の充実とありますが、トレーニングセ

ンターを活かした観光施設は何かを示していただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の供用開始以

来、日本を代表するトップアスリートを含む、多くの陸上合宿者が本町を訪れてい

ます。 

本施設を活かしたスポーツ、観光施策として、さらにこの施設のＰＲを行い、合

宿者を増やすことにより、現在は、まだ一部に限られている地域経済への波及効果

を広げていく施策が必要であると認識しております。 

先月２８日に開催しました室内陸上競技大会、Japan Athlete Games IN Osaki に

は、オリンピック出場経験者を含む一流のアスリートが多く出場され、テレビ及び

インターネット配信による中継の視聴数が３万件を超えるなど、本町及び本施設の

大きなＰＲとなりました。 

出場選手の中には、初めてこの施設を利用した選手も多く、高い評価を得られた

ことから、今後の合宿者の増加が期待できるものと考えております。また、このよ

うな大会の継続や実業団等の協力を得ながらのロードレース大会、くにの松原クロ

スカントリーコースの活用など、各種ソフト事業も視野に入れ、さらなる利用者像

に繋げてまいりたいと思います。 

また、これまで、本町に訪れている合宿者の意見として、練習が休みの際の遊ぶ

場所、食べる場所の情報がほしいとの声が寄せられており、合宿者を地元の飲食店

や小売店に誘導するためのマップの作成を行い、地域経済に波及効果が広がるよう

努めてまいりたいと考えております。 

○４番（稲留光晴君） 確かに、アスリートの方々が前回、トレーニングセンターでト

レーニングをされたのは存じておりますが、合宿者を増やすと、今、町長は申した

けれども、それはそうだと思いますが、観光施策というと、ちょっと私は違うんじ

ゃないかなと思うんですが。例えば宮崎の日南とかですね、プロ野球選手が合宿を

する、そのときに一般住民が選手たちとの交流場所とかサイン会をやる、そこにプ

ロ野球ファンが訪れて、町外から観光に、そういった有名な選手たちを見るために

やって来る。大崎町に経済効果をもたらすことができるかどうかというのが、私は

観光の一面をやっぱり大きくすることではないかと思いますけれども。 

やはり、トレーニングセンターというのはそういうふうに、町長が言われたよう

にですねＰＲになりますが、それと併せて、アスリート以外の方々、アスリートの
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方々とサイン会をするとかですねそういった、先ほど申しましたそういう経済効果

を、いかに町が恩恵を受けるかというのが大事だと考えますが、その点はいかがで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 経済効果ということで、もちろんそれが大きな狙いになると思

っております。本町の、単に観光として捉えたときに、なかなか観光という場所、

内外の人たちが来て景勝の地で観光するとかそういったものはなかなかないところ

で、国定公園でありますくにの松原キャンプ場とか、白砂青松の益丸海岸、横瀬海

岸、こういったところは非常に大きな観光としても、人々の憩いの場としての場所

にはなり得るとは思っております。 

宮崎のキャンプ場に多くの人が来ると言うことで、これは長年の歴史があります

からそうなんですが、やはり、そこにあるのは食であると思っておりますので、や

はり、我々も長年、アスリート食とかそういったことも研究もしてまいりました

し、やはり食への誘導ということもやる必要があると考えております。 

そしてまた、本町の、先ほど申しました白砂青松の地域資源を活かした施策等

で、そこに繋げていくとか、また、近隣の町と連携してそういった観光施設をめぐ

ることとか、そういったことは大変大事なことでありますので、やはり、スポーツ

をやりながら、そこにする人、見る人、そんな見る人たちが来たときに宿泊しても

らって、そして周辺を周遊する、そしてまた食を体験する、そういったことはこれ

からやっていくべきことでありますので、努力してまいりたいと思います。 

○４番（稲留光晴君） これからやっていくという答弁でございました。 

それでは、３つ目の６ページのですね海岸保全施設整備事業で、菱田海岸防潮堤

の復旧工事を年次的に進めるとあります。今までも工法を変えて行っております

が、なぜ、恒久的工法ができないのか。私は大崎町に来て１２年目を迎えますが、

毎年、毎年工事をやっているんだと、こういう話をしますとですね、うーんとい

う、そういうはっきりしない返答が返ってくるわけです。恒久的工法がどうしてで

きないのか、町長に説明をお願いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） 海岸保全区域である菱田海岸においては、平成１２年度から平

成２３年度の間に４回の台風による災害を受けて、その都度、補修工事を行ってき

ましたが、その後、高潮や台風の影響で海岸の浸食が進み、堤防にひび割れや継ぎ

目の開きなどの損傷が確認されました。 

そこで、さらなる損傷を防ぐため、平成２９年度に県海岸保全施設整備老朽化事

業が採択され、平成３０年度から施設の全体延長１,２４０メートルのうち、被災

箇所５３０メートルの復旧工事を行っている状況であります。しかしながら、工事

着手時におきましては、波の影響を防ぐために設置した大型土嚢が、押し寄せる波
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で再三にわたり流されて基礎部分の工事ができない事態が続いたために、令和元年

度に、有効的な手段として波打ち際に製作したブロック等の設置による仮設工事を

行った後に本体工事を行うという工法変更を行っております。 

このように、波浪対策として、波打ち際に製作ブロック等を設置する工法変更で

恒久的な工事ができるようになったために、今後も、菱田海岸防潮堤の復旧工事を

計画的に進めてまいります。 

○４番（稲留光晴君） 今後も、毎年、毎年、工事を続けていくと、こういう認識でい

いわけですね。 

それでは、７ページ、４番目になりますが、県道大崎輝北線仮宿地区の歩道整備

事業を実施予定となっていると町長は述べられていますが、いつになったら工事が

行われるのか。以前も、県には要請をたびたび行っておりますと、そういう町長の

お答えでございましたが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 県道大崎輝北線の中倉税理士宅前から仮宿簡易郵便局交差点ま

での延長４６０メートルの歩道整備につきましては、事業実施の再開を再三お願い

してまいり、本年度より実施の運びとなったところでございます。 

令和２年度につきましては、測量設計委託が終了し、現在、交差点協議を行って

いるところで、令和３年度より、用地取得や補償物件などの交渉に入るとのことで

した。また、工事実施時期につきましては、用地など、ある程度まとまった段階で

工事発注となることから、現在のところ、工事着手年度については未定であるとの

ことでありました。 

このようなことから、町といたしましては、事業の早期完成に向けての要望な

ど、積極的に行ってまいりたいと考えております。 

○４番（稲留光晴君） 今、町長の答弁をお聞きしました。ある一部区間、歩道がない

ということで、住民の皆さんから要望が上がっておりますので、今の町長のお話を

お伝えすれば、非常に喜ばれるのではないかと思っておりますので、引き続きよろ

しくお願いします。 

それでは、５番目の９ページになりますが、マイナンバー制度に係るマイナンバ

ーカードの取得のための支援や交付事務については、個人情報の適正な管理に基づ

く業務の遂行に努めるとありますが、個人情報の適正な管理とは何なのかをお尋ね

をいたします。 

○町長（東 靖弘君） マイナンバーカードの事務に係る個人情報の適正な管理とは何

かとの御質問でございます。住民環境課の窓口では、番号の転記はもとより、カー

ドの番号面のコピーの禁止、未交付カードの金庫での保管などを指しております。

また、交付者への対応としましては、受取り時の運転免許証や保険証などによる本
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人確認の徹底、そして、交付後の自宅での保管方法、紛失時の警察への届出等、細

かく説明してお渡ししております。 

○４番（稲留光晴君） それは、住民課の仕事としてそういうふうに説明をされるんで

しょうけども、今述べられました町長の、個人情報の適正な管理というのは、私は

ちょっと違うと思うんですが。やはり、マイナンバーカードを使っての個人情報の

収集というのが問題だということだと思うんですよね。発行窓口では、そういうふ

うなお話をされるということなんですが、実際、マイナンバーカードにいろんな情

報が統一されてきた場合にですね、今、大崎町でも取得率が１８％というふうにな

っています。やはり、住民のニーズに本当に合っているのかどうか。私も聞かれま

した、「マイナンバーカードは持ったほうがいいんでしょうかね」こういうふうに

聞かれるんですが、国は、やはりマイナンバーカードですね一元を進めようとして

おると思います。保険証や運転免許証の一体化を普及させると、いろいろ考えはあ

るところでございますが、国の。そこ辺ではやはり個人情報の流出ということでは

危険性があるということを、私は申し上げたいと思います。 

それでは、１１ページのですね６項目、「本町にこれまでなかった新しいしごと

を創出し」とありますが、新しいしごととは何でしょうか。お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 新しいしごとの創出とは何かとの御質問でございます。まず、

本町の２０１５年の産業別就業人口の構成を申し上げますと、農林水産業を主体と

した第１次産業が２８％、製造業・建設業を主体とした第２次産業が２３.６％、

そして第３次産業が４８.３％となっており、全国や県と比較しても、第１次及び

第２次産業の割合が高くなっており、この分野での求人は多いものの、なかなか若

年者層の雇用につながっていない状況がございます。 

一方、本町は、２０１９年にＳＤＧｓ未来都市に選定されて以降、計画に掲げた

将来像の実現に向けて取り組んでまいりましたが、これまでの行政による取組だけ

では、人材、知識ともに限りがあるとの判断から、官民が連携した中間支援組織を

設立することになった次第です。 

そして、昨年１１月に、本町の取組に賛同された南日本放送をはじめとする県内

企業４社とともに、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会の設立を発表いたしました。今後、

この協議会を中心に、主に都市部企業との連携による脱プラスチック、教育視察研

修などのプロジェクトを展開してまいりますが、これに関連して、これまで本町に

なかったＩＣＴ関連事業や課題解決型事業などの人材及び企業が本町で業務を行う

ことが予想され、本町の産業構造では、これまで少なかった新しい仕事での雇用創

出に期待しているところでございます。 

以上でございます。 
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○４番（稲留光晴君） ＩＣＴ関連、今までなかった業種と、そういうふうなお答えで

すが、本町でも新しい業種に何人の方がですね仕事を求めておられるのか。若年層

が、今言われましたが、雇用につながっていないというふうな答弁でございました

けどもですね、なかなか、今、町長がおっしゃった農業分野、製造分野、これが一

番多いわけですけど、やはり、その関係で雇用を増やすと、新規就農者とかです

ね、若い人たちが食べていけるというふうな考え方のほうが私は手っ取り早いんじ

ゃないかと考えるんですよね。従来住み慣れた大崎町で仕事をする、なかなか新し

い方が新しい仕事に就くというのはですね厳しい面があるんじゃないかと思いま

す。 

今、従来の第１次、第２次、こういった面を、やはり町が所得補償なりを広げる

ことによって食べていける、稼げる農業が必要ではないかと。町長は新しい仕事を

創出するとおっしゃっていますので、それは結構なんですけども、私はそういうふ

うに考えております。 

それでは、最後の件ですが、１２ページ、寄附金の使い道についての、寄附者に

共感が得られる施策、町の活性化に繋げるとあるんですが、何をすることで活性化

につながるのかをお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 施政方針において、寄附者に共感を得られるような施策に取り

組むと述べさせていただきました。ふるさと納税制度における寄附金につきまして

は、魅力あるふるさとづくりを進めていくことを目的として、基金条例を設置して

おります。 

条例では、なのはなエコプロジェクト等の環境施策に関する事業、白砂青松等の

地域特性を生かした観光スポーツ施策に関する事業、未来を担う子どもの教育環境

の充実に関する事業、賑わいと活力あるまちづくり施策に関する事業の主に４つを

充当先として活用しているところでございます。 

これまでの具体的な施策としましては、定住住宅取得補助金や新規創業企業支援

補助金、空き店舗対策事業補助金など、多種多様な施策に活用させていただいてお

ります。寄附者の傾向から見ますと、豊富な特産品を目的とした寄附者が多いこと

はもちろんでございます。他には、近年の地球温暖化への不安もあると思われます

が、本町の環境施策や教育、最近ではコロナ対策への活用を希望されるメッセージ

が多く寄せられており、本町だけの課題解決に留まらない、世界が抱えている社会

課題解決に取り組もうとする姿勢に共感が得られているものと感じております。 

このようなことから、これまでの施策はもちろんでございますが、若年層を中心

とした世代が働きたいと思える新しい仕事の創出や、その世代が住みたいと思える

移住・定住施策など、持続可能なまちづくりのための課題解決型の施策を進めてま
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いりたいと考えております。 

○４番（稲留光晴君） 寄附金の使い道はですね町長の判断で使えるということがあり

ますけども、町長がおっしゃった分野に決めて使っているということは私も理解を

しておりますが、今までの使い方も、学校等の耐久工事とかそういった予算にも入

っているんではないかと考えます、教育分野とかですね。 

ふるさと納税の寄附をされる方々も、やはりリサイクル日本一の大崎町に寄附を

したいとか、大崎町出身でない方も寄附者が増えている。前回、町長が南日本新聞

の一面に載っておりまして、私ごとですが、有明町の高齢者の知人から、「おめで

とうございます」とそういう電話がありました。私は、ありがとうございますと、

やはり行政のそういった努力のたまものだと私は返答いたしましたから、その件で

は非常に、県内トップのですねそういった寄附金が更新できたというのは非常にう

れしいというふうに私はお話をしました。その件では、最後になりますが、この最

後の質問の、今、コロナの関連で収入が減っている方々に対してもですね、やはり

そういう使い道というかですね、使っていただける、町長の判断を広くとっていた

だければと要望をいたします。 

それでは、２番目の、家族農業を守り、食料自給率を高めることについてであり

ます。 

国内で消費された食料のうち、国産の占める割合です。日本で食べられているも

ののうち、国内で生産されたもので、残りの６３％は海外から輸入に頼っていま

す。日本国内の食料自給率は３７％、これは２０１８年、３７％と長期的に減少傾

向になっております。 

国連は、２０１９年から家族農業の１０年をスタートさせ、飢餓と貧困の克服、

持続可能な社会のために家族農業の役割を再評価し、各国に政策転換を求めていま

す。 

それでは、本町の食料自給率は幾らになるかについて質問いたします。 

○町長（東 靖弘君） 食料自給率につきましては、カロリーベースでの算出方法と生

産額ベースでの算出方法がありますが、ここではカロリーベースで回答を申し上げ

ます。 

国は、令和１２年度までにカロリーベース総合食料自給率を４５％、生産額ベー

ス総合食料自給率を７５％に高める目標を掲げております。令和元年度の国の食料

自給率は、３８％となっております。県と町の数値は、平成３０年度で県が７

９％、本町では２０１％となっております。また、食料自給率を高めるためには、

今が旬の食べ物を食べることや、地元でとれた新鮮な食べ物を食べ地産地消を図る

ことや、御飯を中心に、野菜たっぷりのバランスのよい食事をする、残さず食べ
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て、食べ残しを減らすなどし、国産の食べ物にもっと興味を持つなど、みんなで取

り組むことが重要であると認識しております。 

○４番（稲留光晴君） 本町は２０１％という数字でございますが、外国から輸入に頼

っている面が、日本国内ではですねそういう数字ということで、先ほど申し上げま

したけども、本町では２０１％、県が７９％ということで了解をいたしました。 

それでは、次の、家族農業を持続させるための対策は何かということで、５点ほ

ど上げていただきたいということなんですが、国内農業もやはり農林水産業農業構

造動態調査によればですね減少が続いていると、１５％の減少ということで、国は

なっております。また、農業経営の８割は、農産物の販売金額規模別における５０

０万円規模を占めていると、こういうデータがございます。さらに、家族農業経営

を土台にした地域農業の担い手であり、その減少がやはり地域そのものを疲弊させ

ると、こういうふうに分析をしております。また、稲作をはじめ、農家を通じた自

然環境の保全、治水など多面的機能の創出にもつながるようになっております。 

そこで、本町の過去５年間の家族経営体の推移を示していただきたいと思いま

す。また、減少率は何パーセントかをお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 過去５年間の家族経営体世帯の推移と減少率でございますが、

家族農業の推移についてですが、登録されております認定農業者の家族農業数は、

令和２年度におきましては１８４世帯、令和元年度１８８世帯、平成３０年度１８

６世帯、平成２９年度１８６世帯、平成２８年度１８６世帯、平成２７年度１７７

世帯となり、大崎町の認定農業者数でお答えいたしますと１０３％の増加となりま

す。 

また、家族農業につきましては、農林業センサスでの戸数になりますが、センサ

ス２０１０年での総農家戸数は１,７７６戸、センサス２０１５では１,４１３戸と

なり、２１.３％の減少となっており、近年も農家戸数は年々減少傾向にあると考

えられます。なお、畜産農家数につきましては、毎年飼育頭数調査等を実施してお

りますので、肉用牛農家の過去５年間の推移については、平成２８年が３７３戸、

平成２９年が３５４戸、平成３０年が３３３戸、平成３１年が３１６戸、令和２年

で３０２戸となっており、５年前と比較いたしますと、１９％の減少となっており

ます。 

○４番（稲留光晴君） 今、町長の答弁をいただきましたが、やはり国も減少してい

る、同じく、平均よりちょっと、今、町長の答弁は、平均値は本町は多いのかなと

いうふうに、畜産で言えば考えております。 

それでは、４番目の、地球温暖化による弊害は何か。その対策を示せについてお

答えください。 
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○町長（東 靖弘君） 地球温暖化による弊害は何か、また、その対策についてでござ

います。近年、地球温暖化が進み、日本でも気温上昇等による異常気象が見られ、

全国各地で集中豪雨等が発生し、本町におきましても、昨年７月に、持留地区を中

心に甚大な被害が発生しております。気象庁によりますと、我が国の年平均気温

は、１８９８年の統計開始以来１００年に当たり１.１４度の割合で上昇している

というデータもございます。 

このように温暖化は年々進んでおりますが、農作物への影響につきましても、葉

菜類などのキャベツやレタスなど、冷涼な気候を好むものは、予定より生育が早く

なり、出荷に影響が出たり、果菜類など温暖な気候を好み、低温に弱いものなど

は、高温条件で糖蓄積が進まず、品質の低下や高温乾燥に伴う日焼け化、着果率の

低下による収穫量の減収が予想されます。また、水稲では、白未熟粒の発生など

様々な弊害が予想されます。 

対策としましては、原因物質であります温室効果ガスの排出量を削減することに

より、気候変化そのものを軽減させる緩和策及び防止策と気候変化の結果生じる影

響を軽減させる適応策があると認識しております。緩和策や防止策への取組は、地

球規模での取組が必要であり、適応策につきましては高温耐性の強い農作物への転

換などを、関係機関一体となって推進していく必要があると思われます。 

以上です。 

○４番（稲留光晴君） 町長の答弁をお聞きしました。なかなか、本町だけでは当然解

決ができない、国を挙げて対策をしていると、こういうことがなければ弊害が増え

る一方ということは理解をしております。町長の今の答弁で理解を深めました。 

それでは、５番目の、戸別所得補償の復活の要請の考えはないかということでご

ざいますが、大崎町も、昨年７月で災害復旧工事も遅れた部分が、私は今回、質問

の中に入れさせていただくんですが、下持留のパイプラインから来る水が田んぼに

入らないということで、今年は稲作を諦めなければいけないと。そうしますと、や

はり米だけつくっていらっしゃる方の収入というのは計り知れない。しかし、米を

つくらなくても、他に替えてつくれる人、トウモロコシとかそういった飼料をです

ね代替で、畜産農家はそういうふうに代替が可能ですが、稲作ができない、稲作し

かできないと、米しかつくれないという方にとっては、台風災害のそういった工事

の遅れと、これは不可抗力な点もあろうかと思います。 

平成２５年まではですね主要農作物に関して、生産に関する費用と販売価格の差

額を基本に、農業者戸別所得制度がとられておりました。多くの稲作農家の再生産

と農村を従えてきたと思います。１反当たり１万５,０００円給付、それから２６

年度から経営所得安定政策に切り替わって、１反当たり７,５００円の交付金に引
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き上げられました。また、この制度も、平成３０年度産米から廃止されたわけです

ね。やはり、こういった補償制度があってこそ持続可能な米づくりというのができ

るんではないでしょうか。こういったことで、やはり戸別所得補償の復活の要請と

いうことが必要ではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 戸別所得補償については、平成２２年度に始まった、すべての

農家に対し稲作１０アール当たり１万５,０００円を支払うという、米の直接支払

交付金であり、この交付金は、生産数量目標を守った農家が対象となっていました

が、稲作を取り巻く諸情勢の変化もあり、平成２５年度に廃止の方向が打ち出され

ました。 

しかしながら、この交付金を前提に、機械・施設の投資を行ったり、行おうとし

ている農家も少なくないため、直ちに廃止するのではなく、平成２６年産米から単

価を１０アール当たり７,５００円に削減した上で、平成２９年産まで４年間の経

過措置を講じた後、平成３０年産から廃止となった経緯があります。 

国が本制度を廃止した理由として、高い関税に守られている米に交付金を交付す

ることについて、他産業の従事者や他作物を生産する農家に納得していただくこと

が困難なこと、もう１つは、農家の高齢化により進みつつある農地の流動化のペー

スを遅らせる面があるということなどもありました。 

このようなことを踏まえますと、戸別所得補償の復活の要請は非常に困難である

と思っております。 

○４番（稲留光晴君） 困難であると、町長おっしゃいました。大崎町も回っておりま

すと、やはり高齢化、もしくは後継者のいない方々のですね荒れ果てた田んぼを多

く見受けることができます。その中で、大崎町も５０代の後半、若い方々がそうい

った田んぼを借りて頑張っていらっしゃると、稲作に努力をされているという方が

いらっしゃるわけですね。その辺では、先ほど申しました下持留のパイプラインの

工事もなかなか遅れて、今年は稲作ができないということでありますけれども、や

はり、こういったことがですね今後はないことを祈るんですけど、災害も年々増え

てきている状況です。やはり、こういったことの、コロナも併せて収入減と、それ

に災害で収入減とありますので、ふるさと納税を使った使い道の検討を、また併せ

てですね、町長の判断ですけれども、お願いしたいと思います。 

それでは、最後の、新型コロナ感染症収束までの行政の役割について。対策プロ

ジェクトチームは必要ではないかというふうに思いますが、本町の取組をお聞かせ

ください。 

○町長（東 靖弘君） 新型コロナウイルス感染症の対策プロジェクトチームが必要で

はないかという御質問でございます。これまで、特別定額臨時給付金の支給事業や
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７月豪雨災害対応など、緊急的で必要な事業に対応しなければならない場合につい

ては、課の垣根を取り払い、横断的な人員配置を行い事業の推進を図ってまいりま

した。今回の新型コロナウイルス感染症のワクチン接種事業に関する職員体制整備

についても横断的な人員配置を行い、事業を進めているところでありますが、今

後、本格的に始まるワクチン接種事業に備え、職員体制も拡充する予定でございま

す。 

これからも、国の施策など緊急かつ重要な事業につきましては、必要に応じて、

その目的を達成するために臨機応変な人員配置を行うなど、迅速に事業を進められ

るように対処してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○４番（稲留光晴君） 町長の、今、人事配置を心がけているということですが、通常

業務の妨げにならないようにというのが私のこういった考えなんですが、当然、そ

ういう通常業務の妨げにならないというお考えで人事配置ということで理解してい

いんでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 通常業務の妨げにならないという御質問でございますが、そう

いったことが懸念されるので、辞令を交付して、それで専門的にその職務に当たる

という体制でプロジェクトチームについてはつくっていると御理解いただきたいと

思います。 

○４番（稲留光晴君） つくっているということですね。わかりました。 

２番目の、地方創生臨時交付金、何にでも使えるお金が残高は幾らかをお尋ねい

たします。 

○町長（東 靖弘君） 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきまし

ては、国の第１次・第２次補正予算におきまして、本町への交付額は３億８,７０

４万９,０００円と示されているところであります。本町独自のコロナ対策に活用

できる交付金としまして、これまで子育て世帯への臨時特別給付金やプレミアム商

品券事業、ＩＣＴ教育事業や感染症対策用品の購入品等に活用させていただいてお

ります。 

今回の第７号補正予算で計上させていただきました、新たなプレミアム商品券事

業費などのコロナ対策費を含めまして、国の第２次補正までの交付金はすべて充当

させていただく見込みでございます。 

また、先日、国の第３次補正予算におきまして追加されました臨時交付金につき

ましては、国の繰越予算になることから、本町の令和３年度予算として今後計上さ

せていただく予定でございますので、準備ができ次第、改めまして御提案させてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 
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○４番（稲留光晴君） 新たな、また予算が出るということで提案をされると、そうい

うことですね。今までも地方創生という名のもとで、本町がいろんな給付をやって

まいったのは存じておりますが、私はどの分野に使うのかというのをお尋ねしたの

は理由がありまして、やはり、国も予算をこういったところに増やそうということ

でやっているんですが、特にひとり親家庭、非正規雇用者の解雇などに伴う収入減

少、世帯主などの収入減少などへの支援が、今後ますます大事ではないかと考えま

す。当然、本町としても調査とかアンケートとかですねそういったことはされてい

ると思います。今、私が申し上げましたひとり親家庭、非正規雇用者、特に女性の

方が多く、給付金が必要ではないかとこういう声が聞こえてまいりますが、この点

について、町長の今度の予算の使い方をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） また、第３次補正予算での内容、先ほども全員協議会の中でお

話をさせていただきました。内容等につきましては、また改めて提案させていただ

くという形になろうかと思います。 

ひとり親家庭とか、世帯主への支援ということが御要望でありますが、国の施策

の中でいろいろと、社会福祉協議等が取り扱っている給付金とかいろいろなのがあ

りますので、そういう対応等も御利用いただければと思っております。 

○４番（稲留光晴君） それでは、次の、予算の町長の使い道を、今、私が提案申し上

げましたところに使っていただくように期待をしております。 

最後に、令和２年は、コロナ発生後、本町でも生活の糧となる収入はすべての業

種で減少しました。国の補正予算にて住民への支援が広がって、町独自でも給付金

が出されております。国からの持続化給付金制度申請に本町はいち早く取り組み、

内外から賞賛の声が寄せられました。リサイクル率トップ、ふるさと納税寄附金は

最高額を更新しました。住民からは、「持続化給付金１００万円がもらえて大変よ

かった。サツマイモ基腐病で収入が大幅に減少したけども、引き続き今年も植え付

けをしよう」と、こういう話もお聞きしました。特に、県内行政として本町のみが

持続化給付金申請の相談窓口をつくってくれたことに、住民の暮らしを守るという

ことでは誇りと考えます。令和３年も、住民の声を聞き入れ、解決されていかれま

すようお願いして私の一般質問を終わります。 

○議長（宮本昭一君） 次に、２番、富重幸博の質問を許可いたします。 

○２番（富重幸博君） 皆さん、こんにちは。さきの通告に基づきまして、ふるさと納

税制度の関係、それから大崎町の歴史編纂の考えについて質問をしてまいります。 

まず、最初に、我が町におけるふるさと納税制度の活用効果をどのように評価し

ているかについてお尋ねいたします。 

ふるさと納税制度は、生まれた故郷や応援したい自治体に寄附ができる制度で、
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手続をすると、寄附金のうち２,０００円を超える部分については所得税の還付、

住民税の控除が受けられる制度であります。我が町においては、制度開始の平成２

０年の寄附金額１６９万円からスタートし、令和元年には、これが１万９,４４３

件で２８億４,０００万円を超えるまでに至っております。さらに、令和２年度に

おいては寄附総額が実績見込みで５０億円を突破ということで、町民にとっても大

変誇らしく、うれしい結果となったことに対し、この間の担当課及び関係各位にお

ける大変な御苦労と御努力に対し、心から感謝申し上げます。 

そこで、町長として、収入支出の両面から、このふるさと納税制度そのものの活

用効果をどのように評価しておられるかお尋ねし、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 地方自治体における課題が山積する中、国県補助金等の依存財

源に頼らざるを得ない状況では、なかなか予算措置が難しい状況でございました。 

そのような状況の中、平成２７年度の税制改正により拡充されたふるさと納税に

力を入れた結果、多額の御寄附をいただくことができ、学校や庁舎への空調設備や

給食費の半額助成などの施策を実施することが可能となり、本制度による財源確保

は非常にありがたいと認識しております。 

以上でございます。 

○２番（富重幸博君） 現在は、年月を経て、返礼品の数も増えてきたとお聞きしてお

ります。そこで、返礼品の品数はどのような現状で、実際の返礼品の送付に当たっ

ては、どのような傾向が感じられますか。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年２月末現在で５４３件の返礼品を登録しております。

法改正後は、地域産品に限定されており、大崎町の特産品であるウナギ、マンゴ

ー、畜産物などに多くの寄附が寄せられる傾向にあります。また、令和２年度は、

コロナ禍の巣ごもり需要の影響で、特に真空パックなどの加工品が、全国的にも人

気になっている状況でございました。 

以上でございます。 

○２番（富重幸博君） ふるさと納税返礼品に関係します法人等の事業者の業績や法人

町民税の納付状況に、何かしらの相乗効果が認められますか、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） ふるさと納税額の３割以内が返礼品と定められておりますの

で、本町への寄附額の３割程度は、確実に本町事業者への収益につながっているも

のと思われます。 

ただ、収益増加により新たな設備投資も行われており、単純に法人住民税の増加

とはなっておりませんが、設備投資が地域経済へ好影響を与えているものと認識し

ております。また、人口減少に伴い、納税者数も減少しているのに対し、個人町民

税は増加傾向にあることから、個人事の所得向上につながっているものと思われま
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す。 

○２番（富重幸博君） ただいまの答弁で、ある一定の効果が出ていると、法人の場合

には、おっしゃるように設備投資とかいろんなケースが出てまいりますが。 

続いてですね、返礼品に関係する個人や法人経営の事業者の皆さんに、通常の販

売をされる場合のパッケージなどに、ふるさと納税のＰＲチラシや、町の観光と

か、何かそういうのを梱包できないものか。何か制約があるのか、そこらあたりは

いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 令和元年度の税制改正によって、過度に返礼品をＰＲし寄附を

募集することが適切でないとされており、御質問の、同封は難しいと思われます

が、町の魅力を発信するという趣旨は非常に大切であると認識しておりますので、

可能な手法がないか検討させていただきたいと思います。 

○２番（富重幸博君） 前向きに、そういう形のものも検討していただくということで

ございます。 

さて、新型コロナの流行により、国家財政や大都市においてもですね財政調整基

金等の枯渇が懸念されておりますが、ふるさと納税制度の今後の方向について、国

策でもありますが、町長としてどのような認識を持っておられますか、お示しくだ

さい。 

○町長（東 靖弘君） 新型コロナウイルス感染症対策として、多くの自治体が関連予

算を計上しており、特に、感染者の多い都市部における財政調整基金等の支出が多

いと認識しております。本町には都市部からの寄附額が多く、都市部の税収減及び

財源不足などの理由から、ふるさと納税制度そのものが改編される課題等もあるも

のと認識しており、危機感を持っているところでございます。 

○２番（富重幸博君） 次の質問に入りますが、大崎町ふるさと特産品振興事業協同組

合の活動状況と今後の方向、取組について、どのように考えているかをお尋ねいた

します。 

令和元年度９月、この組合が、事業者間の連携をもとにした意見情報の交換を行

いながら、地域振興への寄与を目的として設立されたとあります。まだ期間が短い

ですけれども、任意の組織ということになるかと思いますが、町長として、この組

織の活動状況、今後の方向・取組について、どのように認識しておられるかお示し

ください。 

○町長（東 靖弘君） 令和元年度に設立されたふるさと特産品振興事業協同組合は、

事業者間及び地域のつながりによる新たな特産品開発や、寄附者が継続して寄附い

ただけるサービス、そして都市と地方を繋ぐイベントの企画運営等を実施すること

により、寄附の増加のみならず、継続的な寄附者となる関係人口の創出に向けて活
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動を展開しております。 

また、今後は、組合員の収益増加による法人住民税の増加や雇用の創出など、地

域経済への波及効果が期待されるところでございます。 

以上です。 

○２番（富重幸博君） このような組織が立ち上がってくるということは、大変喜ばし

いことであります。組織の運営ということになりますと、資金的な問題や継続的な

事業運営、今後の発展などを踏まえた課題もあるかと思います。そして、本町特産

品の振興につながる役割を果たしてくれるという形で発展してほしいと思います

が、記事の中にですね、この組織が「町からふるさと納税ＰＲ事業を受託し」とご

ざいました、昨年１１月の広報おおさきですね。この委託に係る金額と具体的な業

務の内容について説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年度予算では、ふるさと納税ＰＲ業務委託料７億５,１

０８万円のうち、事業協同組合への委託料として２００万円を計上しております。 

具体的な業務内容は、先ほどの答弁で申し上げた、新たな特産品開発や都市と地

方を繋ぐイベントの企画運営及びセミナー等の研修活動を実施することにより、寄

付の増加のみならず継続的な寄附者となる関係人口の創出を図ることとしておりま

す。 

○２番（富重幸博君） この大崎町ふるさと特産品振興事業協同組合の事務局体制はど

のようなものか。常勤の事務員の方とか組織体制及び今後を含めた運営補助金の考

え方について、説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 本組合の事務局体制についてでございますが、企画調整課の商

工振興係において事務局を担っております。現在のところは常勤の事務員を置くに

は至っておりませんが、最終的には自立・自走できるよう、準備を進めてまいりた

いと思います。 

○２番（富重幸博君） 広報おおさきの記事の中でも、組織の活動方向として、特産品

の開発、販売についても記述がございます。実際、ふるさと納税返礼品を含む特産

品の開発は、地域間競争の中で重要なポイントになってまいります。そこで、町長

として、ふるさと納税返礼品に限らず、特産品の開発販売の状況と今後の課題につ

いて、どのように認識しておられるかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） ふるさと特産品振興事業協同組合は、新たな特産品の開発も目

的の一つとしており、組合員が中心となり、加工場の借り上げやセミナーを開催す

るなど、活動を行ってきております。 

先ほども申し上げましたように、事業者間のつながりによる新商品も開発されて

おり、道の駅などで販売されているものもございますが、まだ種類が少ない状況で
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ございますので、出品先の１つとしてのふるさと納税制度を活用しつつも、ふるさ

と納税以外でも販売できるような新たな特産品の開発が進められるよう支援してま

いりたいと考えております。 

○２番（富重幸博君） 実際の話、我が町の特産品として位置づけられたものが、どれ

ほどの品目、数量に及ぶか見当もつかないところでございますが、今後もインター

ネットの活用が重要になってくるだろうと思います。この組合においては、錦江町

の事業者融資と共同販売を行ったりしておりますが、インターネット活用と広域連

携、特に他の大隅広域圏の市町との取組について、どのような認識をお持ちでしょ

うか。 

○町長（東 靖弘君） コロナ禍の巣ごもり需要などに対応できるよう、令和３年１月

には、特産品事業協同組合において「結いモール」というインターネット特産品販

売サイトを開設しております。 

また、昨年は、都市部への販売もリモート方式で開催されております。ほかに

も、御質問にございましたとおり、錦江町との共同での特産品販売など、広域的な

取組も開催されております。今後も、他自治体生産者との交流により、ＰＲ効果や

新たな技術習得につながることを期待しております。 

○２番（富重幸博君） 特産品ということになりますと、この組織への支援が肝要とい

う面では、農林振興課などの職員の方も、必要に応じてオブザーバーとかですね何

らかの形で検討会とか参加できたらどうかと思います。より魅力的な活動を促進で

きる場合もあるかと思いますが、この点について、町長としてどのようにお考えで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 役場内の横断的な連携による取組についての御質問であると思

いますが、総合計画の策定段階において専門部会を設置し、これまで、町の施策に

ついての重点目標、重点プロジェクトの企画立案など、課をまたいだ横断的な連携

などを行っております。今後、ふるさと納税制度だけでなく、各分野においても、

必要に応じて横断的な協力体制をとる必要性は認識しているところでございます。 

○２番（富重幸博君） 続きまして、ふるさと納税ポータルサイトの拡充と効果をどの

ように評価しておられるかについてお尋ねします。我が町のふるさと納税が伸びた

背景として、令和元年度から、ふるさと納税ポータルサイトを１つから４つへ拡充

し、結果として、寄附金額が過去最高を突破したと記事にありましたが、町長とし

て、この効果をどのように評価しておられますでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 本町が平成２９年度に約２７億円という、当時、全国の町村で

１位の寄附額をいただいた際のポータルサイトは、株式会社トラフトバンクのみで

ございました。その後、全国に競合他社が続々と生まれ、寄附窓口が多いほうが寄
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附者の利便性につながるとの考え方から、令和元年度にはポータルサイトを４社に

増やしました。その結果、令和元年度は過去最高の約２８億円となり、効果があっ

たものと認識しております。 

○２番（富重幸博君） このように増やされたということは、相当な効果を生んだとい

うことでございます。この制度下においては、返礼品の額は３割以内とし、残りの

うちから、ふるさと納税に係る業務委託及び手数料、必要経費を支払った残額が、

本町に寄附収入として入ることになります。この委託料等の支払いの相手方と支払

額は、元年度決算で見るとどのようになっておりますか。 

○町長（東 靖弘君） 業務委託料については、主にふるさと納税に関する証明書の発

行や電話対応、町内事業者への返礼品の発送に関する事務に関し、役場とその他事

業者との連携を担う中間事業者として募集し、委託を行っております。 

相手方は株式会社ＪＴＢでございます。業務委託料についての決算額は７億１,

１７２万円でございます。また、手数料については、主に、先ほどお答えいたしま

したポータルサイトが行うインターネット上での寄附募集に関する掲載及び決済手

数料となっております。令和元年度においては、株式会社さとふる、楽天株式会

社、株式会社トラフトバンク、ＫＤＤＩ株式会社で、手数料の決算額は２億６４５

万円となっております。 

以上でございます。 

○２番（富重幸博君） 委託料執行に係る契約は、本町と各サイトともに、委託業者も

含めてですが、相乗効果を上げるために、数量実績等による出来高払いが基本とな

っていると思いますが、セットでの一括契約というのもあるのかどうか、そこらあ

たりはいかがでしょう。 

○町長（東 靖弘君） 中間事業者への業務委託料に関しては、寄附額に応じて事務が

発生することから、出来高払いでございます。 

○２番（富重幸博君） 実際のところ、ふるさと納税を手がけるポータルサイトが、全

国で何社あるかわかりませんが、本町の財政状況を踏まえると、経費はかかって

も、さらなるですね寄附金収入は願ってもないことであります。係る事務の繁雑さ

もあるかもしれませんが、今後さらなるサイトの増加について、現時点ではどのよ

うにお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどの答弁で、寄附者の利便性を考え、ポータルサイトを増

やすことにより寄附額増加の効果が見込められることから、令和元年度４社、令和

２年度６社と、段階的に拡充してきており、寄附額増加の要因となったものと考え

ております。 

ただ、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症による巣ごもり効果が
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あったと考えており、状況を見ながら判断をしてまいりたいと思います。 

○２番（富重幸博君） 巣ごもり効果とか、状況を見ながらと、実際そのとおりかと思

います。 

次に、ふるさと納税制度のさらなる活用面における課題と今後の方向についてお

尋ねしてまいります。 

我が町における自主財源は、平成元年度決算で、基幹となる町民税ベースで５億

３,０００万円、固定資産税約７億１,０００万円で、これに各税目を加えても総額

で約１３億８,０００万円となっています。今後、少子高齢化が一層進んでいく中

での人口減少、基幹産業である農林水産業においても、農家戸数が平成２７年度の

１,４１３人から、僅か５年後の令和２年度速報値によりますと６５１人まで、５

４％近く減少しております。また、ここ数年の新規就農者数が一桁台で推移してい

ることなどを踏まえると、ふるさと応援基金の活用という面で思い切った工夫を積

み重ねていく必要があると思います。 

このようなことから、ふるさと納税制度のさらなる活用面における課題と今後の

方向について、町長としてどのように考えておられるかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） これまで、多くの皆様から御寄附いただきましたふるさと納税

でございますが、令和元年度までの基金の積立額は約１９億円を超えているところ

でございます。 

活用面に関しての課題としては、これらの使い道や制度について、寄附者及び町

民への周知を行うことが重要かと思っております。今後も、ふるさと応援基金条例

に基づきまちづくりのために活用させていただき、寄附者の共感を得てまいりたい

と考えております。 

以上です。 

○２番（富重幸博君） ふるさと応援基金条例第７条の中では、第３項で、賑わいと活

力のあるまちづくり施策に関する事業が上げられておりますが、新規創業、新たな

事業を起こすための起業支援が必要に大事なってまいると思います。この現況はど

のようになっているか、説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 新規創業起業支援補助金の実績でございますが、平成２８年度

から令和２年度までの９件の実績がございます。また、令和３年度においても、新

規事業者に関してはコロナ対策支援等の拡充を図りたいと考えております。 

以上でございます。 

○２番（富重幸博君） このような起業支援について、実績が見られるようです。令和

３年も、引き続き、こういうことを起こしていただきたいと思います。 

ふるさと応援基金使い道についての多様化という面でですね、人口問題でいきま



 

－ 92 － 

すと、我が町における２０２０年の総人口は、１０年前と比べて２,０００人近く

減少しております。現在１万２,３８５人で、高齢化率約４０％であります。生産

年齢人口は、１０年前と比べ、１,８８８人減少して、２０２０年現在で６,０８８

人であります。さらに、出生児については、これまでおおむね１００人前後で推移

していたものが、２０１８年には７４人、２０１９年は７１人、２０２０年は６０

人というものであります。このような人口動態を踏まえて、我が町において政策的

に活用できる自主財源が乏しい中で、ふるさと応援基金の使い道について、多様化

を図りながら重点的かつ効果的な施策の実現を目指すべきと考えますが、このこと

について、町長としてどのように認識しておられるかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 現在、基金条例で５つのまちづくりのための施策に活用できる

よう定めており、ほぼすべての分野に活用できるものと考えております。 

多様化については、住民及び寄附者の動向を見極めながら検討してまいりたいと

考えます。 

○２番（富重幸博君） 検討していきたいということでございます。大崎町ふるさと応

援基金の条例改正の必要はないかということでお尋ねしますが、人口減少の鈍化を

図る、定住促進を進める、担税力のある若い世代の定着を進める、現行基金条例の

中では、環境政策とか観光スポーツ、子どもを育む、それから賑わいと活力のある

と、そういうことでその他目的達成のために町長が必要と認める事業とございま

す。 

人口問題はもう喫緊の課題でございますので、定住促進、移住・定住を促進する

ための支援策に基金を持っていくというのをこの中に盛り込む必要があるんじゃな

いかなと。実際に、賑わいと活力とか、今の４項目の中で当てはめていけるでしょ

うけれども、もう、本当に人口問題をという意気込みを示すためにも、条例の中も

また検討していただけないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 施政方針においても、人口施策の充実を申し上げており、人口

問題が喫緊の課題であると認識しております。 

御質問の趣旨は理解できますが、現在も、基金を活用しての家賃支援や住宅取得

などの施策を行っており、条例改正のことにつきましては検討させていただきたい

とお思います。 

○２番（富重幸博君） 現行条例で対応される場合ですね、運用面のところで定住促進

賃貸住宅の家賃補助とか空き家リフォーム促進補助とか、こういうものの金額の嵩

上げをですね是非検討していただきたいと思いますが、その点についてはいかがで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 人口施策の充実に資すると思われる貴重な御提案でございます
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ので、こちらのほうも検討させていただきます。 

○２番（富重幸博君） ただいま、検討していきたいということでございます。急激な

出生人口の減少、これは、もう危機的な影響を我が町に及ぼしてまいりますので、

若い層の定住促進をするためにも、宅地取得費の補助金の新設などをですね是非検

討していただきたいと思いますが、この点についてはいかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 人口問題は喫緊の課題だと私自身も捉えておりますので、既存

の助成制度との関係性をかんがみ、検討をさせていただきます。 

○２番（富重幸博君） 最近、私も移住希望者などから相談を受けたら、集落内なんで

すけれども、排水路がなかったり、道路の整備が不十分なケースがございました。

定住促進のための関連インフラとして、道路と排水路とかですねそういうのも財政

的にですね、条例の目的に沿って、ふるさと応援基金の充当を積極的に対応してい

ただくということはできないかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 可能であれば、ふるさと応援基金の活用にかかわらず対応して

いく必要があると認識しております。具体的なケースにより判断が分かれるところ

と思いますので、個別に判断をさせていただきたいと思います。 

○２番（富重幸博君） 今回、令和３年度の当初予算におきましても、農林振興課関係

で、担い手確保支援事業補助金及び次世代担い手家賃支援事業補助金が予算措置さ

れております。今後の方向として、ふるさと応援基金を活用して、一層の拡充を図

っていく考えはないか、考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） ふるさと応援基金の活用は、条例の趣旨に合致すれば対応は可

能であろうと思います。財政状況を考慮して判断させていただきたいと思います。 

○２番（富重幸博君） 地場産業の振興方策と６次産業化につながるふるさと納税返礼

品の開発についてお尋ねしますが、細山田に鹿児島県農業開発総合センター大隅支

所がございます。そういうところから、最先端のバイオ技術とかですねそういうの

を活用して６次産業化を目指そうという方々を支援していく、これにこの基金を使

うとかですね、そこらあたりについてはどのようにお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ふるさと納税返礼品事業者につきましては、鹿児島県農業開発

総合センター大隅支所を活用され、これまで、マンゴーカレーやウナギのレトルト

品など、新たな特産品の開発につながっている事例もございます。今後も、各事業

者に対し施設案内なども積極的に展開してまいります。 

○２番（富重幸博君） 是非ですね、これは積極的に活用して、よその町に負けないよ

うなですね製品開発を目指していただきたいと思います。 

それからですね寄附者との交流イベント、グリーンツーリズムとの連携強化につ

いてはいかがでしょうか。今後、どのように考えておられるかお示しください。 
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○町長（東 靖弘君） これまで、寄附者を招いてのツアーの開催や、東京、大阪駅な

どでのイベントでの交流を通じ、継続して応援していただけるような取組を行って

まいりました。また、一方では、寄附者御自身が、生産農家に直接訪問いただく機

会も数件ございました。コロナ禍でもできる取組なども、グリーンツーリズム協議

会や関係機関との連携を図り、関係人口の創出を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

○２番（富重幸博君） 是非ですね大崎に愛着を持っていただき、ふるさと納税にも、

またつながる方々を増やすためにも積極的に進めてほしいと思います。 

次に入ります。行政としての継続的な推進体制の充実についてお尋ねします。 

我が町における自主財源としての町税収入については、先ほどお示ししました。

しかしながら、実際に、一般会計から公共下水道をはじめ、国保、介護、後期高齢

者、そういう特別会計への繰出金も、令和元年度決算で見ますと約８億円弱に達し

て５８％で、このようなことからも取れるところは、とにかくふるさと納税を引き

上げていけるようにですね体制の整備が必要ではないかと思いますが、町長として

のお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 現在、商工振興係職員２名及び会計年度任用職員２名の体制で

事務を行っております。繁忙期やコロナ対策等の商工業支援と同時に行っている関

係で業務が偏っているのが課題ではございますが、他の部署の協力を得ながら業務

を行うなどの対応をとらせていただいております。推進体制の整備につきまして

は、本町全体の組織体制や職員数を考慮し、検討してまいりたいと思います。 

○２番（富重幸博君） よく、縦割り行政とかいうお話もあったり、横串を通したと

か、最近よくいわれます。そのところで完結できるのが一番いいわけですが、ふる

さと納税推進室を設置して、いろんな形での機能充実を図る考えはないか、町長の

考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどの答弁と同じ回答になりますが、ふるさと納税だけでな

く、本町全体の組織体制や職員数を考慮して、検討してまいります。 

○２番（富重幸博君） ふるさと納税に関して質問してまいりましたが、企業という意

味では、南日本新聞に、３月５日ですね「南大隅にビール工房」というのが記事に

なって、これを切り抜きされた方もいらっしゃるかと思いますが、このような起業

家を育てるためにもですね基金のところで、そういう人材育成とかですねそういう

のにも努めていただきたいなと思います。これは、要望です。 

それと、もう一つ、肝付町がホームページでですね、ふるさと応援基金なんかを

財源にしているかはわかりませんが、エコ給湯なんかにも２万円とか、住宅用太陽

光発電設備に７万円とか、それから木造住宅の耐震化の助成とかですね危険家屋の
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解体撤去、本町の場合には住居の用に供する母屋を対象にしておりますが、危険家

屋の解体としていろんな附属屋とか畜舎跡とかございます、そういうところまでも

取り上げております。こういう、よその市町においても、人口を増やすためにいろ

んな対策を講じておるわけですね。そうすると、メニュー化したものをお互いに比

較して、定住の支援が変わらなければ、そちらに行ってしまう。Ｉターン・Ｕター

ン・Ｊターンが、そちらに行く人たちができるだけ本町のものに、情報に目をこら

し、耳を傾けていただけるよう、ほかのところにプラスアルファ、プラス、ほかの

市町にないものをですね定住促進のメニューとして、是非、前向きに検討していた

だきますよう要望いたしまして、この質問を終わります。 

次に入ります。大崎町の歴史書編纂の考えを問うというものでございます。 

今、通史としての大崎町史がここにございます。私が今回この質問をするきっか

けは、益丸地区水田ほ場整備事業採択申請のためにですね地区事業調書作成に当た

って、耕地課職員の皆さんと地元の益丸地区の記念碑を調べたときから、郷土史の

重要性を再認識したことによります。 

このとき、担当職員とともに記念碑を調べたところ、長年の風雨による劣化のた

めに文字の判別がかなり困難な状態でありました。そこで、やむなく図書館の大崎

町史をひもといたところ、当時の記録とともに、記念碑の碑文や当時の関係者の動

きもしっかりと記録として残してあり、調書作成に事なきを得た次第であります。 

このようなことから、郷土史の編纂は、今日に至る先人の命と暮らしを守るため

の知識や知恵が凝縮された、実際の生活を取り巻く貴重な記録の宝庫であります。

後世にしっかりと伝えていくべきものではないかと思いますが、このことについ

て、教育長の認識をお示しください。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

郷土の歴史編纂に関する認識についての御質問でございます。大崎町は、先人の

たゆまぬ努力の積み重ねによって、これまで築いてまいりました。大崎町を取り巻

く社会情勢の中で、祖先はどのような生き方をしてきたのか刻んでいるのが、郷土

の歴史だと考えます。自分たちの地域の成り立ちを知ることは、現在、地域にある

課題の原因を知ることにもなります。これからの地域づくりのヒントを得ることも

できます。後世に伝えていくべき、過去の貴重な資料をまとめ、残すことは、大変

重要なことだと認識しております。 

以上です。 

○２番（富重幸博君） 次にですね、郷土史としての現在の資料づくりなどの取組状況

はどうなっているかについてお尋ねいたします。 

担当部署でそれぞれ、いろんなものを発行しておられるようですが、現在の取組
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状況、社会教育及び学校教育部門での取組状況ですね、それについてお示しくださ

い。 

○教育長（藤井光興君） 社会教育課のほうでは、大崎町史明治１００年が昭和５０年

に発行されて以来、文化財保護審議会委員を中心としまして、昭和５９年から平成

８年にかけて１１冊の資料が発行されております。 

その後、平成１８年から、広報紙におきまして「歴史を歩く」と題しまして、本

町にかかわる歴史等につきまして掲載しております。これにつきましては、現在、

町のホームページで公開しているところでございます。 

このほか、平成２３年度に、大崎歴史探学会の協力により、「大崎の歴史を旅し

てみませんか」を発行し、街歩きや各講座等に活用いたしました。また、平成２７

年度に開催されました国民文化祭の際には、シンポジウム誌として、「横瀬古墳と

大和王権のつながり」を発行しております。 

学校教育分野では、小学校３・４年生、ご存じだと思いますけど、３・４年生の

社会化の副読本として、文部科学省の指導要領にのっとり、「私たちの大崎町」と

して、５年ごとに改定発行しているのが、これであります。 

この副読本では、まちの様子、商業、農業、工業で働く人たちの暮らし、変わっ

てきた人々の暮らしや行事、暮らしを守る、住みよい暮らし、水やごみなど、大崎

町の様子を、写真をいっぱい使って編集しております。 

以上です。 

○２番（富重幸博君） ただいまの説明で、郷土史、研究史、小中学校教材と、実に多

岐にわたる努力の成果をですね説明いただきました。 

ところで、小中学校教材を含めて、郷土史については、これから平成生まれの後

半の世代や令和生まれが入学してくることを踏まえると、通史にいきますとそうで

すが、近現代史としての昭和から平成までの出来事も、もう歴史の一部となってま

いりますので、しっかりと整理しておく必要があると思います。このような観点で

の取組について、教育長としてのお考えをお示しください。 

○教育長（藤井光興君） 学校の教科の中では、大崎の歴史について、年を追って学ぶ

ことはありませんが、教育委員会としましては、大崎の子どもたちに郷土への自信

と誇りを持たせるために、五、六年前でしたか、大崎学ということで小学校５年

生・６年生と中学１年生に、総合的な学習の時間に３時間ずつ、大崎の歴史・跡と

環境・産業について学習してもらっています。その指導経過の歴史の内容を見ます

と、ここにございますが、地域文化財、踊り、横瀬古墳や町内から出た土器等の出

土品になっております。各学校では、盆踊りや神舞、戦争遺跡や戦争体験者の話等

も学習しているようであります。 
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学校の時間割の中での指導は、時間的に厳しいので、夏休み等を使って、大崎っ

子歴史探検隊とかの講座で開講して学ばせています。また、大崎学の歴史内容につ

きましては、今後、もう少し検討してみたいと思っております。 

以上です。 

○２番（富重幸博君） 次に、現行の大崎町史（明治百年）について、どのように評価

しているかをお尋ねいたしますが、現行の大崎町史は、明治百年事業の一環とし

て、郷土史の編集が企画されたものでございます。それ以前の明治２６年に、郷土

史家の救仁郷断二氏による郷土史があったことから、専ら明治維新の１００年を１

期として、その後の歩みを編纂することになったとございます。 

このようなことから、現行の大崎町史においては、明治維新から、さきの第２次

世界大戦終末の昭和２０年８月１５日までを区切りとしてまとめることとし、資料

集めに入った、とございます。これは、昭和４０年代に入ってからであります。途

中、中断を経て、正式に５名の委員の方々が、町からの委嘱を受けて、昭和４７年

４月から資料集めなどを再開したとあり、発刊は昭和５０年３月でございます。発

刊に当たっては、当時の大崎町長、中浜直志氏並びに教育長の三浦政蔵氏が、郷土

史編纂の喜びとともに、編集に当たってこられた方々の労をねぎらう言葉が冒頭に

寄せられており、そこで、教育長として、これまで、この郷土史をごらんになられ

たことと思いますが、率直に言って、どのように感じ、評価しておられるかお示し

ください。 

○教育長（藤井光興君） 大崎町史（明治百年）は、昭和５０年８月に、明治維新か

ら、おっしゃったとおり、第２次世界大戦終末までを区切りとして編纂発行されて

おります。内容は、偉人の救仁郷断二先生の、古代から幕末編の史書とは違って、

行政、農業、産業、交通・通信、経済、庶民生活などの分野ごとに情報を集め、６

００ページを超える郷土史として編集され、検索もしやすい書冊となっておりま

す。相当な労だったろうと思っております。 

明治から近代までの大崎町の変遷がよくわかる、貴重な資料だと思っておりま

す。評価しております。 

以上です。 

○２番（富重幸博君） 私も読んで、大変な労作だと感じました。 

そこで、これに続く続編ですね、現行の大崎町史は、先ほども申しましたよう

に、明治１００年を記念して、明治元年から昭和２０年まで７７年間を実際編集し

たものでございます。これは、町史編集に取り組む昭和４３年時点で、明治維新後

１００年が経過していた、このようなことからですねそういう形になったんだろう

と思います。 
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ところで、この編纂に当たっては、資料の収集から編集に当たって、大変な御苦

労があったことが、発刊の言葉や編集後記からも伺うことができますが、これは誰

が考えても大変な作業だったであろうことは申すまでもありません。この編集後記

では、過去の空白期間を埋めるために、昼夜の別なく委員の活動が行われ、役場の

倉庫を漁り、諸役所や旧家を訪ね、古い記録や遺物を見せてもらったり、古老の話

を聞いたりした苦労話にも触れておられます。そして、これが、大崎町史（明治百

年）としてまとめられたということに対し、ましてやですねいろんな形で大変な御

苦労があったと思います。 

ここで、私が心配しておりますのは、もし、戦後編といってもですね、これに編

纂に当たってこられた方が、昭和２２年８月１５日以降は後進の方々にお願いした

いと、続きをつくってくださいということですね。ところが、戦後編といいまして

も、既に昭和２０年から７６年になることを踏まえると、資料収集をはじめ膨大な

作業が必要となったことから、事は簡単に運ばないだろうと思います。このような

ことからですね新たにこれを取り組む必要があると思います。令和３年度の町長の

施政方針において、初めて大崎町史編纂に着手していきたいとの考え方が示されて

おります。大いに評価したいと思いますが、予算面の裏付けを含めて、今後の町史

編纂について、町長としての認識をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 先人の残された足跡は、本町の発展に大きく寄与するものと考

えておりまして、その足跡を残すことは、これからの大崎町におきましても非常に

重要なことであると考えております。 

そこで、これまで発行されております大崎町史が持つ意味を考慮しますと、戦後

から昭和、平成の大崎町の歩みにつきまして記しておくことは非常に重要なことで

あると認識しておりますので、令和３年度から、新たな大崎町史を編纂するための

資料収集に着手することとしております。 

○２番（富重幸博君） 前向きな答弁をいただいたところでございます。 

それでは、５番目の、記録としてのアーカイブズの取組に対する予算化の考え方

です。アーカイブとは、重要記録を保存・活用し、未来に伝達することをいいま

す。一般的に、書庫や保存記録と訳されることが多いですが、元来は公記録保管

所、または公文書の保存所、履歴などの記録を保存していく場所という意味でござ

います。このようなアーカイブズの考え方を、大崎町史を編纂する場合に必要とい

たします。しかしながら、民間の郷土史愛好家や研究者も高齢化が進み、資料や知

識の収集も年々困難になってきつつあります。このようなことからも、できるだけ

早く手をつけていかないと、昨今の断捨離の風潮や伝承者の不在から、大きな歴史

の空白を埋める作業がより困難になっていくことが想定されます。このようなこと
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を踏まえ、ＡＩ技術の発展を取り込んで、音声や３Ｄ画像も取り込んだ、デジタル

版としての発展的なアーカイブズの取組を一刻も早く予算化する必要があると思い

ますが、町長としてのお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） アーカイブズの取組に対する予算化についての御質問でござい

ます。郷土史の編纂や、その資料等の保存につきましては、現時点では想定できな

いような様々な予算の対応が必要になるものと考えられます。 

そこで、質問のアーカイブに対する予算化につきましてでございますが、本町の

歴史に関する資料は、いずれもが重要な図書であると考えておりますことから、時

代に応じた電子媒体による保存方法を含めまして、最適な保存方法をとるための予

算の必要が生じましたら、適切な対応を検討してまいりたいと考えております。 

○２番（富重幸博君） 施政方針の中ではですね大崎町史編纂に取り組んでいくとあり

ましたが、予算を見たら２万円です。これはですね、もうどんどん、どんどん歴史

は風化してまいります。先ほど来申し上げますようにですね各種郷土学者の資料は

揃っておりますけれども、今からですね、平成後期から令和生まれの子どもたちが

昭和史を学ぶ、平成史を学ぶという時代に入っていくわけですね。そのようなこと

を踏まえますと、歴史の編纂に当たっては、頻発する自然の驚異や社会・経済の変

動に正面から立ち向かいながら、この地で生活してきた先人の絶えざる汗と努力の

結晶が今日の我が町、大崎町を形づくっていることを、しっかりと記録として残し

てほしいと願っております。 

そういうことで、せめて昭和２０年から平成３１年までの主な出来事や資料をア

ーカイブにどんどん放り込んでいく、クラウドの中にですね。できれば、昭和中期

から平成編といきたいところですが、当面、昭和編だけでも、郷土史家とかそうい

う方々がお元気なうちに、いろんな聞き取りや調査をお願いしていく必要がござい

ます。そして、これらの成果がですね、１５年後に町制施行１００周年を迎えます

が、そのときにしっかりとした昭和史と平成史ができあがっておれば、大変心強い

ことになります。そのような意味でもですね、今から予算手当てをしてほしいとい

うことと、それから歴史探学会大崎など、関係する審議会等につきましては、先ほ

ど来申しますように、高齢化も進んでいることから、各種調査や記録及び収集活動

などについて、必要な予算手当も含めて、職員等の配置など、しっかりと事務方に

おける支援体制をですね強化して臨んでいただくよう要望申し上げ、私の質問を終

わります。 

○議長（宮本昭一君） 次に、１番、平田慎一君の質問を許可いたします。 

○１番（平田慎一君） コロナ禍が収束が見えない中、医療関係者の皆様の御努力、御

尽力に感謝申し上げます。 
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それでは、通告に沿って御質問してまいります。 

まず、当初予算編成についてですが、昨年の１２月議会、一般質問で、当初予算

編成の考え方として、地方税等の一般財源の減額が予想され、コロナ対策費等、喫

緊の課題に対応する財源を確保するためにも、経常的な経費の抑制に努めた、メリ

ハリのある予算編成が求められるとの町長が答弁をされましたが、当初予算に対し

て、どの部分の経常的な経費の抑制に努めたのかお示しいただくとともに、予算の

どこにメリハリを付けたのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年度当初予算を編成するに当たりましては、コロナの影

響による税収や各種交付金等の減額が予想されることから、経常経費の抑制に努め

た予算編成を目指してまいりました。 

経常的な経費のうち、療養給付費や介護保険、後期高齢者医療に係る繰出金な

ど、住民生活に欠かせない扶助費的な経常経費につきましては抑制することはでき

ませんが、これまで継続的に行ってまいりました過疎対策事業をはじめとした道路

改良事業等につきましては、災害復旧事業を優先しなければならないこともあり、

事業の縮小や、次年度以降への先送りにいたしました。 

また、コロナの収束が予測できないことから、各種研修等の旅費を抑制し、コロ

ナ対策費で整備いたしました。ウエブ会議システムを活用するなど、事務の見直し

も含め、経常経費を抑制した予算編成を行ってまいりました。 

対しまして、新たな事業といたしましては、さきに設立いたしました大崎町ＳＤ

Ｇｓ推進体制協議会への負担金８,０１０万円や、２４時間体制で救急患者を受け

入れるための二次救急医療体制整備負担金５３５万９,０００円、畜産農家の育成

を目的とした全国和牛能力共進会対象牛導入保留対策補助金４００万円などを計上

させていただき、メリハリのある予算編成に努めた次第であります。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。経常的な予算の抑制とは、常に一定の

状態で継続して続く予算のことといわれておりますが、いわゆる臨時的な予算の対

義語になるわけですけれども、必要な予算、特に、今、町長の答弁でございました

福祉系等はやっぱり経常的な部分ではなくて、やっぱり削れない部分でございま

す。また、削れる部分は多々あるとは思いますが、締めるところは締める、必要で

あり、出すところは出す、そういったメリハリのある、優先順位をつけた予算だと

思いますが、現状、多くの自治体が、貯金に当たる財政調整基金等の大半を補正予

算に充て、財政調整基金が枯渇して、別の用途の基金を取り崩して予算編成したと

ころも出ているそうです。 

２０２１年度予算は、企業の収益悪化などから税収不足がさらに深刻化する見通
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しで、仕事や雇用を失い、生活に困窮する人々の増加を防ぐとともに、ウイズコロ

ナに適用した社会経済システムに向けて財政支出の拡大は避けられないと思いま

す。総務省より２０２１年度予算概算要求で、自治体に配る地方交付税を、本年度

予算より約４,０００億円少ない、１６兆２,０００億円と仮試算しております。今

後、自治体財政はさらに逼迫する見通しでありますが、本町の財源不足、収支不足

の現状はどうなっているかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 新型コロナウイルス感染症拡大で、国も大変な国費を出費して

いるところであります。国の予算の歳出等におきましても、やはり国債とか地方債

とかそういったものを発行しながら新型コロナウイルス予算に対応しているという

のが国の状況であります。 

そうしたときに、どうしても、まず地方自治体の地方交付税とかそういったもの

については減収の方向になってくるということは予測しておりますので、そのこと

を考えたときに、先ほど申し上げました財源不足とかということも出てまいりま

す。そういった中で、ふるさと納税に力を入れて、そしてまた、ふるさと納税から

教育費とか定住対策とか様々なものに予算を充てていく。そしてまた、できるだけ

財政調整基金につきましても確保していきたい。そしてまた、予算が不足するとき

に財政調整基金からそれを手当てしていくという形で、現在のところ、取り組んで

きております。 

ふるさと納税等がある程度の収入が見込めるようになりましてから、大きな財源

不足ということは、本自治体としては発生しておりませんが、これからも、やは

り、それこそ締めていくところは締めるというそういった手法でやっていくべきだ

と考えております。 

○１番（平田慎一君） 本町のですね、多分、当初予算で常に、毎年だと思うんですけ

ども、やっぱり何十億か足りない予算、請求が上がってきていると思います。これ

は、本町だけではなくて、各自治体それぞれ、多分、ある部分ではあると思います

が。この部分は、後ほどの質問にもちょっと若干絡んできますので、ここだけにし

ておきますが。 

次に、新型コロナウイルス感染対策費の増加に伴い、地方自治体が相次いで事業

の先送りや予算の縮小を始めております。コロナ禍による事業の執行や予算執行へ

の影響をどう見ているかについてですね、この部分も前回の一般質問でお聞きしま

したが、ちょっと回答がかみ合っておりませんでしたので、再度お聞きいたしま

す。 

○町長（東 靖弘君） 令和２年度の当初予算編成時においては、東京オリンピックや

鹿児島国体の開催に伴う経済効果に期待し、スポーツ合宿誘致などの関連経費や教
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育環境の整備などを中心とした予算編成を行ったところでございました。 

その後、コロナの感染拡大によりまして、感染症予防のため、密を避け、移動に

制限をする必要から、イベントや会議、県内外の研修などを中止し、コロナ対策の

事業を優先して進めてきたところでございます。 

そのため、鹿児島国体をはじめ、ふれあいフェスタや花火大会の中止など、様々

な事業を中止・縮小した結果、予算額にいたしますと約８,０００万円の減額にな

っているところでございますが、その財源につきましては、災害復旧事業などの優

先度の高い事業に充当させていただいております。 

なお、令和３年度予算におきましては、先ほどの答弁と重複するところがござい

ますが、攻めるところは攻め、守るところは守り、抑えるところは抑える、いわゆ

るメリハリのある予算編成に努めてまいりました。 

今後、コロナの影響が不透明なところではございますが、コロナ感染症対策をは

じめ、人口減少対策や地方創生対策などの重点施策に取組、持続可能なまちづくり

を進めるために、限られた財源の有効活用に努めてまいりたいと考えております。 

○１番（平田慎一君） 昨年は国体等を含めた観光等やイベント等がなくなってです

ね、それぞれの予算が８,０００万円ほどの減になったという部分でお伺いいたし

ました。 

続きまして、各種委員会での指摘事項や意見は反映されているかですが、これ

は、決算特別委員会の指摘や提言、意見書等は検討され、活かされているのかお聞

きします。 

議員は、町民の付託のもとに、本町の行政執行に対して町民の代表として批判と

監視をし、具体的な政策の最終決定をするわけですが、先般の予算委員会でもござ

いましたが、様々な委員等、指摘をしております。その中でも特に委託業務につい

ては随意契約が多いこと、競争入札や見積もり合わせの実施を原則とすべきだと思

いますし、同僚議員等も多数指摘しておりましたが、炭素循環事業化可能性調査関

係は、現状の状況を伺うと、そもそもの本事業の必要性があるのか、あったのか。

端的に言えば、補助事業を使った事業者による事業者のための事業になっていない

か等々、いろんな指摘や提言を行っているわけですが、そのようなことが町長に届

いているのか、活かされているのか疑問です。委員長報告や各種委員会での議員発

言、指摘をどのように捉えているのかをお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 決算審査特別委員会におきましては、各事業の成果について熱

心な御審査をいただき、また、貴重な御意見をいただいていることに対しまして、

改めて感謝申し上げます。 

御指摘いただきました各種事業につきましては、可能な限り、迅速に対応させて



 

－ 103 － 

いただいているつもりではございますが、中には、引き続き協議・検討を重ねてい

かなければならない事項もございます。今後も、御指摘や御意見を前向きに捉え、

緊急度・優先度、費用対効果なども考慮した上で慎重に検討してまいりたいと思っ

ておりますので、御理解を賜りたいと思っております。 

また、ただいま、決算委員会における委託の事業とかそういったことの指摘をし

たということでございますが、職員からはそういった報告はいただいております。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね町政執行において、そういう意見等は具体的に取り

入れてもらって、変えるべきところは変えていっていただきたいというふうに思い

ます。 

またですね、なぜこのような質問をするかはですね、同じ質問や指摘を、決算特

別委員会等で毎年しているんです、改善されないままにです。その１つが、中学校

のスクールバスの運行費及びバス借上料ですが、最初に、本町の運賃契約が、近隣

市町と比べても高額であるということがわかりました。その経緯を簡単に説明しま

すと、私が議員になってすぐ、議会研修に貸切バスで行きました。そのバスが、本

町の事業者ではなく鹿屋の事業者のバスでしたので、当時の議会事務局長に、な

ぜ、地元のバス会社を使わないのかと聞きましたところ、見積もりを３社からとっ

たら、１２万円台、７万円台、４万円台という、ほぼ倍、倍なんですけれども、だ

ったと伺いました。こんなに単価が違うのかと思いまして、決算委員会のときに担

当課に御指摘しましたが、高いという認識はありましたが、スクールバスの入札は

２社しか来ていないことと、入札の所管が総務課だということで、いかんともしが

たいということでした。 

そこで２点質問いたします。近隣と比べて、どのぐらい高いのか。また、入札に

対して、予定価格の積算根拠を出していると思いますが、その部分を含めてお答え

ください。 

○教委管理課長（上野明仁君） 今の御質問についてお答えいたします。 

まず、御指摘いただいたのがスクールバス運行業務委託料の入札の方法、それか

ら委託金額について御意見をいただいたところでございました。 

入札につきましては、指名願いを提出している業者を指名しまして競争入札を行

い、そして契約を締結しているところでございます。令和３年度においても、同様

の手続によりまして契約を締結しているところでございます。 

次に、委託金額につきましては、運行に係る経費等を積算し、設計額を定め、入

札により、予定価格の範囲内で落札されているところでございます。令和３年度に

おいても、運行に係る経費等を積算し、設計額を定めているところでございます。 

以上です。 
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○１番（平田慎一君） 今、スクールバスの部分の御答弁だったと思いますが、バス借

上料の部分の御答弁をお願いいたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、借り上げバスの件について、私のほうで答弁さ

せていただきたいと思います。 

総務課のほうでは、全庁的にマイクロバスを使う場合、総務課のほうで契約をし

ているところでございますが、町のマイクロバスは２台ございます。場合によって

は２台では不足する場合がありますので、そういった緊急時のために、年間を通じ

た１台当たりのバスの借り上げ契約を締結しているところでございます。これにつ

きましては、まず、入札参加資格申請書の提出がございます。２社から見積もりを

徴収し、随意契約の方法によって、年度ごとに契約金額を定めているというような

状況でございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ちょっとですね具体的にわからない部分が、多分、皆さんある

と思いますが。はっきり言えば、私が調べた調査結果の内容を言います。これは、

管理課からもいただいた資料をもとにですが、大崎町でわかりやすく言えば曽於

市、スクールバス、ここも運行されています、約、大崎町の３倍です、３町村分を

動いておりますので、生徒数も約倍、１８４名ですか、本町より多いわけですが。

年間契約料が、大体４,６００万円台になっております。本町の場合は、それより

３分の１ほど少ないわけですけども、３,１００万円ですか。生徒数と距離数に合

わせると、本町の場合は６,０００万円ほどになる、だから２,０００万円ほど高

い、単純計算してですね、という部分になっている現状です。 

それと併せて、先ほど、バスの借上料の金額ですが、これも近隣市町をちょっと

調べた場合ですね、鹿屋が一番安かったわけですけれども、相当、単価が安いで

す、３割から４割違います、金額がですね。何で、本町だけこれだけ突出して金額

が高いのか、ものすごく不思議なんですが、入札に関して、適正な価格を積算し、

予定価格を設定することは必須なんですが、なぜ、こんなにも、近隣より高額なの

かが理解できないんですよ。少し聞けば、調べればすぐわかることなんですが、私

も、ただ電話連絡で聞いただけですぐわかって、各市町、担当課と会えるところは

幾つか行って、契約書等を見せていただいた部分もございますが、それぐらいでも

すぐわかる案件であると思います。この部分でですね、また誤解のないように言っ

ておきますが、文教厚生委員会の決算委員会のときに、事務用品等の購入を確認し

たときに、本町の事業者ではなく、近隣の事業者のものがほぼ、ほぼ占めておりま

した。これについてはですね、本町の事業者をなぜ使わないのかと指摘もしまし

た。そのような部分を含め、本町の業者を優先的にするのは理解できますし、その
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ようにすべきであるとも思います。 

ですが、価格や単価が適正なのか、最低限の確認は必要ではないか。また、おか

しかったら、その是正も必要であると思います。そのようなことは、町長は認識し

ているのか。細かいところまで話が上がってきていないかもしれませんが、議会、

委員会での町民の付託を受けた議員発言に対しては、その対応如何によって議会軽

視と言わざるを得ません。また、言われても致し方ない、また、本件については、

私だけの指摘ではなく、私が議員になる前年の決算特別委員会の議事録をちょっと

見たときに、このスクールバスの指摘が出ておりました。ということは、３年続け

て、この指摘はされているということでございます。その部分も踏まえまして、町

長の御答弁、御認識をお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、スクールバスの借上料が非常に、曽於市と比較して

高いということでの御指摘でございました。管理課のほうからも報告はありました

ので、どういった部分が高いのかということで協議もさせていただいたところでご

ざいますが、今の平田議員さんの分析によりますと、生徒数と距離数を比較したと

きに非常に高いという御指摘がありました。そういったところが根拠というのが昨

日の時点ではわかりませんでしたので、今、お話を伺って、はっきりわかったとこ

ろでございます。 

こういった入札を執行するときに、どうしても積算根拠というものをちゃんとは

じき出して、その上で予定価格を設定するということが基本であります。平田議員

さんの御指摘で高いという御判断であれば、積算根拠に何か間違いがあるというこ

とも考えられます。教育委員会の管理課の中では、国が示した基準に基づいて、ま

た、それに基づいて教育委員会の担当者が予定価格を算出して、そして入札を執行

したということでありますので、指摘するところの根拠というところ、御指摘のと

おり、高いということであれば、本当にどこが間違っているのかということを確認

する、検証する必要がありますので、ここのところは今日の御指摘でわかりました

ので、教育長を含め管理課長と十分協議をして、積算根拠について再度検証するよ

うに指示はいたします。 

○１番（平田慎一君） よろしくお願いいたします。これにつきましては、所管の担当

課、教育委員会のほうにもなりますので、教育長もこの部分、御認識があったの

か、スクールバスが高いという部分ですね、近隣と比べて。そこの御回答をお願い

いたします。 

○教育長（藤井光興君） 高いという認識はありませんでした。おっしゃるとおり、曽

於市の場合、見てみましたら、おっしゃるとおり、合併前は３市町だったわけです

ね。大崎町は４路線、曽於市は６路線、おっしゃったとおり、曽於市のほうは延長
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距離は１１６キロ、大崎町は６４.５キロ。これを見ましたときに、大崎の３路

線、距離と人数を考えたときには曽於市よりも安いところもあるんですけど、ある

箇所だけはちょっと高いところがありますが、そこについては私も理解できますけ

ど、おっしゃったとおり、もし高いところがあれば、また、こちらでもしっかり根

拠を見ながら勉強して検討したいと思います。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね、簡単に、これは国土交通省からもスクールバスの

積算根拠は出ておりますから、こういうのと比べると一目瞭然ではあります。もう

１つですね御指摘している部分では、業務委託契約書を、この前、ちょっと提出い

ただいて、ちょっと見たんですけども、２社分ですね、本町の契約分いただきまし

た。１社は積算根拠は出ておりました、数字を出しておりましたが、１社は出して

おりません。こういう契約をする時点で、もう最初からおかしいんじゃないかとい

うふうには私は感じました。これは、御指摘だけしておきます。 

こんな不必要な予算、それも一般会計から出ております。この予算を使えば、教

育関係費として、先般質問しました学習塾の学びの環境、これは教育長は、それを

教える講師役、人材がいないと言われておりましたが、ＩＣＴを使うことで、世界

中の人々、人材が、その環境でですね講師になれる、学びの予算としても使えるん

じゃないかなと。また、町長の答弁にあった、職員の採用試験のとき、大学を卒業

した受験生が大学にいながら、地域の子どもを集めて学習塾を無料で開いているこ

と、学びの環境は本町でも必要であるとの答弁でしたが、本町出身の大学生に、Ｉ

ＣＴを使って遠隔で授業をしてもらうような、そういう予算にも使えるんじゃない

か。また、育ちにくさを持つ子ども及び障がい児支援についての要望に、障がいを

持った子供たちの志布志市の、今、施設に行っておりますが、その送迎の部分で

も、早くしてほしいという切実な要望がありました。そういった必要なところへの

予算、そういうところに配分ができるんじゃないか。町長であれば、大体浮いた予

算、二、三千万ぐらい浮いた場合は、その４倍、５倍の予算を多分、県や国から持

ってきて、事業として使える。その能力が十分備わっていらっしゃると思いますの

で、そういう部分の予算へ、是非つなげていっていただきたいという思いがござい

ますので、よろしくお願いいたします。この部分はもうお聞きしませんが。 

続きまして、税収増に向けた取組について。 

○議長（宮本昭一君） 質問者に申し上げます。ただいま１２時９分でございます。昼

食のために暫時休憩いたしたいと思いますが、よろしいでしょうか。午後は１時１

０分から再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩 午後０時０９分 

再開 午後１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

○１番（平田慎一君） それでは、午前中に引き続き、御質問させていただきます。 

その前に、ちょっと、先ほどのスクールバスの件でちょっと１つ言い忘れていた

部分がありまして、言わせていただくと、コロナ禍によってスクールバス等です

ね、約一月ほど学校が休校になったときの運送運行をされていないと思います。そ

の予算について、大体二、三百万ぐらい、１カ月で換算するとあるんですが、それ

を満額出しております、大崎町はですね、走ってないのにですね。それを指摘した

ときに、契約上、国の指針でも契約内容の範囲内で出せるということでお伺いしま

したが、ほかの市町をちょっと尋ねてみました。志布志市なんかの契約書も見せて

いただきました。そうしたら、志布志市の場合は、もうお尻が切ってありました。

ここまでしか出せませんと、最初の契約時点でですね。本町の場合、契約書を見て

みると、その都度、話し合いをしますと書いていますが、多分、その都度、話し合

いもしてないと思います。それで満額出しているというのはですね、やっぱりちょ

っとおかしいんじゃないかなという御指摘もして、その分の予算があるんだった

ら、生徒に本の一冊でも買ってやればいいんじゃないかという御指摘をさせていた

だきました。その分も加味してですね、緊急性があったときの予算の、また見直し

というのを考えていただきたいというふうに思います。この部分は、もう答弁いた

だきません。 

次に、税収増に向けた取組について伺います。 

加速する人口減少、とりわけ生産年齢人口の減少が自治体の税収減をもたらすと

いわれています。一方で、高齢者人口が増加すれば、扶助費が拡大し、その結果、

財政の逼迫を招くかもしれません。 

そこで、様々な工夫を凝らし、歳入を確保する必要があり、人口減少時代、いか

に歳入を確保するか、どこの行政も頭を抱えている問題だと思います。本町、徴

税、細目は前回、町長の御答弁をいただいておりますので説明は省きますが、町民

税を含め、町民税と固定資産税が税収の大半になります。ということは、若い世代

の移住や企業誘致を促進して、税収を上げることが王道になります。それに加え

て、徴税率を上げることが考えられます。さらに、法定外税も考えられます。地方

税法で定められている税目とは別に、自治体が独自に条例を定めて課せる税のこと

ですが、税金の使い道を特定しない法定外普通税と、特定する法定外目的税があ

り、税金によらない収入、つまり税外収入を増やしていくことも、今後は重要にな
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ってきます。 

そこで、最近は、ふるさと納税や命名権、これはネーミングライツと言われます

が、さらにクラウドファンディングといった税外収入に注目が集まっていますし、

本町も取り組んでいる部分もあります。この部分については、後ほど関連して質問

してまいりますが、このような新たな歳入も含め、自主財源の確保に最大限に取り

組む必要があると思いますが、本町の考え、取組、今後の方向性をお示しくださ

い。 

○町長（東 靖弘君） 税収増に向けた取組についての御質問でございます。地方税の

収入額の経過と現状で見ますと、過去８年間の決算事前の町税収入は、平成２４年

度から２７年度の４年間、１１から１２億円を推移しておりましたが、平成２８年

度の軽自動車税の税制改正等から１３億円台に乗り、平成３０年度ではふるさと納

税等の影響が後押しして内需が拡大し、法人等の経営も良好の上、町民１人当たり

の所得額も向上し、町税全体額が過去最高の１４億４,０００万円になりました。 

しかしながら、昨年度の令和元年度決算では、後期の２月以降、新型コロナウイ

ルス感染症の影響が直撃し、町内の個人事業者及び中小企業等に様々な制限をもた

らしたことで法人町民税に大きな影を落とし、対前年比５,０００万円の減額の１

３億９,０００万円と落ち込んだところではありますが、この税収でも、過去２番

目に高額な収入額でもあります。 

このようなことからも、令和３年度も、引き続き、歳入予算を割り込みことがな

いように公平・公正な賦課のもと、税収の確保に努めるとともに、ふるさと納税を

並行して、自主財源の確保により一層努めてまいります。 

○１番（平田慎一君） どこの市町村も苦しい税制の状況の中ですね、本町はまだ頑張

っているほうなのかなというふうには思います。しかし、後ほどまた、その部分は

お話させていただきますが、ふるさと納税の収入というのはやっぱり大半を、長短

を含めたですね、収入に反映している部分をかんがみると、やはり、新しい税収と

いうのを早急にですね考えていくべき必要があるんじゃないかと思います。 

税収増に向けた取組で、町税のほか、分担金、負担金、使用料、手数料、財産収

入、寄附金、諸収入等といった自主財源の見直しや推進も必要であります。最初に

も触れましたが、国全体の課題でもある少子高齢化に伴い、社会保障関係費の増、

生産年齢人口の減少により町税収入の増加が期待できないこと。そして、公共施設

等の老朽化に伴い、多額の更新費用が必要になると見込まれることと、これは上下

水道事業も含めてですが、中長期的に、町財政に大きな影響を与える課題に直面し

ており、そうした課題に対応しつつ、自律的な財政運営を長期的に維持していく必

要があります。 
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複雑化・多様化する行政需要のすべてに対応することは容易ではありません。限

られた財源を最大限有効かつ計画的に活用する効果的な財政運営を行っていかなけ

ればならないと思いますが、行財政改革も含め、財政運営についての方向性をお示

しください。 

○町長（東 靖弘君） ただいま御質問がありましたように、少子高齢化、若者の減少

ということで、当然、高齢化に向かっていく中では社会保障という義務的経費が出

てまいります。ここのところは削ることもできない、ちゃんとしてやっていかなけ

ればならない中でございます。そしてまた、そういったものに対応するための税収

の確保で、新たな税源の着目とかそういったことの御指摘でありました。 

行財政改革をその都度、対応していくということは当然のことであります。その

中で、やはり老朽化した、いわゆる施設というのがたくさんあります。利用率が低

かったりとか、そしてまた非常に解体が必要なものが出てきたりとか、そういった

ものについては随時判断しながら、他のものと合理的にほかの施設を利用させてい

くこととか、そういったことは当然やっていかなければ、すべてのものの箱物とか

対応できるわけではありませんので、これからはそういったことが大きな課題にな

ってくるのかなと思います。 

やはり、人口減少の中で、所得を生み出す、収入を生み出す人たちが少なくなっ

ているということは、例えば会社勤めであっても源泉徴収の対象者が少なくなって

くるということがありますので、こういったところは本当に大きな課題であります

から、こういったところも若者が定住するそういった中で生み出していくことは非

常に必要かと思います。行財政改革に触れましたけれども、やはり補助金、交付金

の見直しとかそういったものを随時触れていかなければ、山積する課題等に対応と

いうのはなかなか難しいと思っておりますので、行財改革等については随時見直し

を図っていきたいと思っております。 

○１番（平田慎一君） 随時ですね適宜的確にですね行財政運営、改革も含めてですね

やっていただきたいというふうに思います。 

また、これまでの行財政運営の取組は、主に歳出削減、抑制型の行財政改革が中

心でした。それはもちろん重要です。一方、財政の持続可能性を考えたときには、

地域経済が成長、または少なくとも現状を維持していく必要があり、将来の世代、

次の世代への負の遺産を残さないことが必要であります。先ほど、町長がちょっと

触れましたが、建物の使途選択も含めてですね。地域経済の好循環につなげる事業

に投資していくことで、人口を下支えし、中長期的には歳入の確保としての財政健

全化をもたらす積極型の行財政改革に取り組まなければならないと思いますが、そ

のような考えをお持ちなのか、再度お聞きいたします。 



 

－ 110 － 

○町長（東 靖弘君） 毎年、予算編成説明会をやっております。その中で、やはり不

要不急なもの、あるいは成果を成しえたもの、そういったものを見直ししながら、

そしてまた新しいものがあれば考慮していくことかということで、常に年度当初の

予算編成説明会の中で、各担当課長等にもそういう説明をしております。今後も、

やはり、そういった見直しを確実に行いながら、的確な事業を投入していくという

形で取り組んでいきたいと思っております。 

○１番（平田慎一君） 是非ですねそのように取り組んでいただきたい。最初にも触れ

ましたけれども、やっぱり議会と町と両輪でやっているわけですから、議員の質

問、質疑、提言等も踏まえて、いい方向で本町の福祉の向上、次の世代への取組も

含めて考えていっていただきたいというふうに思います。 

また、予算執行に対して、新型コロナウイルス感染症の事態の収束が見えない中

であっても、町民生活に必要な行政サービスは提供しなければなりません。事態が

収束したあかつきには、効果のある経済対策を打っていかなければならないわけで

すし、そうした今後の財政支出に備えるため、安易な前年踏襲ではなく、執行段階

においても新たな財源を模索したり、事務改善を積み重ねることで基金の取り崩し

を可能な限り縮減し、安定した行政サービスが提供できる、持続可能な財政基盤の

確立に向けて取り組んでいかなければならないと思います。 

こうした状況を踏まえ、予算執行等に当たっては、町税の徴収率向上や税財源の

拡充、課税自主権の検討、税金の肝要、保有資産の有効活用、公平な税負担の推進

など、これはすべて自主財源を確保するような取組を進めていただき、税収面で持

続可能な大崎町を考え、次の世代へつなげていただけるよう、計画的かつ効果的・

効率的な執行に努めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ご存じのように、今回のコロナで過去１年間、不要不急の外出

とか、あるいは三密の回避とかそういったことで、大崎町内におきましても、各中

小事業者の皆さん方、特に飲食店等を中心に、非常に経営が逼迫しているという状

況が続いております。 

町内の産業の中でも、福祉施設があったりとか医療があったりとか、あるいはそ

ういった飲食店等があったり、農林水産業等があったりするわけでありますが、や

はり農林水産業等の中においても、コロナ禍の中でも順調にいっているところがあ

る、自動車関連産業とかそういったところは順調にいっている。ところが、人が利

用するような飲食店等については非常に厳しい状況が続いている。そしてまた、に

ぎわいづくりということが、先ほどもいろいろ出ておりましたけれども、どうして

も飲食店等が存続するということは必要なことでもあろうかと思っております。 

コロナ禍の中において、今後、また３次補正とか出てきますけれども、やはり可
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能な限り、そういった方々を支援しながら、そういったものも持続可能であるよう

な環境をつくっていくということは非常に必要であります。そしてまた、新たな税

収をやはり見出していくということが必要であります。そういった面でも、先般の

１２月議会等でも税収のことがいろいろ出ましたけれども、家屋の実態調査、一斉

調査とかそういったことをやりながら、新たな財源を生み出していくこととかそう

いったことも積極的に取り組んでいかなければならないと思っております。 

○１番（平田慎一君） 税収を引き上げるために、本年度、特に税収の説明の上で、今

年の固定資産税につきましては、太陽光の予算が大分加算されたというふうに伺っ

ておりましたが、そういう部分も含めて新しいエネルギー系、例えば風力もあれば

水力等もあります。そういう部分でも、そういうところにも力を入れたり、あと、

一つ、やっぱり言えるところが、大崎町はちょっと下手という言い方はちょっと語

弊があるかもしれませんが、国道２２０号線を見ていただければよくわかるんです

が、固定資産税の部分です、東串良の町境から向こうに行けば、スーパーや戸建て

がたくさんありますよね。でも、大崎町、国道沿い、ほとんどないです。逆に、菱

田のほう、菱田川から向こうに行けば、またスーパーや民家がどんどん増えていま

すよね。これ、何でかなと単純に思ったら、やっぱり農振除外も含めてですね積極

的に長期計画も含めて戦略と戦術、これは国分市がちょっとうまいかなというふう

に、霧島市ですか、思っていたんですけれども。１０年後にこの地域をじゃあ住宅

街にしようという形のですねそういう戦略を、戦術をやっぱり持って、昨年、菱田

の中学校跡地の裏、あれは農振除外を県に申請して、多分断られていると思います

けども、でも、そういうところの甘さ、考えているのに、そこをちゃんと積極的に

できていない。これはまた、次回に質問に、また次の機会でさせてもらいますが、

そういうところの甘さがあるんじゃないかなと。やっぱり長期戦略を考えて、今後

どうやっていけばいいのかと、税収増に向けてですね、やっぱりそういうのを積極

的に、各課全部でですね、担当課だけではなくて、全体で考えていく必要があるん

じゃないかなというふうに思います。その部分は、一応要望として言っておくだけ

にしておきます。 

次に、施政方針について質問してまいりますが、令和３年、東町長の施政方針に

ついてですが、第３次大崎町総合計画の進むべき方向性をもとに、本年から取り組

んでいくということになっております。これは二、三日前に見ましたので、ちょっ

と若干、質問内容と重複するところもあると思いますが御了承ください。 

大きく４つ、東町長が言われている、コロナウイルス感染症対策、１つはです

ね。人口施策の充実、そしてスポーツ観光施策の充実、最後に、安全対策・防災対

策の充実と方向性が出ておりますが、その中で、人口施策の充実、定住施策の取組
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についてお伺いします。 

定住人口の確保は、地域コミュニティを維持し、地域産業を活性化し、また住民

への行政サービスを維持していくために重要な課題であり、最初のほうで申しまし

たが、移住定住を増やすことが税収を上げる、一番王道な手段手法であります。 

総務省の調査では、移住対象者を３つのグループに分類して捉えています。１つ

目は、仕事のやりがいと仕事を通じた自己実現を目指す仕事やりがい探究派。２つ

目は、ふるさとや新天地での生活革新、新たな出発にチャレンジする生活革新チャ

レンジ派。最後は、引退層がのんびりした暮らしや趣味活動に没頭する、悠々自適

暮らし満喫派。これは、私が言っているんじゃなくて総務省が言っているやつです

から。また、移住関係機関の相談者、利用者が急激に増加しており、平成２９年の

移住相談などの年間相談者は、平成２０年と比較して１３倍になっている。資料請

求など含んだ利用者は若年層が多く、平成２９年は、全体に占める２０代から４０

代の利用者が７割を超え、都市住民に対する調査からは、農産漁村への定住願望の

高まりがうかがえるとの報告が出ております。 

こうした田園回帰の流れは、一過性のものではなく、社会の成熟化などに伴い、

働き方や生き方についての国民の価値観が多様化したほか、情報通信技術の普及・

発達によりテレワークが可能になっているからといわれています。例えば、ＩＣＴ

を活用して、場所にとらわれず働く人、新たな発想で地域資源を活かして起業や副

業をする人、農業を営みながら別の事業を手がけて、田園での生活や人生を謳歌す

る人など、実に様々なライフスタイルが生まれ、人生の選択肢が多様になりつつあ

ります。 

さらに、働き方改革などの動きに合わせ、２つの地域居住や複数の地域を往復し

て生活、就労する人もあらわれ、こうした居住ニーズの変化に対応するため、各省

庁では地域おこし協力隊や子ども農産漁村プロジェクトなど、定住移住を促進する

多様な支援や整備等ありますが、本町ではどの定住層を考えているのかお聞きしま

す。 

○町長（東 靖弘君） さきの御質問の答弁と重複するところがございますが、これま

で実施してきた移住・定住政策は一定の効果を上げていると考えており、これらの

取組については、令和３年度においても引き続き取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

しかしながら、人口減少の抑制には至っておらず、これまで実施してきた定住施

策の充実に加え、新たな取組が必要との認識を持っているところであります。 

施政方針においてお示しさせていただいたとおり、令和３年度においては、新た

に宅地分譲に取組、さらなる移住・定住者の確保に取り組みたいと考えておりま
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す。本町が持続可能なまちであり続けるために、今後も移住・定住施策の強化に加

え、住みたい、住み続けたいという環境づくりを進めてまいりたいと思っておりま

す。 

その施策の部分に重点的に考えているのかという御質問でありました。狙いはや

はり２０代、３０代、４０代といった現役層の人たちの移住・定住ということが実

現できればいいし、農の部分でも提案させていただきましたけれども、やはり新た

な農業の分野、これも非常に、先ほど御説明ありましたように、非常に注目を浴び

ているという状況で、そういった面も含めると広くそういったことを周知しなが

ら、そして、それが実現するような対応をしていくということが非常に必要であり

ます。 

人口減少の中で、農は非常に大切な、重要な位置を占めてまいりますので、そう

いったものへ、非常に都市部から関心がある層が多いということで、いつも報道関

係を見ているとそういったことが出ていますので、その面も十分配慮しながらやっ

ていきたい。人口を増やす、２０代、３０代が増えてくることによって、また子ど

もの出生率とか上がってまいりますので、やはりそういったことを重点的に考えな

がら各種施策を打っていきたいと思います。 

○１番（平田慎一君） やっぱり若年層や若者、子育て世代の定住層の増加というの

が、一番考えられるべきところだろうというふうに思います。 

定住人口による出生数の増加を、人口維持・増加につなげるとすれば、移住施策

での対象をやっぱり若年層を定住促進のポイントに置く必要があると思います。ま

た、そもそも、地域社会を維持するためには、現在、当該地域に住んでいる定住者

が安心して生活できる環境を整備し、転出を防ぐことも最重要課題であると思いま

す。なお、移住・定住施策の重点を若年層の定住促進に移した場合、移住・定住施

策には雇用の場の確保と子育て支援や教育環境の充実といった対策が改めて根本的

な課題として浮上し、課題解決の道のりが一層険しくなることが考えられます。 

農産漁村を中心として、人口減少や高齢化等の著しい地域において、地域の基礎

的な単位である集落機能の低下や商店、スーパー等の閉鎖、医療提供体制の弱体化

と、日常生活支援機能が低下している傾向が見られるといわれています。まさし

く、本町もそのとおりであると思います。 

逆に見れば、その部分をクリアすることができれば、ものすごいポテンシャルが

あるんじゃないかなと。できない理由を考えるのではなく、どうやったらできるの

かを考えて道をつくっていただきたいと思いますが、町長のお考えをお聞きいたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） まさしくそのとおりだと思います。 
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集落機能にいたしましても、若者が少なくなってきて、そしてまた高齢者等が多

くなってきている中で、従来の維持活動ができるかというと、非常に厳しい状況が

あります。そうったことも十分理解はしておりますけれども、やはり、その中で豊

かな農山村を守る施策ということも当然必要になりますので、そういったことにも

取り組んでいかなければならないと、農業を維持する上、集落機能を維持する上で

も、非常に定住させるような施策というのは必要であると思っております。 

何よりも、若い男性とか若い女性とか一定の、３０代、４０代、５０代とかそう

いった方々に対して、このまちは住みやすいとか、あるいは魅力があるとかそうい

う環境を構築していって、そういう認識をしていただくようなまちづくりをやって

いかなければ、今、買い物も非常に不便だったりとか、御指摘のようなことが出て

おりますので、やはり、全体的な課題を捉えながら、少しでも解決できるような工

夫をやっていきたいなと考えております。 

○１番（平田慎一君） やっぱり若者に聞くとですね、大崎町というのは何が足りない

のかなといったときに、やっぱりお店がない、ある程度大きなスーパーが１戸しか

ない、人口比に対して、この数というのはものすごく少ない数であって、セブンイ

レブンが入ってきていないこと自体が一番わかりやすい、データ上ですねわかりや

すい部分ではあるんですが。 

あと、それに加えて、もう一つ言うのは、やっぱりごみの回収問題ですね。大崎

町がやっぱり一番不便である。だから、最低限、志布志並みにですね、同僚議員等

もよく指摘をされていますが、１箇所回収する場所をつくっていただいたり、志布

志並みにしていただければなという、そこだけでも、大分変わってくるんじゃない

かなと思います。東串良町とか肝属のほうになると焼却施設があるわけですから、

さらにですね大崎町より住みよい環境になっていくわけですから、その辺の差別化

という部分も考えてですね、やっぱり戦略的に考えていく必要があるんじゃないか

なというふうに考えております。 

また、定住人口の維持、増加の手段の１つとして、もう１つですね、交流人口の

拡大を契機とする定住人口増加にも期待が高まっているというか、推進していく必

要があるんではないかと思います。交流人口の増加は経済効果、イメージアップ効

果、地域住民の意識改革効果、人材育成・ネットワーク効果、そして交流を通じた

定住促進効果と、地域活性化に一定の効果を発揮しています。そういった部分、町

長、力を入れていると思いますが、いかがお考えかお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 現在、定住以外に交流人口をつくること、そしてまた、関係人

口を構築すること、社会の構造はそういう形に進んできております。やはり交流人

口が増える、先ほどのスポーツのこともありますけれども、そういったことで、



 

－ 115 － 

日々訪れる人たちとの交流、そしてまた地域の商店街の活用、それからまた本町を

出ていって、その後の関係を築いていただくような、後方支援していただくような

関係人口の構築、これはどうしてもやっていかなければならないことでありますの

で、今まで本町に関係があった方々との交流関係人口、そういったものは構築して

いく。また、交流人口も様々なスポーツをやる中でそれが芽生えてきているという

実態がありますので、それをさらに活かしていくように取り組んでいって、やはり

大崎町が注目される、大崎町ということが認識される、そういったことがとても必

要なことではないかなと思いますので、その部分については十分努力してまいりま

す。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。町長の施策、スポーツ合宿施設等等で

すね。私は町長が、政治家とは何をするかじゃなくて、何をしたかで評価されると

思います。だから、その部分では、町長は言っている施策をある程度クリアされて

いる。だから、そこはものすごく評価をしております。 

しかし、いろんな手段をつくったとしても、それをつなげていかないと、点を線

にしていって、線を円にしていって、面にしていってよく言われますけれども、や

っぱりそういうつながり、仕組みという、本町にお金が落ちる、人口が増える、そ

ういう仕組みをつなげていくこと、これは本町だけでは無理かもしれませんが、他

町村も含めてうまい具合に利用しながら、そういう仕組みをつくっていくことが大

事なんじゃないかなというふうに思います。この部分は、ここで終わりますけど

も。 

次に、観光施策の充実について。本町の観光施策について、どのようなお考えな

のかお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどの稲留議員に対する答弁と重なる部分もございますが、

施政方針においてジャパンアスリートトレーニングセンター大隅を活かしたスポー

ツ観光施策の充実を申し上げました。 

本施設を利用する合宿者を増やすことにより、現在はまだ一部に限られている地

域経済への波及効果を広げていく施策が必要であると認識しております。先日開催

いたしました室内陸上大会の継続や、実業団等の協力を得ながら、ロードレース大

会などの開催など、各種ソフト事業も視野に入れ、さらなる利用者増につなげてま

いりたいと思います。 

また、これまで、本町に訪れている合宿者の意見として、練習が休みの際の遊ぶ

場所、食べる場所の情報がほしいとの声が寄せられており、合宿者を地元の飲食店

や小売店に誘導するためのマップの作成を行い、地域経済に波及効果が繋がるよう

に努めてまいりたいと思います。 
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○１番（平田慎一君） 是非ですね、積極的に進めていっていただきたいというふうに

思います。 

ちょっといろいろあるんですが、ここはちょっと端折らせてもらって、次にです

ねふるさと納税の今後の方向性について、最後の部分ですけれども、お聞きいたし

ます。 

本町の実際財源の３割以上になっており、町単事業等でなくてはならない本収入

がなかったら、本当にですね行政運営に支障を来すと考えられるほどで、裏を返せ

ば、よく、ここまで伸ばしたと高く評価もできると思います。ですが、このふるさ

と納税の収入がいつまで続くのか、予断を許さない状況の中、新しい特産品や加工

品、既存のふるさと納税出店企業をどのように成長を伸ばしていくのかが鍵であ

り、行政内のマンパワーで孤軍奮闘されておりますが、その部分にもおのずと限界

が来ると思います。 

一番大事な部分というのは、今、既存のふるさと納税の会社さんありますよね、

特に大崎町、志布志市もですけど、ウナギの割合が高いと思います。この販売量が

何パーセント以上になったら、企業としては危険信号だと言われる、たぶんそれを

完全にクリアして、ものすごい比率で上がっているとは思いますけども。だから、

そういう部分の怖さ。今のうちに、ふるさと納税がいいうちに、そういう企業等を

含めた新しい産業というのを増やしていかないといけないというふうに思います

が、その辺も含めて、今後の方向性をどう考えているのかお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 現在、多くの自治体がふるさと納税制度の活用に取り組んでお

り、かつ寄附者のニーズも高まり、自治体間の競争環境が年々厳しくなってきてお

ります。このような中、本町としましては、関係企業や事業所の方と緊密な情報交

換を行い、大崎町をブランド化し、町の取組のＰＲも進めてまいりたいと考えてお

ります。 

また、先般開催されました Japan Athlete Games IN Osaki についても、共感し

た方から寄附を募る仕組みのガバメントクラウドファンディングに挑戦し、金額目

標の達成とイベントの告知を行うことができました。また、令和３年度以降は、企

業版ふるさと納税にも取り組むこととしております。 

今後も、貴重な財源確保及び本町の地域イメージ向上のために、ふるさと納税獲

得に向け、努めてまいりたいと思います。 

○１番（平田慎一君） あと、そのような中でですね、今、町長が言われた中で、やっ

ぱり、今、現状としては行政主導で行って、先ほど同僚議員も言われておりました

が、協会が設立されて、その中で、実際ほとんど稼働されていないというふうに思

います。 
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そのような中で、やっぱり民間の力も引き入れた能動的な組織構築が必要ではな

いかと思います。その部分では、近隣を見てみると、観光協会、特産品協会等ので

すね本町での民間組織の立ち上げが急務ではないかと思います。これは何でかと言

うとですね、やはり民間のそういう活力、資源、頭脳、特に外からお金を引っ張っ

てきている企業さん、やっぱりこの波及効果というのはものすごく大きくなってく

ると思います。今のうちに、そういう部分を含めて成長戦略を考えていくことが必

要だと思いますが、町長、いかがお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） 大変貴重な御提案であると認識しております。現在は、合宿者

の誘致活動などは行政で行っている状況なので、総論として賛同はできるところで

あります。しかしながら、運営管理や予算など課題もあることから、他自治体の状

況なども含めて検討させていただきたいと思っております。 

本町においても観光案内所とか設立をしてきましたけれども、多分そういったと

ころが十分でないという思いも持っていらっしゃると思いますので、そういった本

町の特産品とかそういったものがＰＲできるような体制の強化とかそういったこと

は、また十分話し合いをしてまいりたいと思います。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね本町も、観光特産品協会じゃなくてもいいんです、

観光協会でも特産品協会でもいいです、町と足並みをそろえてですね民間の力も入

れながら、本町の未来をつくっていけるように取り組んでいただきたいというふう

に思います。 

以上をもって、私の質問を終わります。 

○議長（宮本昭一君） 次に、３番、児玉孝德君の質問を許可いたします。 

○３番（児玉孝德君） 皆さん、こんにちは。私は、さきに通告いたしました施政方針

についてお尋ねいたします。 

まず、町長の示された経済対策については、コロナ禍の状況の中、地域経済の支

援策と新型コロナウイルス感染症対策に尽力していくということですが、経済活動

と安全対策、この相反することについて、町長はどのように進めていくのかをお尋

ねいたしたいと思います。 

コロナ禍における地域経済対策につきましては、今まで多くの本町独自の支援

策、また適切な支援策を講じていただき、町民から大変ありがたく思われていま

す。現在では、第３波の鹿児島県の感染状況は、７日間連続感染者なしと落ち着い

てきています。しかし、最近、イギリス由来などの変異ウイルスの感染者が確認さ

れています。変異株は、従来のウイルスに比べて感染力が７０％強いとみられ、１

人の感染者から何人に感染が広がるかを示す実効再生産数を上昇させる可能性があ

るとされています。今月５日の数字ですが、全国で２５１人、九州では鹿児島県で
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５人、ほかの県では確認されていません。これは、鹿児島県で急速に感染者が増え

る恐れがあると懸念されることでもあります。 

そこで、今後、変異ウイルスが増えると懸念される中、地域経済支援策と安全対

策をどのように進めるかを、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） まずは、コロナ禍での地域経済支援策についてでございます。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、全国的に経済が低迷し、本町においても

売上減少や業態転換を余儀なくされるなど大きな影響を受けております。 

議員も御承知のとおり、令和２年度予算におきまして、国の持続化交付金の対象

とならない、１５％から５０％未満の売上減少の第３次産業事業者に一律３０万円

を給付する経営持続化給付金や、商工会員を対象に一律５万円を交付する事業者支

援交付金、商品券発行など、各種の地域経済支援策を実施してまいりました。 

令和３年度におきましても、先日上程いたしました繰越予算において、プレミア

ム商品券発行事業を計上しておりますが、経済状況を見極めながら必要な施策を講

じてまいりたいと考えております。 

次に、安全対策につきましては、首都圏では緊急事態宣言が延長され、県内につ

きましては各地でクラスターが発生しましたが、最近では感染者がゼロの日も続

き、現在ステージ２の状況が保たれており、本町におきましても、１月２２日に８

例目の感染者が確認されて以来、本日に至っております。 

感染拡大を契機とし、手洗いやマスクの着用、三密を避けるなどの新しい生活様

式に町民の皆様が取り組んでおられる結果であると考えております。しかしなが

ら、いつでも、どこでも感染する可能性は否定できませんので、引き続き、感染拡

大防止に取り組んでいただきますようお願いしたいところでございます。 

懸念される変異株につきましては、県内では５例が確認されたとのことでござい

ますが、県におきましては、濃厚接触者がおらず、不特定多数との接触者がいない

ことから、変異株の感染が広がっている状況ではないように思っております。うわ

さ等に惑わされることなく、冷静に行動してほしいと発表しておりますことから、

先ほど申し上げましたとおり、感染拡大防止の取組に御協力いただきたいと考えて

おります。必要な情報につきましては、防災無線等により、遅滞なくお知らせをさ

せていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） プレミアム商品券の発行事業など、今後行っていくということ

で、また感染対策については、町民の皆様に、引き続き努めていただくよう努力を

お願いするということですが、今後、ワクチンが届いてですねワクチン接種が始ま

ります。ワクチン接種を進めるための体制整備、相談支援、国・県、医療機関と連
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携を図るということでありますが、接種に対する相談を適切にできる体制はできて

いるのか。また、接種のシミュレーションなど行うのか、また、どのように行うの

か、その辺をお答えください。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてく

ださい。 

○保健福祉課長（相星永悟君） お答えいたします。 

相談体制ですけども、コールセンターを設置いたしますので、予防接種の際の予

約を受け付ける時点での、もし健康不安等ございましたらば、コールセンターの職

員あるいは保健師が対応いたしたいと考えております。 

それから、シミュレーションですけども、この間の特別委員会のおりに、ペーパ

ーでの訓練はいたしましたとお答えいたしましたが、ちょうど、その日の昼から、

中央公民館に実際、一応３ブースセットしますけども、机を並べたり、動線を確認

したりというところの、医療関係者を除いて、職員でできるところのシミュレーシ

ョンはいたして、改善する点が数箇所ございましたので、それはまた、当日までに

は改善したいと考えております。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） シミュレーションなど、今後もまた行っていただき、問題点を

想定してですねスムーズに接種ができるように要望しておきます。 

では、学校、公共施設の感染予防、行政手続の簡素化とありますが、具体的には

どういうことでしょうか、答えください。 

○議長（宮本昭一君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５０分 

再開 午後１時５１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 再開いたします。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。ただいまの御質問につきまして、総務課長

のほうで答弁させていただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） 行政手続の簡素化についての御質問でしたので、それにつ

いては私のほうで答弁をさせていただきたいと思います。 

コロナ禍の中においては、三密の回避というのが基本的な指針として示されてい

るところでございます。それに伴いまして、行政手続、例えば住民の方々が各種申

請書に基づいて、役場に直接出向かなくてもオンラインで申請できるような仕組み

を構築するとか、あるいは企業の職員さんも、わざわざ会社に行かなくても、自宅
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で在宅ワークができるシステムを構築したりとか、あるいは、本町も今現在進めて

おりますけれども、押印廃止の手続であったり、そういった仕組みを構築していく

ことが必要であるということで、施政方針の中で掲載されているものというふうに

理解しております。 

以上です。 

○３番（児玉孝德君） 是非、そういった簡素化は進めていってほしいと思います。 

それでは、経済支援策では、予備費充用など柔軟な対応に努めるとありますが、

今から具体的な対策を検討していくべきではないかと思いますが、どうでしょう

か。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えをさせていただきたいと思います。 

国の３次補正関連のコロナ感染症対策に伴う地方創生事業については、今議会中

に御提案ができるよう、今、準備を進めているところでございます。しかしなが

ら、今後も、やはりコロナの収束が今の段階では見通せない状況ですので、今のと

ころは国の交付金を活用して、まずは、先に実施しなければならない事業は今回の

補正予算で対応させていただく。ただ、以降は、また順次、国の交付金があるの

か、ないのかわかりませんけれども、必要に応じて、本町の予備費であったり一般

財源を活用して柔軟な対策をとっていくことが必要ということで、施政方針の中で

はそういった記載が盛り込まれているんだろうというふうに理解しております。 

以上です。 

○３番（児玉孝德君） 柔軟な対策をとるということですけど、そこをですねやはり具

体的に、今のうちに、こういった感染者が出たときはこうする、支援策はこうする

といった、そういった対策、ある程度の骨子を計画したほうがいいんじゃないです

かと言っているところですけど、どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほども、コロナ禍における中小事業者等の経済対策という面

では支援しなければならないということをお答えしておりますが、現段階で具体的

にということは、まだお示しできておりませんけれども、やはり、現状を判断しな

がら、こういった部分について、例えば持続化給付金等についてこういうふうにや

っていくこととか、そういったものは十分協議をしながらやるべき必要があると思

っております。 

また、その中で、複数の対策を要する項目等もあろうと思いますので、そういっ

たところを整理しながら取り組んでいきたいと思います。ただ、現段階で、これと

これということがなかなかお示しできない状況かなと思っております。 

○３番（児玉孝德君） 地域経済のですね支援策と感染予防など安全対策、ブレーキと

アクセルですね、これをしっかりと使い分けて両立できるように計画的に行ってい
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ただきたいと思います。 

それではですね、次に、障害者福祉で、未就園児の一時預かり事業を行うとあり

ますが、それでしたらですね、さらに一歩踏み込んで、以前もこれは質問した、病

中病後の園児や児童の預かりができないかをお尋ねいたします。 

今回の一時預かりは、育ちにくさを持つ子どもや障がい者の未就園の兄弟を預か

るというものですが、そこを広げていただいて、育ちにくさを持つ子どもや障がい

児が病気になったときに、子どもを預かれないかというものです。医師や看護師な

どの専門家に見てもらうことで、一日中、介護しなくてもよい環境づくり、親が安

心して働ける、あるいは日常生活を送れる手助けができないかということですが、

どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 町議会におきまして陳情の採択がされている項目の一部になり

ますが、令和３年度から、兄弟のうちの１人が、療育事業所へ母子登園する場合

に、やむを得ず、家庭における保育が困難になった兄弟を一時的に預かっていただ

く事業を実施いたします。 

この事業において、病中病後保育の取組はできないかとの御質問でございます。

現在、保育園等に入園中の児童が、病気の回復期に至らない場合であり、かつ当面

の症状の急変が認められない場合や、回復期にあり、集団保育が困難な期間を、病

院等の専用スペースにおいて昼間預かって保育を行う病児病後児保育の本町の状況

につきましては、志布志市が病児保育を委託して行っている井出小児科におきまし

て、本町の対象児童等も受け入れられております。先ほどお答えいたしました一時

預かり事業におきましては、大崎町子育て支援センターで行うものであり、現時点

では、看護師や保育士の配置、近接する医療機関との連携などの面で病児保育の要

件を満たしていないことから、今まで同様の形態での継続を考えているところでご

ざいます。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） 大崎町の支援センターで預かって、そういった専門職はいない

ということのようですが、前回質問しましたね、その後、病院の先生方に、前回は

できないということでしたけど、病院の先生方と相談はされた経緯はありますか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○保健福祉課長（相星永悟君） 約５年前でしょうか、一般質問で御提案いただきまし

たけれども、その後、具体的に医療機関名の名前まで出されて質疑があったわけで

すけれども、その後、今までに至るまで、ほかの医療機関も含めてですけども、お

願いできませんでしょうかという相談は、一回もしておりません。 
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ただし、保育園、認定こども園のニーズ調査といいますか、どうだろうかという

ことで調査いたしましたけども、今のところ、７園ございますが、現状としては無

理であろうと。今現在行っている志布志市の病児保育をやっている小児科に、引き

続きお願いしたいと、今のところは考えております。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） 今後はですね是非、病院の先生方とも相談してですね、本町で

もできるように、近くで預かっていただくところがあったら、時間も有効に使えま

すし、志布志市まで行くと、また行き帰り３０分、１時間かかってしまいますの

で、今後そういうことができるように検討していただくよう要望しておきます。 

では、次に、人口施策の充実において、定住施策として、定住取得補助金のほか

に、新たに宅地分譲を進めるとありますが、まず、この具体的な場所は決まってい

るのですか、お答えください。 

○町長（東 靖弘君） これまで定住施策として定住住宅取得補助金や空き家リフォー

ム促進事業などの各種助成施策を実施し、一定の成果があったものと認識しており

ますが、御質問のとおり、施政方針において、これまでの定住施策に加え、新たに

宅地分譲を進めると申し上げております。 

これまで、分譲候補地の調査を行うとともに、分譲可能であるか、否かについて

の協議を行ってまいりましたが、土地利用規制や形状、売却できなかった場合の維

持管理などの課題から、実施を見送ってきた経緯がございます。しかしながら、人

口減少が加速する中、本町が持続可能であるためには思い切った定住促進策が必要

と判断し、今回、施政方針において、宅地分譲に取り組むという考えを示させてい

ただきました。 

御質問は、具体的な場所や条件、分譲件数等を示せとのことでございますが、場

所については野方地区を考えております。価格等の条件につきましては、取得及び

工事費等も考慮する必要があると考えておりますが、先ほど申し上げました助成制

度も活用しながら、購入しやすい金額設定を検討したいと思います。また、分譲件

数については、交渉中でもあり、現在のところ用地が確定していない状況でありま

すことから、答弁を控えさせていただきたいと思います。 

今後、条件が整い次第、必要な予算等について議会に上程させていただきたいと

考えておりますので、御理解いただきたいと思います。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） 今後、条件が整ったら予算に上げてくるということですけど、

宅地を買われる方の条件、その辺はどのように考えていらっしゃいますか。 

○町長（東 靖弘君） まだ土地の交渉中でもあるということを説明したところであり
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ますが、入居者の条件とかそういったところまで詰めておりませんけれども、やは

り人口増ということが喫緊の課題でありますので、それに適した年代の層というこ

とが対象になると思っております。具体的な面では、また今後、詰めてまいりたい

と思います。 

○３番（児玉孝德君） 人口増に向けた宅地分譲ということで、子育て世代の方々です

ね、そういった方々が対象になっていくのかなと思います。 

今、野方地区ということでしたが、是非、町内、多くの地域で数多くの分譲を進

めて、人口増加を図っていただくよう要望しておきます。 

では、次にですね営農推進で、町内の農業遊休施設を把握し、情報提供を行い、

空きハウスの有効活用を進め、次世代担い手確保支援事業を活用し、新規就農者の

育成に努めるとありますが、把握状況と新規就農者の育成をどのように進めていく

のかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 農業用遊休施設の把握状況と活用方法、並びに新規就農者の育

成についての御質問ですが、農林振興課において、本年度、町内のハウス１５８箇

所の作付状況等の調査を実施しております。その結果、使用されているハウスが１

３５箇所、遊休施設となっているハウスが２３箇所ありました。そのうち、利用可

能なハウスが７箇所、使用不可能なものが３箇所、修繕等が必要なものが１３箇所

となっております。 

また、今年１月に、農業用遊休資産バンクとして、後継者がいない、離農するな

どしてハウスや牛舎棟を使用しないなど、遊休施設になると見込まれる施設等につ

いて情報提供を行うバンクを、ホームページにて登録できるようにしたところでご

ざいます。 

新規就農者の育成につきましては、令和３年度から、推奨作物としてピーマン栽

培を始められる新規就農者につきましては、農業次世代人材投資事業等を活用し、

町内のピーマン農家への研修受入をお願いしているところでございます。また、農

協や県の畑かんセンターとも連携を図り、必要な指導等には迅速に対応いただける

ように調整を図っております。そのほかにも、空き家ハウス活用への補助や家賃補

助など、新規就農者の経営の早期安定に向けたサポートを行ってまいりたいと思い

ます。 

○３番（児玉孝德君） 今、調査は行われているようですけど、大崎町のホームページ

ですね、私も見てみたんですけど、農業遊休資産バンクを開設しましたと載ってい

ました。見てみますと、「現在登録されている農業用遊休資産はありません」と出

てきます。これからのことでしょうけど。 

では、このような手法や支援事業補助金で新規就農者の初期投資の軽減及び経営
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の長期安定を図るということで、今お答えいただいたんですけど、空きハウスの修

繕、ハウス設置の補助で１００万円の予算計上がされています。しかし、修繕で５

０万円、新規設置は１００万円と試算されています。これだけで足りるんでしょう

かね。それとも、１件か２件でいいというお考えなんでしょうか。お答えくださ

い。 

○町長（東 靖弘君） 空きハウスの活用をやりながら、新しい品目を導入して、そし

て若い人の参加を促していくという形で取り組んでおります。予算措置等の御質問

でありましたが、そこらにつきましては担当課長の答弁とさせていただきます。 

○農林振興課長（中村富士夫君） 当初予算の特別委員会の中でも説明をさせていただ

きましたけれども、当然、今のところは頭出しというような形でお一方の分を計上

しております。 

実際的に、ピーマンの研修を実施するのが、今のところ、我々の計画では７月か

らに予定をしておりますので、その時点で募集をかけて、今のところは２組の４名

までということで、毎年、ピーマンについては募集をかけるということでしており

ますので、受入農家のこともありますので、そういったことでさせていただきたい

と思います。 

○３番（児玉孝德君） 頭出しということです。今後はもっと予算を組んで、新規就農

者を増やしていってほしいと思います。 

今ありましたピーマンを推奨作物ということですが、新規就農者の中にはですね

ピーマンじゃなくて何か別のものをつくりたいと、当然、考えられると思います。

その辺を踏まえますと、どの作物がどれぐらい、経営面などで効率的・安定的に収

穫できるか、十分に指導・支援していく体制ができているのかお尋ねいたします。 

○農林振興課長（中村富士夫君） ピーマンに、一応、今回の場合は特化したというか

推奨作物ということでピーマンを上げさせていただきました。なぜピーマンかと申

しますと、収穫期間が長いというのが１つありまして、ある程度軌道修正がきく作

物であるというようなことと、ホルモン処理や人工授粉に必要がないというような

こと、それから、Ａ品、Ｂ品、規格外に分けて、Ａ品、Ｂ品だけで出荷ができると

いうようなこと、それから重量が軽いということで、比較的若い人たち、女性でも

一かご持てるというようなこともあると。それから、収穫のタイミングが比較的簡

単であるというようなこと、それから、ＪＡ全量出荷のため、箱詰めや袋詰めの作

業がないというようなことも、今のところはここがどうなるかはわからないんです

けれども、こういうことがありました。 

ですので、ピーマンということで、当然、作物はピーマンだけじゃなくて、ほか

にイチゴとか、あるいはキュウリとか、そういった方々もいらっしゃると思います
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ので、そこのところについては、また、今のところはピーマンは、先ほど申しまし

たように修繕は５０万円、ほかの作物については２５万円ということでさせていた

だいておりますけれども、今後、またいろんなところが出てくれば検討はさせてい

ただきたいと思います。 

○３番（児玉孝德君） 是非ですねほかの作物もつくりたいという方がいらっしゃると

思いますので、検討していってください。 

次はですねＳＤＧｓ未来都市の実現に向けた取組は、どのように進めるかをお尋

ねいたしたいと思います。 

まず、ＳＤＧｓとは、サスティナブルデベロップメントゴールズ、つまり、人間

が地球でずっと暮らしていけるような世界をつくるための目標ということですが、

ＳＤＧｓは２０３０年までの達成を目指す１７の目標と、それをクリアしていくた

めの１６９のターゲットからなります。本町は、２０１８年に、ジャパンＳＤＧｓ

アワード内閣官房長官賞を受賞し、翌年、先進的に取り組む自治体として、ＳＤＧ

ｓ未来都市に選定されていますが、これはリサイクルの取組が評価されてのものだ

と思います。 

そこで、ＳＤＧｓの１７の目標に向けた取組としては、リサイクルの取組以外の

すべてに取り組んでいるのか、あるいは、幾つかの目標を決め取り組んでいるの

か、幾らかでしたら、それは何と何なのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 本町は、２０１９年にＳＤＧｓ未来都市に選定されて以降、２

０３０年のあるべき姿の実現に向け、大きく分けて２つの目標を掲げてまいりまし

た。 

１つ目は、ＳＤＧｓ版大崎町総合戦略の策定ですが、こちらについては、議員も

御承知のとおり、２０２０年３月に大崎町総合戦略を策定し、ひとまず目標を達成

しております。しかしながら、さらなる取組を推進するには、さらに大きな枠組で

取り組む必要があることから、現在、総合戦略を包括した第３次大崎町総合計画の

策定を進めており、ＳＤＧｓ未来都市の実現に向けた町の総合的な指針を定めるこ

ととしております。 

２つ目の目標は、世界の人口１万人地域で応用可能な循環型地域経営モデル確立

としており、持続可能な世界の達成に向け、大崎町がこれまで培ってきたリサイク

ルを基盤に、経済、社会、環境の３側面から、プラスチックをはじめとする大量の

消費財を生み出す産業構造が抱える課題の解決に向けて取り組むこととしておりま

す。 

昨年１１月に、ＭＢＣ南日本放送をはじめとする県内企業４社とともに、大崎町

ＳＤＧｓ推進協議会の設立を発表させていただき、４月の本格稼働に向けて準備を
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進めておりますが、施政方針でも申し上げましたとおり、これらの協議会を核とし

て、様々な企業と連携しながら取組を進めていくこととしております。 

１７の目標に向けた取組を示せということでございますが、ＳＤＧｓは１７の目

標が設定されており、私たちの日常生活をはじめ、行政施策のすべてがいずれかの

目標に該当するものと認識しております。その中で、特に施政方針で申し上げた項

目では、１つ目に、新型コロナウイルス感染症対策、これはゴール３の「すべての

人に健康と福祉を」、２つ目の人口施策の充実は、ゴール１１の「住み続けられる

まちづくり」を、３つ目のジャパンアスリートトレーニングセンター大隅を活かし

たスポーツ観光施設の充実は、ゴール８の「働きがいも、経済成長も」、４つ目の

安全対策及び防災対策は、ゴール１３「気候変動に具体的な対策を」に該当するも

のと考えております。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） 今、５つでしたかね上げていただきましたが、今日、私もここ

にバッジ付けているんですけど、皆さんも付けていらっしゃいますよね。初日の本

会議の前にですね同僚議員が、皆さんの胸にＳＤＧｓのバッジを付けているので、

全員目標を知っているんでしょうと言われていました。 

町長はもちろん、ＳＤＧｓに取り組んでいらっしゃるので、目標はすべて把握さ

れていると思います。全部とは言いません、今、上げられた以外にですね何か一つ

か二つ、資料を見ずにお答えください。 

○町長（東 靖弘君） そんな質問が出てくるとも思いませんので、特に暗記もしてお

りませんけれども、１番目は貧困をなくそう、２番目が飢餓をゼロにということ

で、そしてまた３番目が、先ほども出ましたけれども、すべての人に健康と福祉を

というのが上げられていると思います。また、教育の面では、質の高い教育をとい

うのが４番目にありましたし、それから、ジェンダー対策とかそういったものがあ

ります。海の豊かさをとかそういったものもありますが、１７の中で全部は言えま

せんけど、半分ぐらいは言えたかなと思います。 

以上です。 

○３番（児玉孝德君） ありがとうございます。さすが町長ですね、半分以上お答えい

ただきました。出てくるかなと思っていた「ジェンダー平等を実現しましょう」、

これ出てきました、大変ありがたく思います。次は、これを質問したいと思いま

す。 

一昨日と昨日の新聞ですね、南日本新聞に、県内女性議員のアンケートが載って

いました。本町の議員にも女性議員がいません。なぜなのでしょうか。私たち議員

にもですね大いに反省すべきところがあるのかもしれませんが、町長は女性の皆さ
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んが本町の町政に不満がないから出てこないと考えていらっしゃるのか、あるいは

それ以外の原因なのか、お聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） 最近、新聞で女性議員の必要性ということで、昨日か一昨日の

南日本新聞にも、こういった制度に対してのアンケートも出ておりました。やは

り、新聞を読んでいると、長年の男性社会の中で女性が手を挙げるとか声を挙げて

いく、そういった風土的なものもあるんじゃないかということも出ておりましたの

で、国の政治をはじめ、県においても、あるいは私たち大崎町においても、そうい

った昔からの風習というものはやはり根付いているような感じもいたします。 

しかしながら、今からの社会、今回、前大臣の森喜朗さんが非常に大きな問題に

なりましたけれども、女性の持つ識見の豊かさとか感性の豊かさとかそういったも

のが政策に与える影響というのは非常に効果が高いということも示されております

し、オリンピックの委員会等では新たに女性候補が１２名ぐらい選出されておりま

すので、そういった方向に動いてきているということが言えると思います。 

また、地方において、女性議員ということで本町はいらっしゃらないところであ

りますけれども、やはり政策を打つ中で、男性にはなかなかわからない部分がある

かもしれませんし、そういった面で多様性のある政策をするという面では、女性の

方々の投入というのは必要なことではないかなと思いますが、それに対してどうす

ればいいとか、そういうことについてはちょっと、まだ述べることはできないと思

っております。 

○３番（児玉孝德君） 多様性が求められるけど、なかなか申し上げられないところも

あるということです。 

新聞によりますとですね政治に参加する女性が出てこないのは、アンケートで、

政治分野での男女共同参画推進に必要な取組として、多くの方が、「性に基づく差

別や偏見をなくす教育」を上げています。この教育の取組について、現在取り組ん

でいらっしゃるのか、これから取り組んでいくと考えていらっしゃるのか、お答え

ください。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

男女共同参画の担当課として、今年、予算の審議の中でも御説明申し上げました

けれども、今年、男女共同参画の推進計画の見直しの年になっております。今、御

指摘のあった部分も含めて、女性がいかに参加しやすいのか、なぜ参加される土壌

がないのか、どうやったら町政もしくは政治に声が反映されるのか、そのようなこ

とも踏まえまして検討をしてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○３番（児玉孝德君） 是非ですねそういった教育の場に取り組んでほしいと思いま
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す。 

ではですね、本町の管理職の方々にも女性の方はいらっしゃいません。その辺は

どうですか、適任者がいないのか、あるいは何かほかに原因があるのか、町長お答

えください。 

○町長（東 靖弘君） 現段階では管理職はいないという状況ですけど、やはり、そう

いった適任者が出てくると、適任者がいらっしゃいましたら、そういうことは積極

的に登用してまいりたいと思います。 

○３番（児玉孝德君） 是非、働きやすい環境を整えていただいて、そういった方も出

てきて調整を行ってほしいと思います。 

ジェンダーフリーの問題はですね大変繊細な部分もあります。先ほど町長もおっ

しゃっていましたけど、オリンピック組織委員会の森会長も、女性蔑視とされる不

適切発言で辞任に追い込まれたことがありました。今後、町長はですよ、このジェ

ンダー平等に取り組んでいく考えはありますいか。 

○町長（東 靖弘君） 今、社会が求めているものは、それこそ男女平等の立場という

ことがあります。また、ただいまの御質問に対しましても、そういった適任者等が

いるときには積極的に投入していきますということでやっております。また、先ほ

どの男女平等参画社会の中でも、やはり女性の意見、立場というのは重要でありま

すから、そういった面は十分意識して行政運営をやっていきたいと思います。 

○３番（児玉孝德君） 是非、今後ですね取り組んでいってほしいと思います。 

では、施政方針に「ＳＤＧｓの取組を通じて、本町にこれまでになかった新しい

しごとを創出し、このしごとに就く若者を増やす」とありますが、これは、先ほど

同僚議員が質問して答えられていたと思いますが、再度お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど、稲留議員の御質問に対して答弁させていただきました

が、官民が連携した中間支援組織である大崎町ＳＤＧｓ推進協議会を中心に、主に

都市部の企業との連携による脱プラスチック教育視察研修などのプロジェクトを展

開してまいりたいと思います。 

これに関連し、これまで本町になかったＩＣＴ関連事業や課題解決型事業などの

人材及び企業が本町で業務を行うことが予想されます。本町においても、これらの

事業の受け皿となる業種や人材が必要となることから、本町の産業構造ではこれま

で少なかった新しい仕事での雇用創出に期待しているところでございます。 

○３番（児玉孝德君） ＩＣＴ技術を活用した新しい仕事ですね、このようなことを進

めるということですが、ＩＣＴ技術を活用した新しい仕事、この仕事と生活が両立

できる、働きやすい環境が本町は整っているのか、また、あるいは今後どのように

進めていくのか、そこをお聞かせください。 
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○町長（東 靖弘君） ＩＣＴ、デジタル化に向けては、行政施策として国家の方針に

基づいて進めていくということで説明しておりますので、御理解いただけると思い

ます。 

また、これまでの大崎町での若い人たちの定住化という中では、なかなか、現産

業での就職率というのは非常に低い状況にある。しかしながら、持続可能なまちを

つくっていくために、若者の定住化は必要である。そのときに、ＳＤＧｓを基盤と

した新たな分野での仕事をつくっていくということで、端的に申しますと、企業版

ふるさと納税とか事業と人とかそういったものを派遣していただくような環境づく

りに進めていきながら、そういった新たな雇用の創出を目指していく努力をやって

いくことであります。 

○３番（児玉孝德君） 今、聞いたのは、そういった新しいしごとをできる環境が整っ

ているかということです。その辺をお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 大変失礼いたしました。 

現段階では、説明いたしましたように、そういった環境は十分でありません。で

すから、そういった分野に対して積極的に進めていくということになります。 

○３番（児玉孝德君） 是非、早急にですねそういった環境を整えて、施策にあるとい

うことですから、早い段階で取り組んでほしいと思います。 

それでは、よりよい大崎町、よりよき世界をつくり出すため、各企業、各自治

体、各コミュニティ、各個人、それぞれがそれぞれの立場でつながっている世界に

対して行動し、貢献していけるよう、町長にしっかりお示しくださりますよう要望

して、次の質問に行きます。 

それではですね、次は、地域の足となる住民の移動手段について質問したいと思

います。 

まず、買い物弱者の対策をどのように考えているのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 買い物弱者対策をどのように考えているかとの御質問でござい

ます。現在、買い物支援が行われているものとして、移動販売車による物品販売

が、町内数箇所で実施されていることがわかっております。 

このような現状の中、買い物弱者が自宅近くで買い物ができる環境づくりを整え

るため、現在、社会福祉協議会におきまして、店舗から自宅等へ配達してもらえる

商店との連絡調整作業を行っております。さらに、ある程度の人が集団を形成する

場所、例えばサロン活動や集落公民館への移動販売車の運行ができないかを検討し

てまいりたいと思います。 

○３番（児玉孝德君） 今、町長からお答えいただいたですね、大崎町社会福祉協議会

での大崎町買い物サポート協力店を取りまとめているということです。私の店もで
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すね実際ここにありますけど、ここに掲載されております。この中を見てみますと

ですね、電気屋さん、ガソリンスタンド、これがほとんどなんですね。電気屋さん

はですね以前から、電球１個換えてくれと電話があったら換えに行きます。ガソリ

ンスタンドもですね灯油を配達してくれと言ったら、以前から配達しています。 

しかし、この中を見るとですね、この協力店の中には、生鮮食料品店、これはほ

とんどありません。なぜ参加されないのかというとですね、個人で経営されている

ところはですね配達員がいない、また自分で配達してしまうと、店番がいない、そ

れからキャベツを１個配達してくれと言われても採算が取れないという理由だとい

うことです。これだけで買い物サポートができるかというと、どうでしょうか、そ

の辺をお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 今、調査をした結果、そういった課題があるということにつき

ましては説明していただきました。 

やはり、そうだろうと思います。配達員がいないとか店番をする人がいないと、

あるいはキャベツ１個を持っていくのが経費の問題があるということは理解をして

いるところでございます。 

それで、買い物の支援という形で、ただいま、そういったサロン活動の中で配達

していくこととか、あるいは移動販売車を出すこととかいろんな角度からも検討は

してきているところでありますが、具体的に、まだ結論が出ているわけではありま

せんけど、課題を整理しながら進めていきたいと思います。 

○３番（児玉孝德君） 課題を整理しながら進めていくということですので、是非です

ね、いい取り組みだと思うんですよ、大崎町買い物サポート協力店ですね、この中

に、やはりそういった生鮮食料品を扱うお店がですねたくさん入ってきて、皆さん

からの要望に応えられるように、今後、検討をお願いします。 

それとですね、全国で高齢者の事故が相次いでいます。本町でも、先日、高齢者

の方の事故があったばかりで、新聞に、「行政関係者から、運転免許の自主返納制

度の周知や利用しやすい環境づくりに努めたいとの意見があった」と新聞で紹介さ

れています。免許返納する方が増えている現在、利用しやすい環境づくりは町長の

務めだと思います。 

そこで、何回か質問していますが、自分で行って買い物ができるデマンド型乗合

タクシーの取組はどうなっているのかお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） デマンド型乗合タクシーの取組についての御質問でございま

す。地域の足となる住民の移動手段の選択肢の１つと認識しております。 

昨年度、社会福祉協議会が実施する買い物サポート事業「でかけ隊」の実績をも

とにした地域公共交通会議の開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感
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染症の影響によりデータが不足しており、開催を今年度に見送っております。 

改めて、当初予算において地域公共交通会議の開催の経費を計上いたしましたの

で、御提案のありましたデマンド型乗合タクシーの選択肢も含め、本町の状況に適

した手段を検討していきたいと考えております。 

○３番（児玉孝德君） 近隣市町村でも幾つかデマンド型の乗合タクシーですね取り上

げられています。本町でもできるはずです。民間のタクシー会社、そういったとこ

ろと十分に協議をして、是非、取り入れてほしいと思いますが、どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） この課題に対して、十分、我々も検討いたしました。どうある

べきか、免許返納者もいる、あるいは地域のちょっと交通機関の乏しいところ、そ

してまた買い物のお店等が遠いところとか、そういった方々の、高齢で二人夫婦、

二人暮らし、独り暮らし、あるいは身体障がい者の方々とかそういった方々の日常

生活を支援するということはどうあるべきかということで、本当にこの問題につい

ては十分検討をしてまいりました。 

そこで、やはり、やる以上は、本当に効果が上がる、成果が上がるものでなけれ

ばならないと思っておりますので、私たちの中で協議をした結果において、やはり

実態調査をやろうということはやっていこうという結論に至りましたので、必要な

項目を掲げながら実態調査を実施して、そして、その上で、例えばデマンドであっ

たりとか、あるいは宅配であったりとか、日常の生活を支援する体制を構築してい

こうということにしておりますので、これはそういう方向性で、なるべく早い段階

でそういう調査等もやってまいりたいと思います。 

○３番（児玉孝德君） コロナでですね取り組みが遅れていると思いますが、是非です

ね何らかの形で今後示していただきたいと思います。 

それでは、私の質問をこれで終わります。 

○議長（宮本昭一君） 次に、５番、神﨑文男君の質問を許可いたします。 

○５番（神﨑文男君） 私は、さきに通告しました、大崎町の湧水保全についてを質問

いたします。 

以前、私は、河川汚染のことを質問しました。志布志市、大崎町にある５つの

川、前川、安楽川、菱田川、田原川、持留川を調べた結果、どこの川も、１８年前

からすると汚染が進み、悪くなっております。その中で、一番危惧しているのが、

硝酸性チッソです。なぜかと言うと、硝酸性チッソは、バクテリアで亜硝酸チッソ

に還元された後、体内でアミンなどの有機物と反応してＮニトロ化合物を生成しま

す。この亜硝酸とアミンとの反応には、胃の強い酸性条件が適しているといわれ、

飲料水中の硝酸性チッソの高い１０ｐｐｍ以上の水を飲んでいる地域では、胃がん

の発生率が高いという報告をされております。また、ニトロアミンは間質性肺炎や
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胃がん、インシュリン依存型糖尿病を引き起こす原因になる物質があるといわれて

おります。亜硝酸チッソがメトヘモグロビンと結合してメトヘモグロビン血症など

の酸素欠乏症を引き起こし、呼吸困難を起こし、最悪の場合、死に至るといわれま

す。このようにならないように、今のうちに何か手だてはないかと思い、質問に至

ったところです。 

大崎町の湧水について、現在、どのように感じていらっしゃるかを伺い、１回目

の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町の湧水について、どのように感じているかという御質問

であります。大崎町内には複数の湧水があり、豊富な地下水が湧き出る自然豊かな

地形を有しているまちであると認識しているところでございます。 

ただいま、議員からの御質問で、河川と湧水の硝酸性チッソの危険性について話

をいただきました。湧水の中の硝酸性チッソの割合が増えることは、生活環境の安

全性を脅かす問題と捉えているところであります。 

国において、本年度６月１６日に新たな水循環基本計画が閣議決定され、湧水を

保全していく方針を示されていることから、本町におきましても、国・県と連携し

て、この問題を注視していきたいと考えております。 

○５番（神﨑文男君） ここで、資料配付の許可をお願いしたいと思います。 

○議長（宮本昭一君） はい。許可します。配付してください。 

（資料配付） 

○５番（神﨑文男君） それでは、今回、大崎町７箇所の湧水について、毎月１回、１

年間１２回、試料を採取して調査を行いました。 

各月に採取した試料について、ｐｈ、今は学校ではピーエイチと読んでいますけ

れども、水素イオン指数、それからＥＣの電気伝導度、Ｓ／ｃｍが単位です。硝酸

性チッソ、Ｎｏ₃Ｎ、ｐｐｍが単位です、について、計測定量しました。 

それでは、ｐｈについては、７箇所の平均が６.２０で、微酸性であり、水道水

の水質基準が５.８から８.６の間ですので、６.２ということで大丈夫かと思いま

す。次のＥＣの電気伝導度は、資料の１枚目の上の図です。電気伝導度は高井田が

一番高く、２３７Ｓ／ｃｍで、立小野は１４３Ｓ／ｃｍであります。大崎町の平均

でも２０２Ｓ／ｃｍで、立小野を除けば、全般的に高い値であります。すなわち、

一般的に１５０Ｓ／ｃｍ以下が望ましいとされておりますので、湧水地の地理的条

件にもよりますけれども、湧水の水質汚染を示しているといえますが、町長、どう

思いますか。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町内の湧水７箇所を独自に調査いただき、また情報提供い

ただきました。内容によれば、今回、ｐｈについては問題がないが、電気伝導率の
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数値が、一般的に望ましいとされているものより高い値を示しているという御指摘

であります。 

電気伝導率の数値が高いということは、電気を通しやすい水溶性物質がイオン化

して溶け込んでいる可能性があると理解しております。一般的に、湧水の場所によ

り、後背地の地形の影響を受けるものと認識しているところであり、水質汚染につ

きましては、水溶性物質が何であるかわからないことから、一概に汚染と決めるこ

とは考えていないところであります。 

○５番（神﨑文男君） それでは、資料２枚目の上の図をごらんください。わかります

ように、２０１４年、平成２６年ですが、大崎町の電気伝導度は１２０から１９８

Ｓ／ｃｍであります。２０２０年の湧水の電気伝導度は１８０から２３７Ｓ／ｃｍ

であります。平均は、２０１４年が１６８ｓ／ｃｍであったが、２０２０年は２０

５Ｓ／ｃｍであります。３７Ｓ／ｃｍの上昇しているということです。ほとんどの

湧水地で電気伝導度が高くなっていることは、湧水に硝酸性チッソや無機物イオン

の増加を示しているといえます。 

各地の湧水の汚染の進行が指摘されています。一番気がかりなのが、硝酸性チッ

ソです。資料１の１枚目の下の図をごらんください。硝酸性チッソの町内７箇所の

データで、赤色が最高値で、緑が最低値、青が平均値です。青の平均値で一番高い

のが高井田で、１１.８１ｐｐｍありますが、菱田は４.２４ｐｐｍで低い値であり

ます。７箇所全体の平均値は、７.９７ｐｐｍでありますが、栫岡、吹切、高井田

の値は高い値です。ちなみに、水道水の水質基準値が１０ｐｐｍ以下ですので、こ

れを超えていることになります。 

資料２の２枚目の下の図をごらんください。赤色が２０１４年の硝酸性チッソの

町内４箇所のデータです。青色が２０２０年のデータです。４箇所のうち、３箇所

で増加していることがわかります。 

町内湧水池の湧水は、隣接環境の影響を受けて、硝酸性チッソ濃度の増加を生じ

ていると思いますが、町長、どう思いますか。 

○町長（東 靖弘君） 硝酸性チッソ濃度の増加を生じているが、どう思うかとの御質

問であります。各湧水の後背地が山だったり、農耕地であったりと、条件により湧

水の水質が変化することがうかがえました。 

湧水の水源がどこにあるかは捉えておりませんが、生活環境や生産活動により、

このようになっていたのではないかと考えております。前の質問でもお答えしまし

たが、状況を注視してまいりたいと考えております。 

○５番（神﨑文男君） 硝酸性チッソが多く含まれる水、１０ｐｐｍ以上を飲み続ける

と、前段で言ったとおり、メトヘモグロビン血症で酸素欠乏症や糖尿病、胃がん、
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間質性肺炎などの原因になりますので、何か対策をとってほしいと思います。その

中で、硝酸性チッソは、チッソ質化学肥料、主にアンモニアとかそういう類いの化

学肥料ですが、それや畜産廃棄物、これは生堆肥です、完熟堆肥は硝酸性チッソは

そんなに入っておりません、生堆肥が、土壌の表面において酸素のある状態で微生

物により生成されます。土壌中に多量に生成された硝酸性チッソは作物が吸収しま

すが、余って残った硝酸性チッソが地下水や湧水に溶け出し、濃度が上がるという

ことです。 

硝酸性チッソはマイナスイオンで、土壌の土の粒子もマイナスイオンです。だか

ら、土にくっつかないわけです。このことを住民の方に、特に農家の方にお知らせ

して協力をもらうことが大事ですが、町長、どう考えますか。 

○町長（東 靖弘君） 硝酸性チッソ濃度の上昇要因は、主に３つの要因が考えられて

います。１つ目は、過剰施肥による窒素肥料の溶脱、２つ目は、家畜排泄物の過剰

な土壌還元、３つ目に、生活排水の不適切な処理でございます。 

硝酸性チッソが多く含まれる水を飲み続けると、メトヘモグロビン血症で酸素欠

乏症などを引き起こしやすいことや、作物に吸収されずに残ったものが、地下水や

湧水に溶け出し、濃度が変わることなどは認識しております。 

これらのことを住民に知らせて協力してもらうことは大事であるとの御質疑でご

ざいますが、家畜排泄物の適正管理につきましては、平成１６年に施行されました

家畜排せつ物法により、野積みや粗堀など不適正管理は禁止され、適切な管理・処

理の取り組みが進んできておりますが、一部で野積み等が見受けられますので、今

後も、広報紙などを通じて周知を図ってまいります。 

また、施肥改善につきましても、堆肥基準の遵守や土壌診断による土作りなどを

呼びかけ、減農薬・減化学肥料栽培に取り組むエコファーマーなども推奨してまい

りたいと考えております。 

○５番（神﨑文男君） そういった取組を、何らかの動きを、取組を期待しておりま

す。 

ちなみに、大崎町、有明町、志布志町、松山町の小学校、中学校、全校２７あり

ますけれども、２６校の水道水を、昨年、２回とって調べました。結果、大崎町７

校は、全般的に大丈夫でした。少し気になるのが、今言った硝酸性チッソですが、

２０１６年に調べたときからすれば１ｐｐｍ増えている結果が出ております。各学

校には、このような調査しました報告書をファイルにして配付してございますの

で、水環境の汚染は、地域住民の健康管理の面からも密接な関係がありますので、

水環境の保全に、地域住民の理解と実践が必要です。長い目で見た対策・取組をお

願いいたします。 
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次の世代を担う子どもたちにも、地域の水環境について関心を持たせるととも

に、水環境の保全の大切さを学習させることが望ましいと思います。 

最後に、昨年７月の大雨で大きな被害を受けた湧水があります。それは、持留に

あるホタルの里です。上のシラスが崩れて、現在、水は流れていますけれども、以

前の景観は失われております。是非、名前どおり、ホタルが飛び交う景観にしてほ

しいです。そのためには、カワニナ、巻き貝ですが、育つ環境をつくらなくてはい

けません。難しいかもしれませんが、取り組んでほしいです。 

取り組み方として、企業版ふるさと納税を活用した展開はできないか、町長に伺

います。 

○町長（東 靖弘君） 湧水の景観が失われている場所についての御質問でございま

す。昨年７月の豪雨による山腹崩壊で、持留地区の下西石油横にある池が、雑木と

土砂で埋まっている現場を確認しております。 

現在、湧水は崩落した土砂をぬって県道を横断している水路へ流れ込んでいる状

態です。持留地区の山腹崩壊現場の２箇所については、農林振興課で所管している

治山事業で林地荒廃防止対策を実施しているところですが、当該箇所については令

和２年度の追加事業で要望しており、県に事業の進捗状況を確認したところ、本年

４月以降に工事を実施する計画であることを確認したところでございます。 

この治山事業については山腹保全の工事ですが、施工に当たっては重機等の運行

に支障になる雑木や土砂については撤去しますことから、治山事業の完成時にはあ

る程度の景観回復は見込まれるものと考えております。 

企業版ふるさと納税についてでありますが、企業版ふるさと納税は、返礼品のあ

る個人版のふるさと納税と異なり、特定のプロジェクトを立ち上げ、その計画を、

国の認定を得た後で本町に本店がない企業からの寄附を募るという仕組みになって

おります。 

御質問の趣旨は理解できるものの、本町の景観形成という目的には企業版ふるさ

と納税はなじまないのではないかと思うところでございます。また、他の財源の活

用により対応すべきものは考えております。 

全般的に、神﨑議員さんから水質についての御質問をいただきました。また、か

ねてから１つのグループの中で長年こつこつとこういった調査をやりながら提言も

いただいておりまして、大変ありがたく思っております。やはり、水の循環という

こと、自然環境の中で水の循環がずっとなされてきているわけであります。また、

その中で、営々と人類が生活を営んできているわけでありますので、やはり、そこ

で土壌等を通して硝酸性チッソがそれ以上に濃厚になってきたということで、非常

に濃度が高くなっているという御指摘をいただきました。 
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一方では、ＳＤＧｓの中で、環境、経済、社会ということは、ＳＤＧｓの３本柱

なんですけれども、やはり、企業にしろ、農家の皆さん方にしろ、これからの社会

を構築していく上で持続可能な生活を営む環境を構築していく上では、やはり水の

環境を少しでも改善していくこととかこういったことはとても重要なことでありま

すので、どういう対策ができるかということはなかなかお示しできませんが、地道

に広報等を続けながら、それぞれ排出される方々が自然環境を守っていく、持続可

能な社会を守っていくという観点に立って守っていただけるような施策というの

は、少しずつでも前に進めていきたいと思っております。 

○５番（神﨑文男君） ありがとうございます。 

今回しました湧水や、前回の河川の汚染については、直すのに長い期間が必要に

なります。志布志市では、硝酸性チッソが１０ｐｐｍを超えた水源地は、別なとこ

ろから水を運んで薄めて使っていると聞いております。そうならないような対策

を、我々もとっていかなければいけないと思っております。 

人の健康と密接な関係にある日常生活に不可欠なものが水です。人の命と健康な

生活に、水の大事さを住民が理解し、認識して水環境の保全に、企業者も、農業者

も、住民も自ら実践することを願い、私の質問を終わります。 

○議長（宮本昭一君） ここで暫時休憩を１０分間ほどとりたいと思います。３時５分

から始めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時５６分 

再開 午後３時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、８番、中山美幸君の質問を許可いたします。 

○８番（中山美幸君） 私は、さきに通告しておきました学校のトイレの問題、令和３

年度の施政方針について質問をいたします。 

まず、１点目の、学校のトイレの洋式化について質問いたしますが、先日、児童

を持つ保護者数名より相談があるとのことで、お会いいたしました。相談の内容

は、学校のトイレを洋式化してほしいとの要望でありました。そこで、１１０名の

方に、洋式化の必要性について、保護者の方々にアンケート調査を実施いたしまし

た。 

本日までの回答が約半数であり、相談のとおり、洋式化を望む声が大多数、望ま

ない方が５名いらっしゃいました。５名のうち、２名が、「便座の消毒装置があれ

ば洋式化を望む」などの回答でありました。また、文部科学省も、トイレ改修によ
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る教育的効果も示されております。 

そこで、本町の小中学校の洋式トイレ及び和式トイレの数を問い、１回目の質問

といたします。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。本町の各学校の洋式便器と和式便器の数

はどうなっているかについてお答えいたします。 

お尋ねの、各学校の洋式便器と和式便器の数でございますが、児童生徒が使用す

るトイレの大便器で申し上げますと、大崎小学校、洋式が８基、和式が３９基、菱

田小学校、洋式が５基、和式が１６基、中沖小学校、洋式が１５基、和式が２基、

持留小学校、洋式が６基、和式が７基、大丸小学校、洋式が１４基、和式が４基、

野方小学校が洋式が１３基、和式が３基、大崎中学校が洋式が３１基、和式が１３

基となっております。 

これまで、各学校のトイレの洋式化につきましては、老朽化による改修が必要な

場合や、大規模改造工事等に併せて洋式化にも取り組んでおり、令和３年３月１日

現在、小中学校の洋式便器の占める割合は、全体の５２.３％となっております。 

各学校の状況を見ますと、大規模改修等を進めてまいりました学校については洋

式化が図られているものの、大崎小学校１７％、菱田小学校２３％、持留小学校が

４６.２％と、洋便器の比率の低い状況にあります。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 今、教育長のほうから、数について御報告いただきました。そ

の中で、非常に危惧される部分が大崎小学校ですね、改善率が１７％ということな

んです。町長、これは学校の施設を預かる行政の長としてもですよ、これは問題視

すべき問題でありますので、検討の余地があろうかと思います。 

また、文部科学省が出しておりますトイレの改修による教育環境上の効果という

ことの中でもいろんなデータが出ていまして、健康障害が、便器を改善する前は１

５あったのが、改善後は１になっている。それから、感染症等の問題について、最

初は１５あったけれども、改善したらゼロにというような、それから、トイレの中

でのいたずら、これについてもですね改善前は２９あったものが、これが１になっ

ている。それから、生徒がトイレを掃除のときですけれども、きれいにならないと

いうのが３６ありましたけども、改善後４に減っているというような、これは文部

科学省が統計を調査したものでございますし、また、なぜ、私がこういったことを

言っているかというと、保護者の方々にアンケートをとりました、先ほど申しまし

たように。１１０とってですね、現在、回答の時間が短かったんですけども、出し

てから四、五日ですけれども、約半数返ってきました。そして、その中でもです

ね、このようにして、いろんな形で提言をいただいております。この中で、トイレ
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に関係のない提言もございますので、それについてはまた後日、質問いたします

が。 

１つ紹介してみますとですね、「娘は１年になりますが、洋式しか使ったことが

ありません。早急な洋式化を望みます。上の子のとき、女子が和式トイレを嫌がっ

て膀胱炎になった子がいました。」というようなことも書いてございます。それか

ら、「コロナ感染対策で、トイレの蓋を閉めて流しましょうと言われているのに、

和式がほとんどで何と不安しかありません。」というような答えです。ほとんどの

方がですね、ほとんどというか、現在返ってきている半数については、家庭ではす

べて洋式です。望まないという方も、先ほど言いましたように５名ほどいらっしゃ

いました。その中でも、さっき言ったように、ジェルの便器の掃除をする消毒液が

ありますね、あれを設置していただいたら洋式のほうがいいという回答が入ってい

ます。 

現在も、先ほど教育長の答弁の中で、洋式トイレの多い学校について、まず、便

器を消毒するジェルの消毒液並びに消毒する機材が設置してあるかどうかをお伺い

します。 

○教育長（藤井光興君） 設置していないようであります。 

○８番（中山美幸君） 保護者の方々の御意見も、やはりですね、要らないという方の

中にはですね、やはり直接便器にお尻が触れることを嫌がると、学校ではトイレに

行ったことがないと、大便をさせたことがないという方もいらっしゃるんですね。

この中にありました、うちの子は学校ではトイレに行かないようなことの話をして

いるということです。ですので、やはり、子どもたちが授業に集中できるようにす

るためには、そういった方策をとるべきことが必要なんじゃないかなというふうに

思って質問したわけです。 

そして、今回、３次補正の中で文科省が、改修の事業について助成金を出してい

ますね、３次補正の中で文科省も出しているようです。公立の小中学校の義務教育

学校のいろんな施設の改修ということで出しております。それと、トイレの乾式化

についても出しているようです。それから、体育館等の空調についても補助事業を

出していますね、同じコロナ対策の中の補助事業の中で。そういったものを使いな

がら改修していただく余地はないのかどうか。これは町長の管理の責任もあろうと

思いますが、まず、町長、これどうしますか。財政的なものがあるとおっしゃるん

でしょうけども、先程来から質問が出ていますふるさと納税、それから、今、文科

省が進めようとしております補正予算、３次補正、それから新年度の予算の中にも

これは組み込まれているようですが、町長の考え方としては、使途は町長にあろう

と思いますが、いかがですか。 
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○町長（東 靖弘君） トイレの洋式化については、我々もそういう考え方は持ってお

りました。大崎小学校は大規模改修に合わせてということで遅れているという教育

長の話でもありましたけれども、端的に申しますと、やはり、国の第３次補正予算

を活用して、洋便器率の低い学校については整備を進めてまいります。 

○８番（中山美幸君） 是非、そういうふうにしていただきたいというふうに思いま

す。また、学校管理課のほうでもですね洋便器の消毒液、非常にこれは消耗品とし

ての費用もかかるかと思いますけども、保護者の方々からの要望も強いものがあり

ます、ほとんどがそうです。賛成というふうにただ書かれた方でも、それは必要じ

ゃないでしょうかというのがここに来ております。そういったことを考えると、や

はり住民が求めていますので、是非、対策をお願いしたいというふうに考えている

んですが、担当課としてはどうですか。 

○教育長（藤井光興君） 今の件につきましては、学校施設は児童生徒の学習生活の場

であり、安全性、機能性の確保も不可欠であります。ポストコロナの新しい生活も

踏まえて、感染症対策と児童生徒の健やかな学びの保証の両立をしていくことは必

要であると考えております。 

防災拠点としての地域住民が利用すると考えられますので、町長がおっしゃった

とおり、第３次補正予算の中で活用して、洋便器率の低い学校、大崎小、菱田小、

持留小につきましては、できるだけ早く整備を進めてまいりたいと思います。 

それから、今ありましたことにつきましても、できるだけ早く、早急に検討して

整備したいと思います。 

○８番（中山美幸君） 是非ですねそういった対策を進めていただきたいと思います。 

もう１つ、この葉書の中で紹介しておきますが、「私の子どもは大丸小学校で

す。大丸小学校はほとんどが洋式になっていて、子どもたちも洋式のほうが使いや

すいようです。幼稚園や保育園も洋式なので、和式だと小学１年生は使いにくいの

かもしれません。」というようなことが来ているんです。大丸小学校の方からも、

大体１１０の中ではいろんな地域に出していますので、そういった回答が来ている

ということですので、設備の改善を行うということでございますけども、乾式まで

はですね非常に難しい部分もあろうと思います。徐々にそういった形になってくれ

ばいいのかなと。そういった補助事業も出しているし、文科省もそれを進めていま

すので。給食センターもそうですね、同じような、調理場についてはそういった方

向がかなり進んでいますので、そういった衛生上の問題点というのは十分に周りを

把握しながら、子どもたちのためにいい環境で授業が受けられるように環境を整え

ていただくことを要望し、町長からも、今、設置するということでございましたの

で、今後を期待したいと思います。ありがとうございます。 
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続けます。先程来から、新年度の施政方針については同僚議員なんかもいろいろ

と質問しまして、私の質問の要旨のほぼすべてといいましょうか、そういったこと

が質問されておりまして、どういった形で質問しようかなというふうに悩んでおり

ますが、まず、町長お伺いします。 

令和３年度における町長のまちづくりの基本理念ということが施政方針の中にう

たってあるんですね。いろいろうたってありました。全体を通して、町長の令和３

年度に向けてのまちづくりの基本理念というのをお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年度における町長のまちづくりの基本理念とは何かとい

う御質問でございます。 

施政方針におきまして、現在策定中であり、６月議会での議案上程を予定してお

ります第３次大崎町総合計画に基づき、２０３０年の大崎町の姿を想定し、その実

現に向けて、令和３年度から取り組むことを述べさせていただきました。 

総合計画の策定経過におきまして、大崎町持続可能なまちづくり条例第３条に、

本町が持続可能であり続けるための基本理念を示されていることを踏まえまして、

第３次総合計画においてもこの条例の基本理念にのっとることとしております。そ

の基本理念とは、社会、環境、経済等に配慮し、持続可能なまちづくりに自らが取

り組もうとする人を育むこと、美しい自然を守り、育みながら発展する、持続可能

なまちの基盤を創りあげていくこと、多様性を認めながら、互いに認め合い、支え

合う結いの精神に基づいた地域社会の仕組みを作りあげていくことの３点が掲げら

れております。 

御質問の内容は、令和３年度における、私のまちづくりの基本理念とは何かとの

御質問でございました。私といたしましては、ただいま申し上げた基本理念をもと

に、施政方針において、第一に新型コロナウイルス感染症対策、第二に人口施策の

充実、第三にジャパンアスリートトレーニングセンター大隅を活かしたスポーツ観

光施設の充実、第四にコロナ禍を踏まえた安全対策及び防災対策と、大きく４点を

申し上げました。コロナ禍により脅かされた住民生活を、安心して生活できるよう

取り戻すとともに、大きな打撃を受けた町内事業者を支援し、一刻も早く地域経済

が再生するような取組を充実すること。さらに、喫緊の課題である人口減少問題へ

の対応としての定住施策の拡大や、住民の生活に支障をもたらしている昨年の豪雨

災害による被害の早期復旧と、災害に強いまちづくりについて重点的に取り組むこ

ととしております。 

本町が持続可能なまちとして、次の世代に引き継ぐため、人材・財源を集中的に

投資し、目標達成に向けた施策を実施してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 
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○８番（中山美幸君） 今、町長から答弁をいただいたんですが、町長は、大崎町持続

可能なまちづくり条例、その基本理念の３条をもとにというようなお話をいただき

ました。 

今まで４人でしたかね同僚議員がいろいろと質問しまして、１番から４番まで、

私の質問の要旨がございますが、これについては大方出ておりますが、その内容に

ついてひっくるめて御質問申し上げますので、答弁のほうをよろしくお願いしたい

と思います。 

まず、先ほど同僚議員の中でもですね新年度の予算の中で、メリハリがない、ど

こにメリハリを付けたのか、それから重点事業の予算はどこなのかという御質問が

ございまして、若干、そのときに私もこれはお伺いしようかなと思っていた事項な

ので、ここで、あれ、本当にメリハリのある予算措置がどこになされているかなと

いうのを予算書と見比べてみたんですが、町長のおっしゃる定住化やＳＤＧｓの問

題について、それから交流人口の問題、ジャパンアスリートの問題、そういった中

にどういうふうにその予算が位置付けられているのか、私、明確にわからなかった

んですが、再度、どの事業で、できればどの予算の中で、町長の考えていらっしゃ

るまちづくりの予算が配分されているのか。まず、その点について、簡単で結構で

すのでお示しをいただけませんか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど、イベント等での経費削減における予算の充当とかそう

いったものについては説明させていただきましたが、やはり持続可能なまちづくり

をやっていくためにＳＤＧｓ推進協議会をつくって、そちらのほうに８,０００万

円弱予算化しているということも伝えているところでありますが、これらの実現を

やっていくための第一歩という出だしでありますので、こういったところは今まで

にない予算の位置付けになっていると思っております。 

また、メリハリですから、それが弾力性をとった予算措置ということになります

が、やはり削減できるところは予算査定等において削減もしているし、新たな分野

においては、これらを代表するような施策として取り組んでいく。そしてまた、具

体的に施政方針等ではこういうふうにやっていきたいというふうに話をしておりま

すが、予算化されていないものがありますので、そこのところは議員さんにして

も、言っていることと予算が一緒じゃないじゃないかという思いがあるかもしれな

いところですが、そういった新たな分野にも、これから積極的に予算化していきた

いと思っております。 

○８番（中山美幸君） 町長、もう１つだけお示しをいただけませんか。大方、内容は

わかっているんですが、私が考える持続可能なまちと、町長の考えられる持続可能

なまち、これは若干違うんじゃないかなと思うんですが。町長の考えられる持続可
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能なまちというのは、どういったものを示していらっしゃいますか。 

○町長（東 靖弘君） 一番は、やはり人口政策だと思います。やはり、そこに人が住

んで、地域の活力の原動力となるというのは人でありますので、それが人口増加対

策に向けた取組はやっていくものの、どうしても、我が国においても人口減少が進

んでいくわけでありますから、そういった中でも対応できるような持続可能なまち

をつくっていくことが非常に大きな課題であるし、調整していかなければならない

ことだと思っております。 

それと、コロナのことを外して考えると、やはり人口構成の中でも高齢者が非常

に多いということになってまいります。そういった中で、身体の虚弱な方々もいら

っしゃるわけでありますけど、そういうことをできるだけ解消して、健康な高齢者

を輩出していく。フレイルとかそんな状態に陥ることを事前にくいとめていくよう

なそういう運動とか周知の仕方とか、ロコモシンドロームということがありますけ

れども、そういったものをそういったことに対しての取組とか、こういったものを

やりながら、総体的に健康で豊かな生活を送れるようなそういう対策を非常に必要

だと思っております。 

３点目に、やはり地域経済ということが、今まで再三、コロナ対策の中でも地域

経済ということが出てまいりましたけれども、私たちの大崎町においても商工会に

席を置いておられる商工事業者の皆さんとか、あるいは福祉施設の関係とか医療関

係とか建設とか農林水産業とか、それこそ経済活動をたくさんやっていらっしゃる

方が相当いらっしゃって、それでまちが支えられているわけでありますから、こう

いった地域経済を担うそういう方々の支援とか、あるいは連携とかそういったもの

が特に必要になってくる時代であるし、それとか、あるいは環境問題とか含めて、

２０３０年を目標においた施策というものでは取り組んでいく必要があるし、全般

的に国連で採択されているように持続可能な開発目標とか持続可能な地域社会づく

りのためのそういったのを拠点に置きながら進め取り組んでいくということが一つ

の大きな理念になってくる、基本目標になってくると思います。 

○８番（中山美幸君） 町長は、今、人口問題についてお話をされたんですが、今、ど

このまちといいましょうか、日本全国、人口減というのがあるわけですよ。そうし

た場合に、本町だけが人口増を一生懸命いっても、これは他の市町村とのやりとり

と言いますか引っ張り合いになってしまっている状況があるんですね。 

先ほどの同僚議員の質問の中にも、本町の特質したものがないといけないという

ようなことを申し上げておりました。私の考えるのは、町長が今示された人口増、

その問題と一緒にですねもう１つの考え方がありまして、人口が少なくなっても、

人口減になっても維持できるまち、それをどうやってつくっていくかということ
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も、私は今の時点では考えるべきじゃないのかなというふうに思っているんです

よ。だから、私の考えとしては２つの考え方をもって、２つを進めていくというこ

とが、やはり必要なんじゃないのかなと。人口増も一方では考えるけども、一方で

は、人口減になった場合、それが達成できなかった場合に、どうやってこのまちを

持続可能にしていくのか、後につないでいくかということも考えていかないと、た

だ、人口増、人口増、生産人口の問題を問うてもですね、先ほどの問題でも、町長

の答弁の中では、検討しますということで終わってしまっているんですね。検討す

るんじゃなくて、提案をするんであれば、こういう方法でやっていきたいと私は思

っています、と。できないかもしれないんですよ、これは予算との絡みもあります

し、今後やらなきゃならないことですので、失敗する可能性もありますけども、私

はこういう方法でこれを進めていきたいと思っているというような答弁がほしいな

と思っているんですが、再度、町長、答弁できませんか。 

○町長（東 靖弘君） 人口増と人口減については、私のほうも先ほど触れさせていた

だきました。 

人口増に対しての施策、その中でも、人口減少が進んでくる中で、それに対応す

るようなまちづくりということが必要であると認識しております。１つには、住宅

政策とかいろいろ取り組んでいくことを掲げているところでありますけれども、全

体的に、この地域、近隣の地域をとっても、若者が少なくなってきている現状の中

で、どうやって若者を増やしていくのかという対策で住宅政策とか取り組んできた

ところでありますけれども、今、移住・定住とかありますけれども、そういったも

のも含めながらＰＲはしていきたいと考えております。そしてまた、それに対する

対策をとっていきたいと思っておりますし、やはり、人口が減少になってきたとき

の対策ということは、とても必要になってまいります。その可能性は非常に高いと

いうことがあります。 

やはり、１つには、言葉の中でありますようにコンパクトシティの調査というこ

とが非常に必要であります。今まで、野方、大崎、菱田、３局がというようなこと

をお話をしてまいりましたけれども、やはり必要なところに、まずはこの地区の公

共下水道地域とかこういったところでコンパクトシティなまちをつくるための計画

とか、そういったことをやっていく、そしてまた、農村地帯においてはどうしても

少なくなってくるわけなので、営農の在り方とか、集落機能の在り方とか、少なく

とも対応できるそういう方向性を見出していくということが必要かと思います。 

○８番（中山美幸君） 今、町長の示されましたコンパクトシティについては、私も共

鳴するところであります。前々から話をしていますように、やはり、コンパクトシ

ティをつくっていかないと、維持経費と言いましょうか、そういった経費だけがか
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かってしまって、まちの発展が望めないんじゃないかなというふうな考えを持って

います。 

今回の新年度予算の中で、企画調整課の予算の中に住宅政策の４５０万円、先ほ

どもちょっと出ていましたけども、同僚議員の質問の中で、地域をどうするのかと

いう質問があったと思いますが、機械借り上げの４５０万円を使って、古い家、そ

ういったものの撤去費用を算出していくと、助成していくという話がありました。

これは非常に名案だなというふうに思いました。 

これをもうちょっと進めていただきたい、そして、町長が今申されました人口増

とか、それから生産年齢人口の問題を対応するんであれば、さっきのふるさと納税

の問題もありますし、同僚議員も同じようなことを申しておりましたが、やはり、

現在の企画調整課の組織自体の中で、これが本当に運営できるかどうか。人的なも

のも、やはり必要なんじゃないかなと思っているんですが、町長、これ、もう少し

本気でやるんであれば、そこら辺の人事の異動、そういったものも必要なんじゃな

いかなというふうに考えております。なかなか、今の人数では、今、町長が示され

たような、そして、また、ほかの助成事業もありますよね。そういったものをそこ

でやれるのかなと、やろうとしても無理があるんじゃないかなというふうに考えて

いるところですが、町長は、そこら辺をどういうふうにお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどから、ふるさと納税に関しての新たな質の確保とかとい

うようなそういった質問も出てきております。その中で、組織体制を見ながら対応

してまいりたいという答えをしているところであります。 

今、ふるさと納税を含んで、企画調整課は非常に多忙なと言いましょうか、本町

の事業等の企画をやったりとか、あるいはふるさと納税に取り組んだりとか、観光

をやったりとか、スポーツ関係をやったりとか多忙な状況でありますので、そのこ

とは、いつも我々も懸念をしております。したがいまして、そういった突出した部

分についての部署の編成とか新たな設置とか、そういったことはこれまで、３月の

中でも十分審議をしてまいりました。やはり、いずれそういう体制を構築していく

ということはやらなければ事業は進まないだろうと思っております。それらを十分

考えながら取り組んでいきたいことと、やはり、４５０万円の機械借上料は頭出し

ということであります。そういう条件つきにもなりますけれども、やはり公共下水

道区域内でそういう申出を受けて、そしてまた住宅をつくる人たちとのマッチング

とかそういったことも、場合によっては民間の建設業の方々に依頼しながら、そう

いうことも取り組んでいきたいなという方向も掲げております。職員だけでなかな

か対応できない部分、あるいは、そこは民間の方々も巻き込んでやっていきたい

し、やはり、解体だけでは駄目ですから、新しい建物が建つ、その土地に対してど
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ういう支援をしていくかということも課題になりますので、本当に魅力があるとい

うような施策を打っていきたいと考えております。 

○８番（中山美幸君） その住宅政策なんですけども、今回、野方地区の住宅政策をや

られるということを先ほど耳にしましたけども、住宅をですね、私、前から何回か

話をしたような気もするんですが、住宅を本町でつくられて、例えば賃貸で、１０

年なら１０年入っていただく。その後、１０年経ったら、もう無償で土地、家と

も、入っている方々にあげますよと、無償提供しますよと。そうしますと、１０年

間は新築で、後の補修はあまりかからないでしょうけども、１０年後というのは補

修がかかったりしますよね。その間に所得税が入ったり、いろんな税金も入ってく

るわけですから、その建築に係った費用がペイできれば、後は二代目といいましょ

うか、そこで育った子どもたちは本町がふるさとになってくるわけなんですよ。継

続して本町で生活したり、また、ふるさととして戻ってきたり、そういった事例も

私はありかなと、１つの政策としてありかなと思います。ほかの町がいろいろやっ

ているようですけども、そこまでは踏み込んでないので、ほかのところよりも進ん

だといいましょうか、もっと、大崎町に住んだら、こういったことがあるよという

１つの大きな幟といいましょうか、そういったのを上げても私はいいのじゃないか

なと。 

住民の方々も人口が少ないよね、人が少なくなっているよね、寂しいよねといい

ながらもですね、そういったことで人が増えるんであれば賛成していただけるんじ

ゃないかな、理解していただけるんじゃないかなと思いますので、そこら辺の検討

もやっていただければなというふうに思いますし、私のほうにもですね東京のある

地域から電話が入りました、個人でやるＩＴ関係の事業をやっている方から電話が

来まして、大崎町に、向こうはコロナで大変らしいです。大崎町に移住した場合

に、どんな助成事業があるのかということで、企画調整課に問い合わせをしまし

て、いろいろと説明したんですが、その後、返事も来ていないんですけれども、そ

ういった中でですね、もうちょっと、ほかの市町村と違ったといいますか、ほかの

市町村よりも、天秤に掛けたらうちのほうがいいよねという政策を、町長、考える

気はありませんか。 

○町長（東 靖弘君） １０年ぐらいで無償提供したらどうかという条件つきの宅地分

譲という提案がありました。人がそこに住んでもらうことで、住み続けるときにず

っと発生する固定資産税、あるいは住民税、所得税、そういったものの税収が得ら

れること、あるいは地方交付税において１人当たりの交付税が確保できること、こ

ういったところが居住することによって非常に大きな魅力となっておりますので、

その分が８年とか１０年とかになってくると、かなり大きな税収にもつながってく



 

－ 146 － 

る。そしてまた、住むことによって地域の経済というものが非常に波及効果が大き

くなるということがありますので、そんなことも担当課ともこういう政策を思いき

ってやったらどうかというような話もしてまいりましたので、御提案いただきまし

たけれども、そういったものを前向きにいろいろ考えてまいります。 

○８番（中山美幸君） 町長の施政方針についてはですね、あと１つで終わりたいと思

いますが。いろんな事業をなされる場合、先ほど、同僚議員もちょっと若干触れま

したね、今回の一般会計の予算書の審議だったり、特会の審議の中でもですね、そ

れから補正の部分もそうでした、１つの課が事業をやるときに、他の課にも関係が

あるのに、その事業は担当課が違いますというのに近い発言があるんですよ。やは

り、そこは同じような事業であれば、横の連携をしっかりとって一緒にやっていく

と、そうでないとつまらないじゃないですか。目的は、大崎町をいかによくするか

でしょう、町長。私はそう思うんですけど、なぜ、横の連携がとれないんですか。 

○町長（東 靖弘君） 現在、そういうことはある程度は解消できているというふうに

言えるのではないかなと思います。 

これまで、計画を立てて審議する段階で、全員課長が集まって課長会を開いてお

ります。その中で、１時間、２時間という形で１つのたたき台に対して検討をして

いくということを進めておりますので、全く知らないということでもないし、それ

を通して、例えば建設課とか企画調整課とか、そこは融合しながら話し合いを続け

てやっているという状況が今つくられております。 

議員さん方がやられる予算委員会の中において、そういった発言が、自分の課と

は違うというような発言があったのであれば、本当に大変失礼なことだと思ってお

りますが、そういったことをなくするために、昨年から、課長会においてかなりす

べてのことに審議する体制をつくってきているところでございますので、自分には

関係ないということではなくして、一体的に２つの課、３つの課が融合して担当者

が集まってやっていくという状況を確立していきたいと思っております。 

○８番（中山美幸君） そこらはですね、町長、是非、改善していただきたいと。総務

委員会の中でそういったのが見られました、実際、どこ、どこの課がこういった事

業をやっているんだけども、どうだといったら、それはこっちの課でやっているこ

とですからというようなことで、連携すべきことがそういった答えが返ってくると

いうことがありますので、是非、改善していただかないと、町長の言われる持続可

能なまちづくり、本町をどうやって進めていくかというような、ＳＤＧｓについて

もそうです、ＳＤＧｓについても同僚議員が１７項目に対して質問をしたり、１７

１については話をしませんでしたけども、そういう話もありましたので割愛させて

いただきまして、次に進みたいと思います。 
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最後のほうに上げております株式会社ＯＴＣとの協議再開の真意ということでお

伺いしたいと思いますが、町長の施政方針演説の中にもそれが記載してございまし

た。町長、どういう意向でどういう協議をなさりたいと考えていらっしゃるのか。

そして、あの跡地、どういう形で進めようと、町長の心の中といいますか、気持ち

の中ではあるのかどうか、そういったものについてもお伺いしたいと思っているん

ですが。 

まず、どういった基本構想を持ちながら会社とお話し合いをなさりたいのかとい

うことを、まずお伺いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 平成３０年９月議会で議決いただきました大崎町スポーツ交流

施設整備事業につきましては、合宿所の整備を休止させていただいております。合

宿所建設につきましては、令和元年５月の消防詰所完成後も、株式会社ＯＴＣと協

議してまいりましたが、近隣市町の宿泊施設の状況が、計画当時とは異なり、合宿

所運営が厳しいことが予想されましたことから、合宿所整備を一旦休止し、合宿所

の規模や仕様、合宿所整備の有無も含めて慎重に検討する必要があると判断し、町

と株式会社ＯＴＣの合意の上で休止したものでございます。 

令和２年に入り、新型コロナウイルス感染症の影響もあり再検討は進んでいませ

んでしたが、徐々に感染拡大も縮小傾向を見せており、併せて、先日開催しました

Japan Athlete Games IN Osaki などのソフト事業などによるＰＲ効果により、今

後、合宿所が増加することも十分に考えられます。これらのことを踏まえまして、

他施設の建設を含めた合宿所の有無、合宿所を建設する場合は、民業圧迫に対する

対応策にも考慮しながら、株式会社ＯＴＣとの協議を再開したいということでござ

います。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 当初のですねいろんな資料を私もちょっと見てみました、拾い

出してみました。そしたら、契約の中にですね契約書の実態体制ということでこう

いったのがありますね、設計企業、構成企業ということで書いてございますが、合

宿所の設計、それから工事関係の合宿所、それから、もちろん消防署もあります、

消防団の詰所、それから建設企業のところについてもですね解体工事、消防分団詰

所、合宿所、それも建設業がうたってあります。それから、協力企業の中にも解体

と合宿所について、町内の１３の会社が参加するというようなことが記載してある

んですね。これは契約書の中にもうたってありますし、また、これを提案をされた

ときにコンペをされたと思うんですが、７人の委員の方々が出席をされて、評価点

を与えていらっしゃるんですね。 

そういったことをしながら、行政だけに責任があるとは申しません、我々議員も
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これを認めているわけですから、議会にもこれはある程度の責任はあります。議会

に上げられて、議会を通っていて、議会もこれを承認しているわけですから、非常

に悲しい問題なんですよ。現在まで、先ほど町長が言われたように、３０年からこ

ちらに進んでないわけなんですね。そういったことがＯＴＣ株式会社から、先ほど

町長が言われたように、近隣の宿泊施設が増加してできなくなりましたというよう

なことであればですね、私はこの契約の段階で、これを受ける段階で、これに参加

する段階で、ＯＴＣはですね地域のアセスメント、将来像というのを調査して、こ

れだったらいけるな、これだったら採算ベースに乗るよねというようなことをです

ね考えた上で、私は参加されたんだろうというふうに予測するわけです、民間の場

合はそれをやるんですよね。何か新しい事業を始める場合、新しい店をつくる場

合、新しい会社をそこに立地する場合、この地域で本当にペイできるんだろうか、

人件費が出てくるんだろうか、利益が出てくるんだろうか、民間の場合は利益を追

求するわけですから、そういったのがなされてなくて、ほかのところが先にできて

しまった、その中で中断してしまった、そういった報告といいましょうか、行政の

ほうにそういった報告がちゃんとなされたのかどうか。そのまま、ただの話し合い

で終わってしまったのかどうか、その点について、町長ちょっと教えてください。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、御質問の中で、環境アセスメント調査等をやりなが

ら、それなりの提案をしてきて契約しているという状況の中で、現状を見ながら非

常に厳しい状況であるということに対して、ＯＴＣ側のほうからそれが来ているの

かというような、そういう問い合わせというか協議とかそういったのが来ているの

かという御質問でありますが、そこについてはＯＴＣ側からそれがなされたという

ふうには捉えておりません。私のほうも合宿所の経営運営というのが非常に厳しく

なるんじゃないかという懸念もしておりましたし、多分、ＯＴＣ側もそういう思い

は持っていらっしゃると思いますけれども、それに対しての相手方からの意見とい

うものは、正式にそういった意見としてはいただいていない状況だと判断をしてお

ります。 

○８番（中山美幸君） これは、本来ならばですね受託したＯＴＣ側、非常にこれは残

念な話なんですけれども、そういったところがあるんであれば、本町の発注したと

いいましょうか、そういったふうにですねちゃんとした説明をすべきですよね。私

たちはこういう調査をしておりましたと、宿泊がこれだけ見込めるということで参

加いたしましたと、設計もこういうふうでやっておりましたと、ところが、近隣の

状況を再度調査したところ、こういう状況になっておりますと、私たちは不可能に

近い状況にありますと、何か話し合いをして、新たな構想というのはございません

でしょうかというような提案が、私は提案が会社側からないとおかしい問題だとい
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うふうに思いますし、また、行政のほうとしては、これは我々の税金を使う、町民

の税金を使っていますので、ＰＦＩのいろんな事業を調べてみますとですね、そう

いった事案の場合は、住民にちゃんとその内容を報告するようにしなさいというよ

うなことがあるんじゃないですか、そういった要項が。こういう理由で進まなかっ

た、こういう契約だったけれどもこうなりましたという、住民への、私たち議会だ

けじゃなくて、住民への説明というのが必要だったんじゃないのかなというふう考

えているんですが、その措置については町長はどうお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） 現実にいろいろ御説明いただいておりますけれども、会社側か

ら提案すべきであった、また、行政側からもそういう対応すべきであったというよ

うなことになってまいりますけれども。実際、思いは同じだと思いますが、正式に

そういった協議の場に至っていないという状況であります。住民の説明とか、議会

に説明しておりますので、そして、住民の、特に菱田地区の皆さん方にとっては関

心を持ってこられたことでありますので、相手方とも十分協議をしながら、そうい

うところに至ってきた段階ではそういう説明はすべきことだなというふうに思って

おります。 

○８番（中山美幸君） ちょっと私がですね、ここ一日、二日で調べたことによります

とですね、出てきたのが４項目ございました。４つの事業がＰＦＩでできなくなっ

ているというのがありますね、大きな事業なんですけれども。そういったところを

考えると、やはり、当初の応札をされたときのアセスメントの不十分さ、行政側の

コンペに対する採点の仕方、７名の方が採点されているんですよ。応募が１つしか

なかったという状況もありますが、そこら辺をもうちょっと真剣に考えていただか

ないと、これは大きな問題だと私は思っています。 

住民の方々は３０年から今まで、特に菱田地区の方々は待っていらっしゃったは

ずですね。同僚議員がいろいろ先ほどちょっと聞いてみますと、公園だとか住宅だ

とかいろんなことをやってほしいというようなことも出てますよというような話も

ちょっとお伺いしたんですよ。お伺いしたんですが、今の状態では進まないという

ことなので、これは、もうしないとですね、どっちかにしないと、町長、進まない

と思いますので、是非、ここら辺は真摯にお話し合いをなさって進めるような方

策、住民が納得するような方法でですねお互いに解決の方法を探っていくというこ

とは何か考えていらっしゃいませんか。 

○町長（東 靖弘君） そのことにつきましては、十分考えております。今御指摘ただ

いておりますことも、早期にそういう対策は講じていきたいと思っております。 

いずれにしても、菱田の中学校跡地については、有効活用して地域の皆さん、あ

るいは利用者の皆さん方に喜んでいただくようなそういった環境整備というのは必
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要になってまいりますので、そういう方向性を持ちながら協議してまいりたいと思

います。 

○８番（中山美幸君） ＰＦＩ方式で提案されたときにですね、町長まだ覚えていらっ

しゃるかな、私、かなり一時は反対したはずです、ＰＦＩの方式については。それ

が、現実に近い状態になってきたということは申し添えて私の質問は終わります

が、是非、それを早急に改善していただいて、住民が、ああ、よかったなというよ

うな方策をとっていただくように要望申し上げまして、また、トイレについても、

早急に補正予算等を組んでいただいて実現していただくように要望申し上げまし

て、私の質問を終わります。 

○議長（宮本昭一君） 以上で、通告による一般質問は終了いたしました。これをもっ

て一般質問は終結いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第２号 令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第３、議案第２号「令和２年度大崎町一般会計補正予算

（第７号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第２号、令和２年度大崎町一般会計補正予

算（第７号）について、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告をい

たします。 

本議案については、去る３月４日に委員会を開催し、担当課長及び関係職員の出

席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額から１２億２,８７７万５,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を１４６億５,８２６万５,０００円とするものでありま

す。 

内容については、３月３日の本会議において説明がされておりますので、委員会

での主なものについて報告いたします。 

歳出の款２項２目２賦課徴収費、節８旅費の普通旅費４万９,０００円の減につ

いて、委員から、事務研修の中止による減額であると説明があったが、何人の職員

の出席を予定していたのか。また、研修を受けられなかった職員に対して、能力を

向上させるためにどのような対策を講じたかとの問いに対し、職員の出席について

は、２名分を２回見込んでいた。また、職員に対しては、曽於地区地方税協議会を

活用し、税目ごとに研修会を開催して、職員のスキルアップに努めたとの答弁であ

りました。 

次に、款５項１目８農業機械維持管理費、節１２委託料のオペレーター委託料１
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９０万円の減について、委員から、農業機械センターのオペレーターが１人辞めら

れたということであるが、後を補充する必要はないのかとの問いに対し、オペレー

ターの雇用については、地域の認定農家の方などへ相談をしたり、また、ハローワ

ークにも、年齢を６５歳に引き上げ、町外の居住地まで範囲を広げて募集をしてい

るところであるが、応募がない状況である。現状は厳しいが、どうにかしてもう１

人確保したいと考えているとの答弁でありました。 

次に、款９項４目７新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１７備品購入費の

図書館用備品１３５万円について、委員から、図書館用備品として購入する、図書

を除菌する器機については、返却される図書のみにこの器機を使用するという説明

であったが、図書館内で住民の方々が読まれたりする本については、どうするのか

との問いに対して、これまでは、貸し借りの部分で利用された本のみを除菌する考

えであったが、除菌時間も短時間で済むことから、館内で利用された本について

も、随時除菌する対応をとっていきたいと考えるとの答弁。 

次に、款９項５目３新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１４工事請負費の

総合体育館トイレ洋式化工事２６４万円について、委員から、工事の内容について

は、洋式便器８箇所と小児用の小便器５箇所ということであったが、和式と洋式の

比率はどれくらいかとの問いに対し、今回の洋式化工事は、大便器８箇所と小便器

５箇所になるが、総合体育館内の全体の数の半分程度であるとの答弁。 

さらに、委員から、洋式便器のところには消毒器機を設置するのかとの問いに対

し、消毒器機については、設置したいと考えているとの答弁でありました。 

また、委員から、総合体育館トレーニング室換気扇設置工事２９万７,０００円

について、トレーニング室換気扇設置工事は、感染症対策事業で取り組むのであれ

ば、換気扇ではなく、空調設備で対応したほうがよかったのではないかとの問いに

対し、コロナウイルス感染症対策として、まず、一番に、室内の換気をすることに

重点を置いたこと、そして、比較的手っ取り早く取付が可能なことなどを考慮し

て、換気扇の設置となったとの答弁でありました。 

次に、第２表繰越明許費補正、款１０災害復旧費、項１農林水産業施設災害復旧

費、農林水産業施設災害復旧事業について、委員から、農地２０箇所、農業用施設

２０箇所、計４０箇所が繰越予算となっているが、これはすべて令和３年度で完結

する予定かとの問いに対し、災害復旧事業については、農地や水路等の災害箇所を

繰り越すことにしていることから、地域の水利組合とも工事発注の情報提供を行う

などして連携を図り、令和３年度での工事完了を目指して鋭意努力していきたいと

考えているとの答弁。 

さらに、委員から、特に農地については、被災された地権者の方々から作付を望
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む声を多く聞くため、なるべく早い時期の事業完了を目指して努力するよう要望し

た。 

以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第２

号、令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号）は、原案のとおり可決すべきも

のと全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第２号「令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号）」の委員長の報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２号「令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号）」について、委員長

の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２号「令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号）」は、原案

のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第３号 令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第３号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第４、議案第３号「令和２年度大崎町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第３号、令和２年度大崎町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第３号）について、本委員会における審査の経過と結果の報

告をいたします。 
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本議案については、去る３月４日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の

出席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に４,８１７万９,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を２０億３８５万５,０００円とするものであります。 

内容については、３月３日の本会議において説明がされておりますので、委員会

での主な質疑について報告いたします。 

まず、歳入の款４項１目１保険給付費等交付金、節２保険給付費等交付金の保険

者努力支援分４２２万１,０００円について、委員から、保険者努力支援分につい

て、昨年度実績との増加額は幾らか、また、制度の内容はどのようなものかとの問

いに対し、保険事業に取り組んでいる保険者に対して、その事業ごとに点数が付与

され、その点数に応じた金額が交付される制度である。また、実績については、昨

年度比２万２,０００円の増であるとの答弁。 

また、委員から、保険事業の中で、人間ドックを受けられた方に対して補助金を

支給していると思うが、その助成事業自体を知らずに、人間ドック助成申請をして

いない住民の方がいるが、行政としてどう思うかとの問いに対し、保険診断費に対

する助成事業について周知不足ということであれば、国保加入者の方に対して、さ

らに周知を図っていきたいとの答弁でありました。 

以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第３

号、令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のと

おり可決すべきものと全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第３号「令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」

の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３号「令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」
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について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３号「令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第４号 令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第５、議案第４号「令和２年度大崎町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第４号、令和２年度大崎町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）について、本委員会における審査の経過と結果の報告

をいたします。 

本議案については、去る３月４日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の

出席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に１,９１３万５,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を１億９,３１３万８,０００円とするものであります。 

内容については、３月３日の本会議での説明のとおり、後期高齢者医療保険料及

び広域連合納付金等の見込みに伴う補正が主なものでありました。 

特記すべき質疑はなく、その後討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第４号、令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決すべきものと全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第４号「令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」の

委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 
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よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第４号「令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」に

ついて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第４号「令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第５号 令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第６、議案第５号「令和２年度大崎町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第５号、令和２年度大崎町介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）について、本委員会における審査の経過と結果の報告を

いたします。 

本議案については、去る３月４日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の

出席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に３５２万６,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を１９億６７８万８,０００円とするものであります。 

内容については、３月３日の本会議において説明がされておりますので、委員会

での主なものについて報告いたします。 

歳出の款３項３目６認知症総合支援事業費、節７報償費の各種報償費４５万円の

減について、認知症総合支援事業について、事業内容はどのようなものか、また、

どのような実績が上がっているかとの問いに対し、認知症総合支援事業について

は、認知症初期集中支援チームの会議の中で相談のあった認知症のおそれのある方

に対して、アプローチの仕方や会議を通じて医療、介護のどちらにつないでいくの

かなどを検討する場であるとの答弁。 

さらに、委員から、高齢化が進む中で、現状把握後は予防策をどのように行って

いくのが重要であり、具体的に実行していかないと認知症患者数の増加は改善でき

ず、さらには介護費用の増額につながると思うが、どうかとの問いに対し、身体的

に介護度が重症化する部分と認知症による重症化する部分があると思うが、身体的
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な部分については、介護予防教室でのマスターズ、いきいきサロン、ころばん体操

などの取組を普及しているため、身体の衰えについては進行しないような取組がで

きていると思うが、認知症については、気づかないうちに認知が進んでいる場合も

あり把握が難しい部分があるが、認知症の原因、予防の知識を身に付けていくこと

で増加を抑制できればと思っているとの答弁でありました。 

以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第５

号、令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第５号「令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」の委

員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第５号「令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第５号「令和２年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。御苦労さまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時１６分 
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令和３年第１回大崎町議会定例会会議録（第３号） 

 

令 和 ３ 年 ３ 月 １ ７ 日 

午前１０時００分開議 

於  会  議  議  場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（９番，１１番） 

日程第 ２ 議案第 ６号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて       （総務厚生常任委員長報告） 

 日程第 ３ 議案第 ７号 大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ４ 議案第１９号  大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ５ 議案第 ８号 令和３年度大崎町一般会計予算 

          （令和３年度大崎町一般会計予算審査特別委員長報告） 

日程第 ６ 議案第 ９号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ７ 議案第１０号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ８ 議案第１１号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ９ 議案第１２号 令和３年度大崎町水道事業会計予算  

                        （文教経済常任委員長報告） 

日程第１０ 議案第１３号 令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

（文教経済常任委員長報告） 

日程第１１ 議案第２１号 令和２年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

日程第１２ 議案第２２号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 

日程第１３ 発委第 １号 大崎町議会会議規則の一部を改正する規則の提出に

ついて 

日程第１４ 同意第 １号 教育委員会委員の任命について 

日程第１５ 議員派遣の件 

日程第１６ 閉会中継続審査・調査申出書 
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２．出席議員は次のとおりである。（１１名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 児 玉 孝 德 ９番 上 原 正 一 

４番 稲 留 光 晴 １１番 諸 木 悦 朗 

５番 神 﨑 文 男 １２番 宮 本 昭 一 

６番 中 倉 広 文  

 

３．欠席議員は次のとおりである。（１名） 

１０番 小 野 光 夫 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 川 畑 定 浩 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 小 野 厚 生 社会教育課長 今 吉 孝 志 

保健福祉課長 相 星 永 悟 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 宮 本 修 一 

次長兼議事係長 垣 内 吉 郎 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（宮本昭一君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、上原正一君、及び

１１番、諸木悦朗君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第６号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第２、議案第６号「大崎町介護保険条例の一部を改正する

条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第６号、大崎町介護保険条例の一部を改正

する条例の制定について、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告を

いたします。本議案については、去る３月４日に委員会を開催し、担当課長並びに

関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この条例は、介護保険事業の健全かつ適正な運営を図るための新しい大崎町介護

保険事業計画が、令和３年４月から実施されることに伴い、６５歳以上の被保険者

に係る介護保険料率を改正するものでありますが、内容については３月３日の本会

議において説明がありましたので、委員会での主な質疑について報告いたします。 

委員から、介護保険の算定基準の段階の第１段階から第９段階まで、すべてが値

上げになっている。生活保護を受給していない人でも苦しい生活を送っている方に

とっては、月額数百円の値上げが負担に感じると思うが、どうかとの問いに対し、

３年前の改正では、基準額の月額５,７００円が６,５００円で、８００円の値上げ

であった。今回は、繰越金の増額と介護保険事業所の需要を見込んで積算した結

果、基準額は月額２００円の増、第１段階では１００円、第９段階では３４０円の

増となったところである。向こう３年間は、この保険料でお願いしたいと考えてい

るとの答弁。 

さらに、委員から、また３年後、保険料を上げないといけないことが予測できる

か。そうしたときに、介護予防の事業として、いきいきサロンやころばん体操など

いろいろな事業に取り組んでいる。その中で、どれくらいの参加人数があって、ど

のような効果が出ているか検証したことがあるかとの問いに対し、介護予防教室に

ついては、実施した事業内容の報告はいただいている。症状が改善して元気になっ
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た方はおられると思うが、個々において追跡調査は実施していないのが現状である

との答弁。 

さらに、委員から、様々な事業に取り組んでいることは認識してよいと思ってい

るが、ただ、継続して事業を実施するだけでなく、介護予防事業を通じて、いかに

保険料の抑制に努めるかが必要である。コロナ禍において、住民の方々はいろいろ

な場面で負担を強いられている。このような状況を考慮すると、今回の値上げは少

額ではあるが、少額が積み重なれば住民の方々も、より負担感が大きくなるため、

次の３年後、保険料を見直す時期においては、値上げをしなくて済むような状況を

つくっていかないといけないと思うがとの問いに対して、介護予防教室やその他の

教室には、その分野にたけた講師がいるので、今の御指摘の部分については、検討

課題として今後いろいろと研究していきたいと思うとの答弁。 

また、委員から、国民健康保険税を納付している方の中では、健康を維持され

て、病院を受診していない方や介護の保険給付を受けていない方がいると思う。そ

ういう方々に、町から表彰をする取組はできないかとの問いに対して、元気で病院

に行かず、介護も受けてない方がいることは把握している。以前は、ふれあいフェ

スタでいろいろな健康部門の表彰を行っていたが、今のところは、いろいろなこと

を考慮すると実施は難しいのではないかと思っているとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第６

号、大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可

決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第６号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」の委員

長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第６号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」、委員
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長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第６号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第７号 大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第３、議案第７号「大崎町老人福祉センターの設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第７号、大崎町老人福祉センターの設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、総務厚生常任委員会に

おける審査の経過と結果の報告をいたします。本議案については、去る３月４日に

委員会を開催し、担当課長及び関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この条例は、大崎町老人福祉センター浴場設備の老朽化に伴い、浴場業務の廃止

を提案するものでありますが、内容については３月３日の本会議において説明があ

りましたので、委員会での主な質疑について報告いたします。 

委員から、浴場を廃止する提案であるが、改修した場合の費用は見積もり等も取

られていると思うが、幾らかかる予測かとの問いに対して、更新をした場合の試算

であるが、ボイラーから浴場までの８本の配管の取替費用が１本８０万円で、地下

に埋設してある配管の堀越費用と工事に係る諸経費等、全部含めて、おおむね１,

０００万円ぐらいを想定しているとの答弁。 

さらに、委員から、概算で１,０００万円ということではなくて、正式に見積も

りを取った結果の金額で説明されたほうが理解しやすいと思う。また、老人福祉セ

ンターの浴場を週３回程度利用している方の中には、家にお風呂がない高齢者の方

がいる。公共の福祉という観点から、規模を縮小した入浴場は考えられなかったか

との問いに対して、まず、お風呂が家庭にない方については、休止の期間、そのよ

うな問い合わせもなったことから、何かしら用は足りていると思っているところで

ある。また、入浴場の規模の縮小については、廃止か存続かで考えていたことか

ら、規模縮小は考えていなかったとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第

７号、大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
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の制定については、原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみ

た次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第７号「大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」の委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第７号「大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」、委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第７号「大崎町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第１９号 大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本昭一君） 日程第４、議案第１９号「大崎町くにの松原キャンプ場の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたしま

す。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第１９号、大崎町くにの松原キャンプ場の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、総務厚生常任委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案については、去る３月

４日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしまし

た。 
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この条例は、現在、くにの松原キャンプ場の常設テントサイトに整備中の４人用

バンガローを、令和３年４月１日から供用開始することに伴い、使用料のうち、常

設テント部分を削除し、新たに４人用バンガローを追加する改正でありますが、内

容については３月３日の本会議において説明がありましたので、委員会での主な質

疑について報告いたします。 

委員から、常設テントの使用料が削除されているが、常設テントすべて撤去され

るのかとの問いに対して、常設テントについては経年劣化により使用に耐えない状

況であるため、４コーナーに６張りずつある常設テントすべてを撤去して、その跡

に、現在建設中である同規模のバンガローを１棟ずつ建設する予定であるとの答

弁。 

さらに、委員から、常設テントゾーンは１棟建設していて、常設テントのサイト

はほかにもあるが、その全部を取って、今後バンガローに増設していく予定かとの

問いに対して、今のところは各常設テントゾーンが４箇所あって、それぞれに１つ

ずつ、今後、合計で４棟建てていく計画であるとの答弁。 

また、委員から、今からバンガローを４棟建てるということは、町外から来られ

るバンガローの利用者の状況を見て、今後検討していくのかとの問いに対して、当

然ニーズがあるということで４棟増設するものであるが、これは平成２９年に開か

れた在り方検討会の提案の中に、「施設については利用者のニーズを把握し、古い

常設テントの撤去やバンガローの増設を」という文言があるため、その提案に従っ

て年次的に整備をしていけばと考えているとの答弁。 

また、委員から、バンガローの増設という考え方もあると思うが、バンガローと

常設テントでは管理の難易度にも違いがあることからも、今後は委託料の問題や費

用対効果の部分も考えるべきではないかとの問いに対して、指定管理者との打ち合

わせに担当課の管理者自らも入っていき、費用対効果や施設管理の在り方、地域経

済への波及効果などを見て、その結果を今後の指定管理委託料の検討材料にしてい

きたいと思っているとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第１

９号、大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致

をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第１９号「大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について」の委員長報告に対して、何か質疑はありません
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か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第１９号「大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について」、委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１９号「大崎町くにの松原キャンプ場の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第８号 令和３年度大崎町一般会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第５、議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」を議

題といたします。 

本案について、令和３年度大崎町一般会計予算審査特別委員長の報告を求めま

す。 

○予算審査特別委員長（諸木悦朗君） ただいま議題となりました議案第８号「令和３

年度大崎町一般会計予算」について、審査の経過と結果の報告をいたします。本議

案については、３月３日の本会議において、本特別委員会に付託されたもので、３

月５日及び８日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席を求め、補足説

明を受け審査いたしました。 

それでは、委員会の中での主な質疑について報告いたします。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１０３億７,７７０万２,

０００円と定めるもので、前年度と比較し２０億５,２７１万５,０００円の増であ

ります。 

内容については、３月３日の本会議において説明がありましたので割愛させてい

ただきます。なお、委員会での主な質疑の報告についても、全委員出席の特別委員
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会であることから今回は割愛させていただきますが、委員会での審査に支障を来す

事態がありましたので報告いたします。 

令和３年度一般会計予算の中で、数年前から継続的に取り組んでいる事業に関し

ての質疑があり、当該事業に関しては、これまでの委員会における審議の中でも何

回か、委員からの質疑に対し担当職員の質疑に対する答弁及び資料提出等が行われ

ておりますが、執行部側の答弁の真意と答弁に対する委員の受け取り方の相違等に

より意見に若干食いちがいが生じたものです。双方に要因は考えられますが、町執

行部には、今まで以上により一層丁寧な説明を求めることを要望いたします。 

また、審査の過程で、担当課に詳細な説明を求めたときに、後もって報告したい

との申し出がありましたが、審議の上でどうしても必要なことから資料の提出を求

め、暫時休憩を取りながら審議を行った次第であります。このようなことから、委

員会での審議においても、資料作成など十分な事前準備を心がけた上で審査に臨ま

れるよう要望するものです。 

討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第８号、令和３年度大崎町

一般会計予算については原案のとおり可決すべきものと、全委員の意見の一致をみ

た次第であります。 

以上で、令和３年度大崎町一般会計予算審査特別委員会における審査の経過と結

果について御報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」の委員長報告に対して、何か質疑

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」について、委員長の報告は原案可

決であります。委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

［賛成者起立］ 
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○議長（宮本昭一君） 起立多数。 

よって、議案第８号「令和３年度大崎町一般会計予算」は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第９号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第６、議案第９号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特

別会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第９号、令和３年度大崎町国民健康保険事

業特別会計予算について、本委員会における審査の経過と結果の報告をいたしま

す。本議案については、去る３月９日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員

の出席を求め審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億８,６５３万９,０００円とす

るものであります。 

内容については、３月３日の本会議において説明がされておりますので、委員会

での主な質疑について報告いたします。 

委員から、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、通常病院へ通院する高齢者

の方が、病院受診を控えたことで病気の状況が悪化したという状況があったと思う

が、どうかとの問いに対し、特定健診においても新型コロナウイルス感染症の影響

で受診者が少なく、受診率が芳しくなかったことは事実である。医療関係において

も、感染のリスクを懸念して受診控えをした結果、基礎疾患の持病のある方が重症

化するとともに、治療期間も長期化して医療費も高騰することなどが懸念される。

国や県もこの事実は把握していたことから、町においては広報紙を活用して、持病

のある方については、病院においても感染予防の対策は取っているので治療を続け

ていただくよう啓発を行ったところであるとの答弁でありました。 

また、委員から、今回提出のあった説明資料の中で、入院に係る医療費が、ここ

数年増加傾向にあるが、この要因は何かとの問いに対して、国保連合会からのデー

タから、増加した疾病名で申し上げると、精神的な病気の統合失調症、狭心症、肺

がんに関しての入院が増えている状況であるとの答弁でありました。 

次に、歳出の款２、項６、目１傷病手当金、節１８負担金，補助及び交付金の傷

病手当金９２万７,０００円について、委員から、これは新型コロナウイルス感染

症に感染した被保険者に対して、給与等の支払いを受けている方が治療のため仕事

を休んだ場合に、その所得補償として傷病手当金を支給するものであるとの説明で

あったが、９２万７,０００円の算定根拠の説明を求めたところ、算定式は、期間
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は１５日間とし、３万８８７円掛ける２人掛ける１５日間である。３万８８７円の

根拠については、国民健康保険法第４０条第１項に規定する標準報酬月額等級の最

高額の１３９万円をもとに、基準の３０分の１と２分の１をそれぞれ乗じた数字で

ある。また、人数については、被保険者数３,５４８人に０.０５％を乗じた２人を

積算根拠としているとの答弁。 

さらに、委員から、この手当は申請方式ということであるが、国民健康保険の被

保険者の方々には手当の事業内容をお知らせするためにどのような周知方法を取っ

ているかとの問いに対して、本町において、令和２年度中は、まだ一人の申請もな

い状況である。周知の方法については、昨年、関係条例の審議後に広報紙に１回掲

載したとの答弁。 

さらに、委員から、この制度について、国保の自営業者、特に経営者の場合、ど

ういった対応となるのかとの問いに対して、今回の傷病手当については従業員の方

だけで、事業者は適用されないとの答弁。 

さらに、委員から、そうすれば、その辺の内容をもっと詳しく、住民の方々が理

解できるように周知の方策を取っていただくよう要望した。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第９

号、令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべき

ものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第９号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」の委員長報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第９号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」を採決

します。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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［賛成者起立］ 

○議長（宮本昭一君） 起立多数。 

したがって、議案第９号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１０号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第７、議案第１０号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特

別会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第１０号、令和３年度大崎町後期高齢者医

療特別会計予算について、本委員会における審査の経過と結果の報告をいたしま

す。本議案については、去る３月９日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員

の出席を求め審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億８,３２６万６,０００円とする

ものであります。 

内容については、３月３日の本会議での説明のとおり、歳入は徴収した保険料、

保険料軽減分の負担金、一般会計からの繰入金が主なもので、歳出については、鹿

児島県後期高齢者医療広域連合納付金が主なものでありました。 

質疑に入りましたが、特記すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが討論

もなく、採決の結果、議案第１０号、令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予

算は、原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であり

ます。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第１０号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」の委員長報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１０号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」を採決
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します。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（宮本昭一君） 起立多数。 

したがって、議案第１０号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１１号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第８、議案第１１号「令和３年度大崎町介護保険事業特別

会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） 議案第１１号、令和３年度大崎町介護保険事業

特別会計予算について、本委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。

本議案については、去る３月９日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出

席を求め審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億１,０４３万３,０００円とす

るものであります。 

内容については、３月３日の本会議において説明がされておりますので、委員会

での主な質疑について報告いたします。 

委員から、介護保険のサービスを受けている方で、ケアプランを作成する際に支

援者の方々の意向があまりプランに組み入れてもらえなかったという話を聞いたこ

とがあるが、ケアマネジャーの関係する事業所側に立ったケアプランが作成されて

いるのではないかとの問いに対し、ケアマネジャーがケアプランを作成するときは

公平な立場で作成することが求められている。町としても、そのようなことがない

ように、居宅支援事業所の実施指導等を通じて確認していきたいと思っているとの

答弁。 

さらに、委員から、提出のあった当初予算説明資料の中の介護保険の状況におい

て、令和２年度の認定者数の記載はあるが、申請者数及び認定数についてはどの程

度だったかとの問いに対し、平成３０年度の数字であるが、新規申請者が２３７

件、新規認定者数は４０人であるとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが討論はなく、採決の結果、議案第１１

号、令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべきもの
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と出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第１１号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算」の委員長報告に対

して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１１号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算」を採決し

ます。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（宮本昭一君） 起立多数。 

したがって、議案第１１号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第１２号 令和３年度大崎町水道事業会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第９、議案第１２号「令和３年度大崎町水道事業会計予

算」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（富重幸博君） ただいま議題となりました議案第１２号、令和

３年度大崎町水道事業会計予算について、審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案については、去る３月３日の本会議において当委員会に付託されたもの

で、３月４日に全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席

を求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

予算書の１ページ、業務予定量は、給水戸数６,６２０戸、年間総給水量１５０

万９,０００立方メートル、１日平均給水量４,１３０立方メートルであります。主

な建設改良事業は、中山第二水源地調整槽築造工事であります。予算第３条の収益



 

－ 175 － 

的収入及び支出の予定額は、収入が第１款水道事業収益２億２,３９５万８,０００

円で、支出は第１款水道事業費用１億９,８８２万５,０００円であります。 

予算書の２ページ、予算第４条の資本的収入及び支出の予定額は、第１款資本的

収入が５８２万４,０００円で、第１款資本的支出が１億８,８１０万８,０００円

であります。資本的収入額が支出額に対して不足する額１億８,２２８万４,０００

円は、当年度分損益勘定留保資金７,４４３万９,０００円、減債積立金４５７万

６,０００円、建設改良積立金３,８１７万６,０００円で補てんするものでありま

す。 

本予算の提案理由、内容等につきましては、本会議において担当課長より説明が

ございましたので、省略させていただきます。 

それでは、委員会での質疑の主なものにつきまして報告いたします。 

水道施設の老朽化や今後予想される人口減少に伴う給水戸数の減少を考慮した中

期計画等は整備されているのかとの問いに対し、現在のところ、具体的にどの水道

施設を何年度に改良や更新を行うといった計画は整備されていないが、国や県の指

導をもとにして水道ビジョンを作成している。この内容については、水質の検査計

画であったり、施設の現在の状況や老朽度についてまとめたものであるため、水道

施設の現在の状況等については把握できている状況であるとの答弁でありました。 

さらに、委員から、東日本大震災が発生して今年で１０年が経過するが、このよ

うな大災害を想定した場合に、水道や電気などライフラインの重要性を再認識する

ところである。先ほどの答弁の中で、耐震性のある配管への布設替え工事も実施し

ているとのことであるが、どの程度の地震に耐えることができると想定しているの

かとの質問に対し、耐震性のある配管に布設替えした管路が耐えうる地震の規模と

しては、レベル２地震時ということで、東日本大震災、阪神・淡路大震災に耐える

配管となっている。なお、令和３年度施工予定の中山第二水源地調整槽築造工事で

整備する、耐震性を備えたステンレスタンクについては、永吉の配水池や現在稼働

量が一番多い鳥越配水池と直結されるタンクとなる。また、耐震性を備えた配管の

敷設状況としては、中山第二水源地から県道大崎輝北線を南下して国道２２０号線

までの区間の口径の大きな管線の管路については布設されている状況であるため、

仮に大地震が発生した場合でも、非常時の災害拠点となることが想定される役場周

辺までは確実に送水できるものと考えているとの答弁でありました。 

その後、討論に入りましたが討論もなく、採決の結果、議案第１２号、令和３年

度大崎町水道事業会計予算は、原案のとおり可決すべきものと全委員の意見の一致

をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について、報告を終わり
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ます。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第１２号「令和３年度大崎町水道事業会計予算」の委員長報告に対して、何

か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１２号「令和３年度大崎町水道事業会計予算」を採決します。こ

の採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（宮本昭一君） 起立多数。 

したがって、議案第１２号「令和３年度大崎町水道事業会計予算」は、原案のと

おり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第１３号 令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

○議長（宮本昭一君） 日程第１０、議案第１３号「令和３年度大崎町公共下水道事業

特別会計予算」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（富重幸博君） ただいま議題となりました議案第１３号、令和

３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算について、審査の経過と結果の報告をい

たします。 

本議案については、去る３月３日の本会議において、当委員会に付託されたもの

で、３月４日に全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席

を求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出予算それぞれ１億９,６３０万６,

０００円とするものであります。 

本予算の提案理由、内容等につきましては、本会議において担当課長より説明が
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ございましたので省略させていただきます。 

それでは、委員会での質疑の主なものにつきまして報告いたします。 

目３下水道整備費、節１２委託料の公共下水道事業地方公営企業法適用支援業務

委託料について、令和５年度までに地方公営企業法の適用を受けるための委託料で

あるが、現在の移行業務の状況について説明を求めたところ、令和２年度は移行業

務の１年目であるため、まず、今後の業務の打ち合わせを行ったところであるが、

現段階では公共下水道事業の資産の整理に取り組んでいる状況である。具体的に

は、これまでに施工した工事の設計書等の関係書類を委託業者にすべて渡してあ

り、それをもとに整理をしている段階である。新型コロナの影響で、対面での打ち

合わせ等については難しい面もあるが、電話等での確認を随時行っており、おおむ

ね計画どおり進捗していると認識しているとの答弁でありました。 

さらに、委員から、公共下水道の使用料について、令和３年度から令和６年度に

かけて段階的に値上げされている状況を踏まえ、その周知方法や啓発活動の取組状

況について説明を求めたところ、公共下水道の使用料に関する周知については、令

和２年度は広報紙に関連記事を３回掲載しており、大崎町のホームページには常時

掲載し、周知を図っている状況であるとの答弁でありました。 

当委員会として、令和３年度から数年にかけて公共下水道の使用料が値上げされ

る状況について、公共下水道を利用している方々に理解してもらいながら協力を得

る必要があると考えることから、さらなる周知を図りながら、丁寧な啓発活動を行

っていただくよう要望するものであります。 

その後、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第１３号、令和３

年度大崎町公共下水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべきものと全委員

の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について、報告を終わり

ます。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

議案第１３号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」の委員長報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 
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よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１３号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」を採決

します。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（宮本昭一君） 起立多数。 

したがって、議案第１３号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第２１号 令和２年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第１１、議案第２１号「令和２年度大崎町一般会計補正予

算（第８号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,０１１万１,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を１４６億７,８３７万６,０００円にするものでございま

す。 

歳出は、新型コロナウイルスワクチン接種を進めるための体制確保に係る事業費

の増でございます。歳入は、国庫支出金の増でございます。 

よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を進めるための体

制確保事業費でございますが、国からの交付限度額の見直しにより増額するもので

ございます。まず、歳出から御説明いたしますので、８ページをお願いいたしま

す。 

款４衛生費、目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費は、合計で２,０１１

万１,０００円の増でございます。節３職員手当等１,５０６万円は、集団接種会場

での支援など、ワクチン接種業務に携わる職員の時間外勤務手当でございます。節

１１役務費５２万８,０００円は、ワクチンを各医療機関に配送するための通信運

搬費でございます。節１２委託料２５４万１,０００円は、コールセンター業務を

強化するために人員を増員するために補正をお願いするものでございます。節１３
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使用料及び賃借料１３２万円は、ワクチン接種の予約を携帯電話などのウエブ環境

で行えるようにするための予約システム使用料でございます。節１７備品購入費６

６万２,０００円は、ワクチンを保管いたします冷凍庫や蓄電池等を備えるための

備品購入費でございます。 

以上で、歳出の説明を終わりまして、次に歳入について説明いたしますので、７

ページをお願いいたします。 

款１５国庫支出金、目３衛生費国庫補助金２,０１１万１,０００円は、新型コロ

ナウイルスワクチン接種の体制確保に関する補助金でございます。 

以上で、歳入の説明を終わりまして、次に４ページをお願いいたします。第２表

繰越明許費の補正でございます。（１）変更でございますが、新型コロナウイルス

ワクチン接種事業の補正でございます。事業費の増額に伴いまして、補正後の３,

８７３万９,０００円に増額するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 若干質問、もしくは要望等を申し上げておきます。まず、１点

目、今、担当者の説明の中で、委託料のコールセンターの業務委託料、この中で人

数の増加ということをおっしゃいましたけれども、人数の増加もそうでしょうけど

も、コールセンターで受けられる方の質の問題ですね。業者委託ですので、多分そ

こら辺は十分に勉強された方々が入って来られると思いますけれども、内容がわか

らなかったり、じゃあ、どこ、どこにつないでみますねというようなことで回され

たりしないような、ちゃんとした対応ができるような人材確保ということで申し上

げておきます。それは要望です。 

それともう１点はですね、給与明細書の中の会計年度任用職員７０人ということ

なんですが、このことについて、この７０というのは延べ人数なのか、それは個数

なのか、このことについてお示しをいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御説明に関しましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） 人数につきましては、実人員ということになります。 

○８番（中山美幸君） 実員ということでありますと、７０の雇用。総括の中では７９

となっているようですが、多分、９名については、現在、任用職員の方かなと思っ

たりもしているんですが。再度、この人員の確保ということは確実に行えるという

ことでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 人員については、御質問のとおり、９名の誤差がありま

す。それについては、再任用職員が９名ということで、そのほか会計年度任用職員
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が７０名というところでございます。 

それから、人数が確実に確保できるのかということですけれども、現在、ワクチ

ン接種業務体制を整えるために会計年度任用職員の募集をかけております。看護

師、それから事務職含めて募集をしている段階でございまして、今、実際応募は来

ている段階でございまして、あとは今後面接をして、適正であれば雇用するという

ような形になろうかと思います。 

以上です。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２１号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２１号「令和２年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」

は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２１号「令和２年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」は原案

のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第２２号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本昭一君） 日程第１２、議案第２２号「令和３年度大崎町一般会計補正予

算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 
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本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２,０３０万２,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を１０４億９,８００万４,０００円にするものでござ

います。 

歳出の主なものは、新型コロナウイルス感染症対策事業費並びに新型コロナウイ

ルスワクチン接種事業費の補正でございます。歳入は、国庫支出金の増減でござい

ます。 

よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正予算は、国の第３次補正予算に伴うもので、新型コロナウイルス感染

症に対応した地方創生臨時交付金関連経費及び新型コロナウイルスワクチンに係る

経費でございます。まず、歳出から御説明いたしますので、７ページをお願いいた

します。 

款２総務費３００万円は、企業の紹介動画を作成することにより就職希望者への

情報提供の機会をつくり、雇用維持を図ることを目的とした動画作成委託料でござ

います。 

款３民生費３０万円は、子ども食堂の活動を支援するための事業補助金でござい

ます。 

款４衛生費は、合計で９５５万３,０００円の減でございます。これは、国の指

針によりワクチン接種対象者の年齢が１６歳以上に変更になったことと、当初、接

種業務については曽於医師会に委託し、集団接種で実施する予定でございました

が、医師会との協議により、接種については個別接種と集団接種を併用するなど、

接種体制と委託内容を見直し、事業を円滑に進めるために予算の総額を減額すると

ともに、予算の組み替えを行うものでございます。節７報償費７５０万円は、集団

接種を実施する際のワクチン接種業務を行う医師や看護師などに支払う謝礼金でご

ざいます。節１０需用費７５万１,０００円は、ワクチン接種時に必要な救急セッ

ト等の購入費でございます。節１１役務費２３２万円は、接種業務を行う医師等に

係る障害保険料２２万円と、町外のかかりつけ医でワクチンを接種した場合に必要

となる国保連合会への事務手数料２１０万円でございます。節１２委託料は３,０

０７万４,０００円の減でございますが、そのうち、ワクチン接種委託料３,２３８

万４,０００円の減は、接種年齢と委託内容の見直しにより減額するものでござい

ます。次の駐車場警備業務委託料２３１万円は、集団接種会場の駐車場における事

故等を防ぐための警備会社への委託料でございます。節１３使用料及び賃借料９９

５万円は、集団接種会場で必要な心電図モニターやストレッチャーなどの使用料２
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４４万２,０００円と、次の８ページをお願いいたしまして、移動手段のない高齢

者等を集団接種会場へ送迎するためのバス借上料７５０万８,０００円でございま

す。 

款５農林水産業費は合計で１,０６１万１,０００円でございます。節１２委託料

２７６万円は、今年、新成人を迎えた方に地元産品の農畜産物詰め合わせを送るた

めの委託料でございます。節１４工事請負費６５万１,０００円は、大丸地区農業

構造改善センターのトイレ洋式化に伴う工事費でございます。節１８負担金，補助

及び交付金７２０万円は、人手不足の農業現場において、コロナの影響により離職

している方を雇用した場合に、賃金の一部を補助する求職者等農業雇用推進事業補

助金でございます。 

款６商工費１億４４万４,０００円は、新型コロナウイルス感染症対策委員会へ

の補助金でございます。内容は、コロナ禍で１５％以上の減収となった第３次産業

事業者に対する経営持続化支援事業費８,８３８万８,０００円と、コロナ禍で首都

圏等から地方へ移転するＩＴ系の企業を誘致するための事業費１,２０５万６,００

０円でございます。 

款９教育費、項１教育総務費１５０万円は、学習機会の場を創出するための学校

運営協議会への補助金でございます。 

９ページをお願いいたします。項２小学校費１,４００万円は、菱田小学校、大

崎小学校、持留小学校のトイレ洋式化に伴う工事費でございます。 

これで、歳出の説明を終わりまして、次に歳入について説明いたしますので、６

ページをお願いいたします。 

款１５国庫支出金、項１国庫負担金、目２衛生費国庫負担金９５５万３,０００

円の減は、ワクチン接種に係る事業費の補正に伴う減でございます。項２国庫補助

金、目１総務費国庫補助金１億２,９８５万５,０００円は、国の第３次補正予算に

伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いをいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○７番（吉原信雄君） ８ページの新型コロナウイルスの委員会補助金の中の８,８３

８万８,０００円、３次産業となっていますが、この３次産業は何社あるというこ

とでしょうか、お聞きします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御説明につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

１５％以上減収の第３次産業事業者は、４４０社を想定しております。 
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以上でございます。 

○８番（中山美幸君） まず、１点目です。バス借上料が計上されておりましたが、そ

の件でどういった方法で送迎をされるのか。これ、非常に厳しい状況になろうと思

いますけども、そして、前半のバスの件で、委員会でもありましたけども、どうい

った見積もりを取られたのかですね、非常に本町のバスの契約については高価だと

いう御意見も同僚議員のほうから出ていまして、私も同感だなというふうに理解し

ております。そういった中で、どういった見積もりを取られて、どういったことで

この金額になったのか、その点について、まず１点です。 

もう１点は子ども食堂の助成。現状でどれぐらいの利用率があるのか、そして、

コロナに対して、なぜ、この助成が必要なのか、そのことについて、まずお示しを

いただきたいなというふうに思います。 

○町長（東 靖弘君） １点目の送迎方法、また、どのような見積もりを取ったかとい

うことでございますので、担当課長の答弁とさせていただきますことと、子ども食

堂の利用についてということでございましたので、そちらも担当課の答弁とさせて

いただきます。 

○保健福祉課長（相星永悟君） お答えいたします。 

まず、バスのルートの件でございますけども、３路線を想定しております。菱

田、中沖、それから大丸、永吉、それから持留、野方から各々の大崎の接種会場、

野方の接種会場に向かうルートを設定しておりますけども、今のところ、個人宅の

木戸口までは回れませんので、予約を取る際に、こちらから最寄りのバス停といい

ますか、乗り合いの場所を設けるつもりでございますので、そちらのほうに来てい

ただいて乗っていただくということを考えております。 

それから、バスの単価でございますが、令和２年度の本町のバスの借上料が６万

円で契約しておるようでしたので、一応積算としては６万５,０００円の３路線

を、月に７回運行の５か月間というので７５０万８,０００円という金額でござい

ますけども、こちらは入札で、また単価が変わってくるかと思いますので、一応１

割弱上げた計算で積算をしております。 

それから、子ども食堂の件でございますが、大丸地区に１つ、それから野方地区

に１つ、本町では２箇所開設してございます。大丸が名前で言いますと「子ども食

堂いちごちゃん」というところですが、昨年の１月から、月１回、土曜日に開催さ

れておりまして、昨年から今年の２月までですけれども、休止をされたのが３月と

４月、それから７月、３か月は休止をされておられるようでございます。ともに緊

急事態宣言が出たのと、７月は大隅半島でコロナが出た関係が関係しているだろう

と思います。野方が「野方子ども食堂」ということで、昨年の８月から開催されて
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おりまして、こちらは毎月１回、土曜日に開催されているようでございます。 

まず、大丸の「いちごちゃん」につきましては、子どもの方がトータルで申し上

げますが３８４名の利用があります。大人が３４９名、ボランティアスタッフ、加

勢をされる方でしょうけれども、こちらが６９名いらっしゃって、開設当初から２

月までで８０２名の利用があったということでございます。「野方子ども食堂」に

つきましては、子どもさんが１５８名、大人はカウントしていないということでご

ざいました。ボランティアが４８名で、合計で２３３名の利用がございます。 

この子ども食堂自体の運営については、もう全く個人の自主運営ということで、

企業とか地域、あるいはフードバンクからの食材の提供を受けて、身銭を切って運

営していらっしゃるようでございますが、このコロナにつきましては、大丸の「い

ちごちゃん」については、感染予防対策ということでドライブスルー方式というの

を採択されて、簡易テントを買われて、食材を載せる台とか備品的なものを購入さ

れて対応しておられるということでしたので、そのことからしましたら、やはりコ

ロナによる影響があるということを勘案しまして計上した次第でございます。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 送迎のバスのことからですけれども、非常に私は高いのかなと

いうふうに私も思います。多分、同僚議員もそう思っているんじゃないかなという

ふうに理解しておりますが。それよりもですね各個人でタクシーを利用する、タク

シー券みたいなのを発行するという方法が、交通弱者といわれる方々、どうしても

自分の家の車で行けない、家族が送迎できない、そういった状況の方々について

は、そこの助成金を出した方がかなり手厚い送迎方法になるんじゃないかなという

ふうに思いますし、また、バスであれば密ということもありますよね。そういった

ことを加味すると、やはりタクシー業者の方々と契約をされて、何らかの、運送法

の関係もあるでしょうけども、そういったことを加味しながら低額で何とかできな

いのかと、何とか割引できないのかというようなことを交渉されて、車の借上料で

計上していくという方法が私は一番妥当じゃないのかなというふうに理解している

んですが、この点についてのさらに検討されることが私は住民サービスの一環とし

て、福祉の関係から考えると、じゃあ、このバス停まで来てくださいということが

非常に厳しい状況、会場まで行けないからバスの送迎をお願いするということであ

りますと、自宅からバス停まで行くこと自体が厳しい状況にあるんじゃないです

か。そこを考えてあげることが、私は福祉の一つのことじゃないのかなと、サービ

スじゃないのかなというふうに考えております。 

それから、子ども食堂については、スタッフの延べ人数じゃないのかなというふ

うに私は勝手に解釈いたしましたが、まず、ドライブスルーでやっていらっしゃる
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ということなんですけれども、非常にいいことはいいと思うんですが、密になる可

能性も私は出てきているんじゃないかなというふうに思います。そしてまた、変異

ウイルス等々の関係が出てきますと、今度は感染の拡大ということも非常に懸念さ

れるわけですよ。年齢層の低い方々、小中学生にもうつるということをいろんな放

送等でも流されていますので、予算化することは異論は申しませんけれども、そこ

ら辺の対応をですね担当課としてはちゃんとやっていただくことを条件にお話をし

ていただきたいなと。そうでないとですね、そこが今度はクラスター発生源のもと

になる可能性も出てきます。飲食店でも、現在かなり気を使いながらやっています

ので、同じ飲食を提供している場として、本当にどうなのかなというのも疑問があ

りますので、そこらは十分注意するように担当課のほうで指導といいますか援助を

していただくことを要望しておきます。 

以上です。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

○３番（児玉孝德君） 教育費ですけど、学校運営協議会活動補助金ですね、これの１

５０万円、学校運営協議会が主となり、コロナ禍でも学習機会の場を創出するため

の学習拠点づくり事業ということですが、学習の機会の場というのは具体的にどの

ようなものを考えていらっしゃるのか。また、学校運営協議会は町内７箇所ありま

すかね、この全部の運営協議会に均等に割り振りするのか、それとも１箇所でまと

めての予算なのか、その辺をお聞かせください。 

○教育長（藤井光興君） 今の質問にお答えします。 

常々から保護者の方や運営協議会のほうに、大崎の子どもたちは家庭での学習が

足りないということを話しておりましたが、今回、運営協議会のほうから中学生が

中心ですけれども、子どもたちに学習の場をどこか提供できないだろうかというこ

とで、この補助金を使ってできるんじゃないかということでこの問題が出てきたと

ころです。会場については、公民館とかいい場所があれば、そこを借りて、また、

詳しくについては運営協議会のほうで考えてもらうことになりますが、大分考えて

いらっしゃるようですけど、その線で進むのかなと思っています。会場について

は、大崎と菱田と野方方面かなと。その３つについて、できるかどうか、会場を借

りるかどうか。ただ、教えるというよりかは一緒に学びの場ということで、友達と

一緒に勉強する場を設置しようと。そこに誰か講師がつくとか、そこまではまだ考

えてないかと思いますけど、その関係の予算です。 

○議長（宮本昭一君） ほかにありませんか。 

○１番（平田慎一君） 数点ございますが、まず、新型コロナウイルスワクチンに関す

る御質問をします。医師会と、接種対象者の見直しを行われたわけですが、町外の
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かかりつけ医療機関、これも今度から入っていると思いますが、本町における町外

のかかりつけ医の接種に行かれる割合ですよね、どれぐらいの把握されているのか

というのが１点。 

それと、あと、医療機関については５つの医療機関、御説明されて、会議も多分

されているとは思うんですが、アナフィラキシーショックに対応する医療機関、特

に気管挿管等ができる医療機関というのは限られてきていると思いますが、その辺

の認識と広報、その辺を含めて、あと、もう１つは、医療機関との話し合いの中で

どのような意見があって、どのような対応をされるのかというのをお聞きするの

と、あとは商工費においてＩＴ企業関係の予算１,２００万円組んでありますけれ

ども、これは実際どのような事業をされる予定なのかというのをお願いいたしま

す。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきまして、医師会との協議も入っており

ますので、担当課長のほうの答弁とさせていただきます。 

○保健福祉課長（相星永悟君） お答えいたします。町外のかかりつけ医の件につきま

しての件数は把握はしておりません。 

それから、医療機関においての副反応、アナフィラキシー対応につきましては、

それに対する薬剤とかあるというのは聞いておりますので、先ほどの医師会とのど

ういう話が出たかということでも重複しますけども、そういう話もございました。

ですので、気管挿管ができるお医者さんはいらっしゃると思います、ドクターです

から。それに対応する薬剤等の購入も、こちらで準備をして届けるという段取りに

なっております。今まで、町内の医師会の医師の先生方と話をしたところですけど

も、やはりワクチンの供給のやり方ですね、各クリニックで独自でできないところ

もありますので、そちらにつきましては役場のほうで保管しますから、そこから専

門の業者を使ってお届けするということで、一応話し合いの結果、役割分担といい

ますか、結論が出た次第でございます。 

以上でございます。 

○企画調整課長（中野伸一君） ＩＴ系企業の誘致についての御質問でございましたけ

れども、二とおりのパターンを考えております。まず、今、テレワークといわれる

ものでパソコン１つでどこでもということで、首都圏からこちらに２拠点といいま

すか、仕事をされる方も多いんですが、いわゆるフリーランスといいますか、個人

でされる方ですので、その方々は特に場所を選ばないといいますか、机が１つ、椅

子が１つあればいいというような状況でありまして、それにつきましては、その

方々が借りるであろう場所の、旧相信さんの２階の場所とかにＷｉ－Ｆｉとか通信

機器等も整備してございますので、そういうところを借りる場合の家賃補助的な部
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分が一つ、そういうことで誘致を図っていければどうだろうかというのが一つ。 

もう一つは、企業、法人と言いますか、複数の事業者と同じ場所で仕事をするに

は守秘義務であるとか、同じ室内ではちょっと仕事ができないという場合で間仕切

りが必要な場合とかありますので、そこにつきましては、今、空き店舗といいます

か、空き家といいますか、そういうところに交渉中でございまして、そこの整備の

補助金でございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。先に、ＩＴ系のほうについては、もう

１点聞きますけれども、現状として、誘致で話し合いをするというところはあるの

かどうかという部分ですね。 

あと、ワクチンについてですけれども、それについては医療系、先ほど気管挿管

ができる医療機関というのは、多分５つの医療機関のうち、限られていると思うん

ですよ。だから、そういう緊急の対応、救急車がないといけないという場合になっ

た場合ですよ、その前に手を打てる医療機関というのは限られていますので、その

辺の情報提供は把握されて、ちゃんと言われるべきかなというのと、あと、かかり

つけ医療機関、町外の医療機関ですね、把握されていないということでしたが、今

回、いい機会でもあると思います。できれば、やっぱり本町の医療機関でですね、

本町の方々は医療を受けていただきたいというのが多分本筋だと思いますが、その

辺の数の把握というのもですね、今回いい機会ですので、重ねて把握、きっちりで

きるようにしていただきたいと思います。 

以上、２点です。 

○企画調整課長（中野伸一君） ＩＴ系企業の話のほうでいきますと、今、法人のほう

につきましてはお声かけをいただいているところです。物件について、その整備に

ついての準備を進めていると、予算が通ってからの話なりますけれども、準備を進

めているところでございます。１社来ております。 

それともう１つ、個人のほうは、一般質問でしたか、特別委員会でしたかわかり

ませんけど、お声かけが来ているという話もありましたけれども、それから、私ど

もの企画調整課のほうにもフリーランスの方、ウエブデザイナーというんでしょう

か、その方からのお話とかもいただいておりますので、そういう方々が、また、知

り合いというか、呼んでいくような形で輪を広げていければなというふうに考えて

おりまして、その誘致に全力を尽くしたいと思っているところでございます。 

○保健福祉課長（相星永悟君） お答えいたします。かかりつけ医の件ですけれども、

これは後もって、また国保連合会から、どこの医療機関で接種をしたかというのが

わかりますので、言われますように、この機会ですからデータを集められれば集め
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たいと思っております。 

それから、副反応の件ですけれども、医療機関で行っていただく際に、緊急的な

ことはクリニックの中で対応ができるかと思いますけども、最終的に、やはり救急

搬送とか考えられますので、その際は所轄の消防とか、この機関から接種が始まっ

たとか、その辺の連携はとっていこうかと思っております。 

以上でございます。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

○２番（富重幸博君） ８ページの新成人の農畜産物詰め合わせの予定人数と、それか

ら、１人どれぐらいの詰め合わせで積算されているのか、説明をお願いします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御説明に対しましても、担当課長のほうで答弁させ

ていただきます。 

○農林振興課長（中村富士夫君） 対象者は、一応１１２名を予定しております。中身

につきましては、ウナギとか牛肉とかそういうもので、１人当たり約２万円という

ことで想定をしております。 

○議長（宮本昭一君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２２号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２２号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第１号）」

は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２２号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第１号）」は原案
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のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 発委第１号 大崎町議会会議規則の一部を改正する規則の提出について 

○議長（宮本昭一君） 日程第１３、発委第１号「大崎町議会会議規則の一部を改正す

る規則の提出について」を議題といたします。 

本件について、趣旨説明を求めます。 

○７番（吉原信雄君） ただいま議題となりました発委第１号、大崎町議会会議規則の

一部を改正する規則の提出について説明いたします。 

発委第１号、大崎町議会会議規則の一部を改正する規則の提出について。大崎町

議会議長、宮本昭一殿。提出者、議会運営委員会委員長、吉原信雄。令和３年３月

１７日提出。 

上記の議案を、別紙のとおり、地方自治法第１０９条第６項及び第７項並びに大

崎町議会会議規則第１４条第３項の規定により提出します。 

提出の理由につきましては、議員活動と家庭生活を両立支援策をはじめ、男女の

議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、介護など、議員として活

動するに当たっては諸要因に配慮するため、育児、介護など、議会への欠席事由を

整備するとともに、出産については、母性保護の観点から、出産に係る産前産後の

欠席期間を規定するものであります。 

また、請願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続について、請願者に

求めている押印の義務付けを見直し、署名または記名押印に改めるものでありま

す。 

附則として、この規則は、公布の日から施行するものです。 

よろしく審議の上、御可決くださるようお願いいたします。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております発委第１号は、会議規則第３９条第２項の規定に

より、委員会付託を省略します。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 
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お諮りします。 

発委第１号「大崎町議会会議規則の一部を改正する規則の提出について」は、原

案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、発委第１号「大崎町議会会議規則の一部を改正する規則の提出につい

て」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 同意第１号 教育委員会委員の任命について 

○議長（宮本昭一君） 日程第１４、同意第１号「教育委員会委員の任命について」を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、大崎町教育委員会委員であります

林さつき氏が、令和３年３月３１日で任期満了となりますことから、その後任に吉

田博文氏を選任したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２

項の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。なお、任期は、令和３

年４月１日から令和７年３月３１日までの４年間でございます。 

氏の住所は、大崎町野方６０９１番地中村１区集落で、昭和４６年９月１７日生

まれの４９歳であります。 

氏は、鹿児島市出身であり、平成２６年に大崎町野方地区の中村１区に転入し、

住居を構え、現在は山重郵便局長として勤務されています。平成２年３月に鹿児島

市立鹿児島商業高等学校を御卒業後、東京輸送郵便局第一輸送課に入省され、宮崎

県高岡郵便局、山重郵便局、有明郵便局を経て、平成１９年４月から山重郵便局で

勤務され、現在に至っております。氏は、豊かな発想と識見を持ち、穏健、中立な

人物として高く評価されており、教育委員会委員として適任であると思われますの

で、よろしく御審議賜り御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（宮本昭一君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております同意第１号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 
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これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（宮本昭一君） ただいまの出席議員数は１０人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に３番、児玉孝德君、４番、稲留

光晴君、５番、神﨑文男君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（宮本昭一君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（宮本昭一君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（本髙秀俊君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、平田慎一君、２番、富重幸博君、３番、児玉孝德君、４番、稲留光晴君、

５番、神﨑文男君、６番、中倉広文君、７番、吉原信雄君、８番、中山美幸君、９

番、上原正一君、１１番、諸木悦朗君。 

［投票］ 

○議長（宮本昭一君） 投票漏れはありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

開票を行います。３番、児玉孝德君、４番、稲留光晴君、５番、神﨑文男君、立

会いをお願いいたします。 

［開票］ 

○議長（宮本昭一君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１０票。有効投票１０票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１０票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第１号は同意することに決定いたしました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議員派遣の件 

○議長（宮本昭一君） 日程第１５、「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（宮本昭一君） 日程第１６「閉会中継続審査・調査申出書」についてを議題と

いたします。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 

お諮りいたします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本昭一君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は決定いたしま

した。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮本昭一君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了し、本定例会の全日程

を終了いたしましたので、令和３年度第１回大崎町議会定例会を閉会します。御苦

労さまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時４５分 
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